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ii研究ノート ii

盟友ド韓宝震構報特輯と辛業革合
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とのl斗係では1872 出 l>~ì ;-_i )年、刺子ヱメ剖が銭l“1"支箭かlっ日本と iア〉修!，({を認めず、

このとめ、対明主十日ι問題が起こり、 j百治政府口1:内におけるiお7::;(rlS治(-;)年

の iiC搾 ~xillrr-0) 伺になっとο さらに:之、 18H 明治'7¥ ;rO)台:JU十11民、 187λL明

治日}年にはけ塾時事件が生起し、ぉ12W.'!'半坊をめぐる雲行きが「Tしくなるのご

あるυ

トイ市政府はiT-fj.:，，j事件をさ子貨と)て、会議・"二一:同t古|奇 (71EK品質、お/，'!5J中

件ノ\(聖~:~ト可鮮へ.ìh -) ~~問問任政岐に y斗っ f その結呆、 (;í，t-:I~H条視が、 lB76

(Stl~ú 0) 1;= (ニ調印さ，cた。この条全員で 判鮮はU主の凶」としたことが、制

鮮¥の心十怖をゐ娠するιIT;-~-l との対すを沿えことに去ったc 朝鮮のよt 配をめ

く~って、ド--+:と泊|ゴとの衝突は不可地仁なヲたのでi昔、る xJ:'{↓斗寸‘(土アンア

認誌の憐主主!、Ij'~がアジ T::i*民族の，-(こかざしてし:る住成がノ、きな妨害であ

ることを y~~ < 疋 ~ti;d-- 必に円勺王子口

日代日本にとコヨシ γ グ)1+; 下を玄誠】〆た*γyγ に士守主る村?午 J立、|害法 ~I)

l出正から始まって活苦・ 7女ノl吋県降同胞なとや処理していくためl羽三三IlI:-究を木

町欠レ，-;;，近j~Lん空間ごあれ その語表研究(二、平事↑1似の以南に必要な F

法的訴の作成や外公こ i属商市動正弘、主な i'~:-':支え集とい入 lιldj を i佳子と J て !Ijþ立

され、 士引に拙RJ誌の年j有と粍?と，'勺 1:1市刀、H';cされてしくごとJな Jだの

てあるに

まず、医拾の観口かι、羽子研究の対象ムなる地践を「問題宅需 j ムL-(¥手

かび上がらせ、次に、 をの地肢を l 刑宣 :~;:?:U; とl，"'C~主主乏し、社向を収集合 tL

市Lて立つ「的ない 7政iu'将括的な1J討を起こし、その結果としと 当日空JliJ均を

最終的;二 f1~他的な統治地，占、 l 平工出乙ど IL\j J として担湿していくといへ一連(7)適

在が考えり1しる(

近代日本;ま 189~ <~HÙ:ì27) 年 iH、口{青戦!fr-~.:::ぶいて、それまで口 I害|目的ぐ

藤早宇3l 外刈:丈要Jc}， ~1整備iSJ(〆i、 h版、 1992戸 j 凡良。

j 休日主 ;早;H;;~戦争以前におけるけ中両l玉|の相Tjド;情{山祭にう l，.軍事

力i_j-':~号、 19G5{j、;;"B)o 

日[需jc; C究開 7 ジ?をめ〈る ~，E識のtiJÆ';.'.- γアジア新世紀」干うれた 4
山、 208:;{:、f口氏

4ιI : ~_，;、{ロ 丈化社長歩活動三!ての-4-i，!，r別有と?由民地経常， ¥ ，-人虫、学戟cJI 91 ~-j 、

21i04年、 231出、}口

二日社以)(1-2S:>) 2に9 l九1
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立になってい丈 74王主阿見立を解決寸ると共に、 H月 ~--ì初年以来の懸案でありた?JJ鮮

半同における清，，1勢力の排徐にIN:ゆLたl その主主果、近代日広に ζ ッ、朝鮮

半島は、 I#J:'目立町」と Lて氾1&汽れてし 1くことになる「

その!日年後の Ii露戦争 b土、近代:1 イ、古?同アジ -I~ ，おける権詳の帳台突から内除

。〉巨大川家に抗七だ段引の戦ぐトで;2).，-ナ そ v て、 E罫戦時;こょっ亡引鮮の保

"室1'11乙に向かうこ rPq~ ;A~ 守!日I J ょ、 i首公へと札、張していべのしある このよう

， -叫j:主主問」は、 :-'-iネ1Jの"立Aから、そ二争解i'k.-t，z)l めにま /"4~!T l" な「問題

弔問 j を併ぶ三いう、この""1国認識の中に多くの同思をノ't.ん-('¥-，たのであ
E消 日時伐j支呑 "1，こい朝鮮T応お。び'"アジアは、 I:_::f-t [J :d:にとっ{痛

めてえまし'.' 明福山I~Jーとして介ポ|紋げたのであるべそ 1 て、そのかI~H~~

f昂のず〈もが、日本隣二三て、あっ工ことは、まさに必戸、であっ大レ戸え c.;:.う)

行本陸軍、止宇佐」表現ヂれl王、わが回33謀本部は、記象地域。調査弔問 l

へ数多く m情報将校を;，rlZ:l~ して、イキf唱の同報工作;こ-i!(.:JJさせた J 子こでまず、

てすlら0)情判i将校とはー1卒、どωよ行な:平人であコ七のか、いか1-情説将校の

手、活，.;:i';;三江主され、 2の工う vこ情報将校ので寸I!ぇイヒが進わりれとのか、それるを明

ら?にしな、7ればならないr ノ可;lt;:なら、「土1迂:ICiIえなるものに1出じ〉将兵と|ぇηさ

オIる客観的左半も、特定の完4tk戦樟もなかったからてタ〉る ν そしとλ、わがt:J

ては、送事情 "flJj野における佳史的研究が資料B'e制約や'川:品目に ζる退皮U)持j

S古川iなlから、 1:)、戦争直前行情報収"'J1'~与 t."Ú;例外を除いては、ペとれ:まど J、き

な成長を4古;"でいな ν、からでもあるこ

「ノ:9~úドヂ平機時史・品 1 ，支古研究のえりき言語と L ご J公下芳 :t)n刀iu:Lι主]士:.;;:えr-肯

定|羽、 1956-/:-:)の大手与がみられる、しかし、わが|卦参みキ;郊の河同将校杭f:'i(7) 

成立終待合vに羽一「品研究は、 l号、につくされてき片手川本百い詳い

本摘は、 l~ のよ λな是正問。)鮮附を1;'せ干の対象とし、わが|司参謀本部↑百恨将

伎の形成過誌の役 lすι[-j的とする この考察iZ在」は、 :と I_~-C )i:ヒ峡六参謀

総長 (g~'，~島品、就-fT:!';):SU殺人需品五宗寺謀本部治之部長 (j三~~，就1T:時 ';7

t主j 日よび J部 e()':!lI市l第 2市長吋土賀県、就任向zi7認)を中'L、に情報月校の

拍手日こ IlJ~跡につい ι775えする"その三子、 2(\( ~平成1EJγ に公刊された 'C 本

仁情川J主 ~9 i'，占ー円:品目戦役」(土~~I学再出、 1910壬三) 302宏}

内 山宣伝 文化オ日必活動こしπの車事出会と十戸t(士ili経営--'(~-人文子二 r!b ~11 日、

白川4年、ワ、:-;4頁)"

l7fi.l Il:i当日CC'2;-;S;:?:J宅
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路市とアン Y政策・|山平大作平部吉太郎日ロ乙， (以:、 IJ 品J と町~-)を随所

に援illする n-:itúコ対象'!，j問{よ、明治~t:阜から中 1"1'i'夕、革命ま pとL て安山 3子

絞る。なお、 100': 明治、37) 1jーに勃発 Lt.: []露戦'{I-f:JIf (i)詳""な参諜宇部0)':'司十夜

活動ドコレ、て(;1、制稿1"/百報戦争ル Lての11露戦争 J (， r'~七よ法学論集JI 50巻G

号、 20ω/，-t'.)によっ v亡悼とさせたν、 も;つにそ01日における油部のぷ述は、

多くを制愛する予とになる J

不f悩3で{は正L以j

第 1 i項Hで;はi、羽『治台建下不f泊か、L川ヴ |けt沼 H~露言科革戟1γJ争弁吋笥I絞;にこ i七、る期|刊凶日町lの「情有詐手報R将十校j(~にこ Jつつ t ' 

ιaその涼活: (系~'ð')を探る u 次に、イI 外公使館山武官の配置経過、外 li'" 註イl

員、海外派遣省がよ[}I.己、HU汚佼について考察し、悼す-，，:1ヴ枝川肢の伴、f計得存系企

討する

第2::闘では、 1:高・ H露戦前L二おける33謀本部第2部における怯$A収集組織

の整切J~手"を考採する c 併せて、 1':内外以誌前昔、を n-i 7f\した体的測さ昔却につい

て止触れる

第'~ ;頁では、情報収法組織(::.(: .-て京司う、かっ最も主要な団事ミ七、逆 f報告 1

「段てある柏市J同信網山~字P布状況について検討を jJ11 えるつ二夕、仁、}，?~込本部り代

衣'1ヲな外郭協力議織の一つにめったEI青貿易所究!りl' US的〈明治主 ι)円、
川、

~_~ i'iJJ. ~. 正之、iI 

べる

と1871 l明治ム lfiに発Lt!.~~ /:~ I;~:軍投導i-;] :_的関われ についてi主

::r~ ':項では、辛亥羊，-::p- '1i 発刊誌了点立を FJこ知的 l さ ';T~: し、 一れにI:J-，-る忍誌本近2

{r; 2 百日の nlJ r~:態勢、 1吉相l~;.U主活動についと こよ山(j;;:.こ，ifi討寸る 11訟の流れをダ

ノ十ミックにとらえる動態消-+:t~U) li:Z集併効1I、況や与察するほか、マ都心;率以本

吉1I第丹市長の，tJ主部官、見:を:心l二、参謀/f-，，:7'i1~ 第ヌ ;':1;1又 YLrの iJ 動方針 L

その帝趨を検討するュ従って、この頃では'l'rg-';'-!Ll1/下呉川配置沈況と(手務、さら

に「者幸~--仁ド資金J 0)前達と'Jcltlば;I!l~ なとも含まれる J つまり、 F反革命0)勃

告に陪ごし、参謀本紅白 2 部長が~ll:Jなる立と )j;i， に立ついて、どのように対応

L1.ーのか、について考察ずゐ{

~I) ~-;ご~CC;之、-，~ほ:.c.1下民「主新太郎 l itn'， ;全 と ~í~'-{J をよいLり '.11 

-r:{íp:~ ノ!、郎関係資字削究会締官汁本船半 ζ アンア孜 l在・ Sl::半ん:];.}'-r:{íþr，;ノ!、郎

じ記 1 ('~校舎庄、 2U07午人 'HU頁註ì<JJ いては1:( 、 l 宇都r凸 [~'~l ， 2， 

い E~-9

二日社以)(l.'!sl) 2に7 l円 6]
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るJ 子0-)士生白l士宮謀本部i土当時、{年イ礼における平半、吉ほれJll時のために駐在 武

!(のほか外国税在日、海外止、3E主 主らに外l(からのm詰そそけて派遣主れた
応開花吹 「十官などを、いわゆる公的なうf限で関係点外向、あるニ紛争下

~~~， l也蛾へ\jヰり込λ で v 、とが、これらの軍人以列に、軍人であるこ Y を内定 L 、

J;{ ノfy~~会にJ京消 L て l 問主:_t~;/f~}_: へ派泣される沼ほL作員カ存イL ~~たかりで

ある， -，t，児¥，_r-;rt:-;.:自」とは1['，ひ司iい似めぐ能動的な111!以内防報治動 u十員 lあ
るいは詳報|作品Jであコf。↑i'j*1i;:，'，討は、吉'1者正迂菅が主主昼 休どなコて民

間されるのが常であるーl'~Îì: I .J は辛亥苧命;こ燥し、こすこ詐宵によっ君命給与

地域へ;-;]'(!去された後苔の 人三あペた J そして、 i金子 lは川市j:t互にJJ士役 l二、

革命主主にに近い渋渇〔河北済中東部出I:!})再出)"H'jをの幸村仁おいて不運にも

非業の列二を遂げ丈のて、ある r金了」のしるし主唱 f1'，;(通して、開制;Ií~ ~訪の杉

の記号、つまり、..::.4~ まで史料上に現れてこなかヮた十主張収集活到。ま[f!1史を

i河りかにし、むすびにか去たい

なお、:二~C'N: fj:j寸る史料。l止、新必1草Ili崎Itil:r，-卜史何究家 内淵μ¥: n二J山戸、司、J

らJ芝町されともので、同J1;が長守にわたて，"'，1責された「金子Jの'd::'丈である。

ここに:nH1(のご，品烹i刈し、'[，、かるお礼を出〆上げる戸

参謀本部情報将校の形成過程

情報将校の系譜

克にも地べた d うに、明治i主立以来 主主立の組織J、lに情報恥穏や情報将校三

L ての池の将兵とベおされる宵倒的~牟などはなかった「柏市幻寺U)範11十{土、

当初かい国内情報t国外情報に一分され、「次7iには特に、前格対象地践の語学

k 外務省情報部 ム那地名集ユ(口京外 1ーィ品会、 19~;6-1f-) (~，'l玄

日ロでにおいては以人 杵ì~~ ')~判 J 略す-IriJ ':':f~ のドf(手は、手、c-'J.ì8 :)ー

1 " 昨土問1武 1:' i::;jC)辛亥品 47 を援助 L たi~-I 新太郎 1 い柏崎・刈 ;J:~ I創刊

日、 山ノ4年"

2i I ~iて同庁λ:(~~O)系譜J

3' l'妻にばてr手足L

'>1! l'合1'"tl;λ、加の立

リ I会 f新太郎干点

6" r-;!:J:金子担iJ，、(;'{J'J('，1選完走む、 19己主)"

lTi.l Il:i当日CC'2仁日):?訂1
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詰脅か求めよれたいての意味では、対象，#71，1'<j凶iiJ)伝iぇ将校はばl予将校でも

あ)1 、f待後主多、誌一寸jるf台丹注:t:ト与竿救:羊i草主引斗|卜，J仏J

対当象ç:倒剥のロJ訂i汁\-'y 椅j出也刀r主沼i必全狛且完条-~作十で恥つ J式た1ど: 

明治百三町長の「育報将校たち(~ ~本語学求斐のほか t 、池内将兵に優る憂医の l

一成ともいうべき公械と情熱が求め h れナ 抗、明で相1れる l企子新t:fil;TI1li役

性半 )(I~'tJ は、 Î' 文革命 l号のJJi古 D~(j~(二陀し、「ノ?同り任続:l最も行よな仕守T

であり、成功.T-tLu:'再会の機会もあふが、そうでなければ、投の fの力持丸で

ある口主;命;ま企いちのと以っ℃ほしい1 と郷阜の主に苦き送ぺてい匂 それは

I 金"に ru~ っす、当日与の ρ百科将校内問には、内:i):列強{こ対するアジア連帯、

めるいは I東軍保んJ r円な理念が脈々とて流れていたものと -1'3えられる10

そ二で、相当i将校を*，7，込山しト源流、円十日将校市rJIえの人的連続住〉も戸うへ

き清平王将校内系'~-(~コいて考古そ Lτおきたいl つの;l.占として、ぞれを凶 1

;こまこ uう7二 c

l斗1i'基づき、:社守系C)湾料将校カム一辺の流れを枯l討するリ

;;o出:1:喜氏l代議 1・品【1'-子手彬Lilg 51 C~i:áj< 11 )戸フ足、'1:3';;&ご氷iぎを相続Lた。

芹彬は、島津節目代詩t:・重教の骨折にあたり、この品枇:くかり主りない育長没

とき長火山感'r，を学けて日正:立した A 奇形を三 :11副長中、希代の名t_;'と百わしめた

所以lよ、胃担父・重'y，(の京向による所がたさ v

ll!栄(土中医者に地誌であったほか、多少のオラング誇もJtlj、主1¥主のJ右太名

'1ヘ最も，いロ マ了。)'子「町長であった.背彬も止、オヲ〉ダロコを品すこと

は出 1ミな ν ，-)，ぷ'~]-i-.;=g弐をIlr:寸にごなし、 X!-:-J(j;;な同汗山元lE子:と乞11月の'Ji収h

つとめ、 γifl+i自身がささ'I1-¥:;:;;セーの科学者でもあっとJ:-;

"行部L 口本1;~J，fU::I:'iヰL~ (講談刻、 i自99年 2~j"fをい

;ズjおよυ長引Vf;J九において¥J: J、¥I、 「会礼不出荷台史草案(~万砕 ιf究所戦宅

部所蔵人法寸1 全書、素吉1;;字縮リ 4 ヰ待出~，ttÇ--;'f子 ~ff!_ (車以 A'~?rlj-'r ，~U: '0，、、 1~)91 

平)、 :j~j 支功労字七、記編株会，~~幻口j:1;戸銀JJ >'-tt:幻主」ノJ労-:tí'{_'~， f~荷主主会、 19:s (-i

イi)、里i官会百司王司先覚4、一片紀三 f巻 ([i書房、 1966(I-~; ♀どに絞るが、〉主

計;こ且るため づ?ι漬けiのj主のけ24を省、;。
ム勺芳rm:こ I同泣許庁れと l苛 i:Jt主域」 、十すさ-(， .;，台「可 if l-fV~の寸ベ-C_1 持I人[尚三 ì: -~: 

社、 20訂作、Ll3FD

3志野清「持ィ"角彬とそ心I¥J1lil可上、 15頁)，

二日社以)(l''!S:J) 2仁三 l円只1
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図1 情報将校の系譜( 考察)
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民法席議[手当時、 f~L王まを防l 相としていえが、者!2[的には日清I山11Jr::; (1)サq.P2ずにあっ

と、その統治iよ絞維であッたu 成J求には、 j'、人f英ノ、の宣教師が滞在していて、

これらの外人から明外↑白河iを入了すゐここかj十2来た。まに、佐!主語は事ムに hつ

て、流域中111府政存をしてJ主主.j者百丹???の名制で貿易船を i'~'国に派遣し、在主主

庇摩i器十をi凶じ¥.:;青i::;]情勢はもとより、 Lム〈民新.])舟守|情勢をよ"長以えたので

ある lヘ

告旅(土、[札:;;i (主 7!~ r-; )年(i月の〉仕同ミ1; 艦泳 (4主)の 1:芯寄港灯J主::(~~ 

いちゐく人手 L.にいた 比一時議L'宥ズヒ動日刊役 人迫J昂七[立1832 I、立7:< ~ì )午 8

円。ベ;Jー来航情報を収民1.-"Ci苦に報告した九斉tH~土門情報に5、づ主、再軍

;:)JJ~ -，!~ ¥，IW;J[:)の趣味坊訪日lげりや伴t取して有事に償えて"込」己 角二件;1よ、

長自:，]:;こ配置L任たiL汚じから同外情報を、河内情報の似長を丙郷隆採にあfム

せた口!万u省は共に、角十'f;什i近の也午、らdJ':主将将校であっt:.，
書体:まあ4('b.持政:r;:)年、 ~.J;'くに涼し、 F耳担問主主~: (28表Zi:わJめこ'1'ノ|、性 ζ

1._ -(行ylj;.-加え、その校 庭}j1笠(f日EJ.工心不E、:2=:)に扶持してしィる l行 商~;l~ は、

'1m方さ役少いう農業快llli' fl土H-:系rらi喜ul，同わり、 11D'にもllrhした報告 f忠

合が、肖仰の日にこまったようでめる「

7干彬(よ内摘の人物、下北見を看取して屯}]:1ア二l二:i.iZlミなし」斉彬は、説父のめて)

/:，l立 l叫:毎土・松、 l' 岩永 f者j訣l に、夫ゴ〉 ζ うな;JJj ~;-CÄ:了芸品っている/

「在、には亭くの1;:，"1ミが居るが、間に合うす「はいない}阿部のみは際ビ.，，(.η

凶 ~~t;:土jj:r，'((I)礼WL(.:::ff.み、私以外に山捕を了間う Ji1 ふ、 1
'_ 1，- 、一戸=.-1-ヴ

!二ヨtt.¥.，' (9)ωυ 

刀ミ~，¥な v'.，j 
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材プは、西郷(7)~1:亙を蔽 J く戒め、欧米タII)主の午，#，.古事号、科学技 <"ë訟の活J=，在ど海

宇Fll 者l日収の必't.'>I~ι ぷi さノトた '3 阿部 iよ斤J杉によっし見出され、汁4誌によっ

て冶悦センスそ格言語 Xれ手、 A彬股1立の伯尚将校であっト弁いへこに刀出来る

~1 116咋六「首彬と yレ ン f， I'~''-J上、亘)

1 岩卜ヲ7典 l 長ヌミヨ本σ〕悟漏出lち~¥ (tii:;;閥、 2008/cf;97日ハ

/(司、前持論i;.亡、行日目。
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村市G¥"， 44頁ベ
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e!illFoぃ民れること与、ノ1:1操 J、lZ、鳥平五年一片付手5七)の fと〆て臣民:亮

1R1'郊の世に誕牛Lた.I寸l犯の先輩には、j(ぺ交正三j人の制出J中l秋 L日(iIiγ将、内部

1. 1¥長イI交の号 J 吋芦~;':'- I¥:{'f司:;':iJ..-位、百部制j近)がいる Jill.:対耐えl通

信しでした合年問代、議ヱ・丹下杉ぴ)吋祭時に、ての;fjJ位以りが法侯の叶に留ま

り、佐Eま(僻十く・市一弘へnI..'TをJ干されたというここ ιある 1"ニ

JIU= ~2S成 l は 1沿73( ト;，gì:古日)年、証主~論争:二問、 L、再?Lp (~f) J;;{勺 l (!; !、野に

同調Lなか J介。このこ Jかムも、川 がお黙一ι む丙j~Þi/l~-cはなく 何腎ゃ号:J

府のような西郷側近でもなかったこと与鴻Jいtilhる口また、 !II土!.;t2!1品目かり7言

問J. 感化をうけ、用車れこ対する敬服の立:今抱ν ていたが、むやみにじ世~:.L'Cは

いなか八た Iろにう、われる。 tJ' L~ り、 111 しは舟彬の前二主古、1互に指し応答ふうけ、

仮野、思IJJ{寸の帯主Jj-;i羽;;:連快しなかっ /ι ものよ考えられる :11土江惜論争

の際、白川に土 J1 'F帰郷(/j詰l志を迫(たが、 28>1;自の:え芯[立国〈、刑「ゴ?、のヤもな

i:¥ :ニー;、リたっ内鴻i土、 111"グ)守、誠土佐FilJ (/)'j， j念;こ釘矢、七:1キiW-隊0)f;ズ tをtr
したのである JIヒはその後、近占d丈夫述隊の中主主計部ζ[てのェ山本歩む二三

二なる

ノベ段IC;)弘、て触れるが、巴協と J11 ~ (1) W; 1. ~:三、回初三日u 府のような情':;-fZ@;務

「の繋がり;正みら才/"い A しか!、川 が内郷什吉報戦時小ム多〈、の教訓を学

?とっと r' あろうこと(よ何?包しえない〕その ，tJj 味:'_~ ;fJt ，-c川ムモま止、回初σノ

情報戦時の松本手ぞであ J れと言えよう、}

わか-~?"'~謀本似のお茂 Jこは II!U弓|法草担長官)および社主主謀局議-，:;~抗 j型的 TI

献がメ、ごあうた，かい、主主謀本引を式の平令機関乙て その機能をす1~j品~:~

;二人的に充実弐ゼ :(j~ ニ、川 Uii'，\下手中た将に他なムない、 i l 1古・ i1露両戦役

こおけるわが国の戦tt.t まさlこの)1rの存イ土なくしごあり??えなか、九苧

事であった。

ぞv で、 !IIょ:φめぐる人慌について見仁おく必誌がある それなく J て、参

謀不部品;j:J引の「ム I1f〈集1:8 !fiJj~: 4-~~ "T ;:)こ tができないからである ]11 i 持

軍少汗、，11成)元日きさ;?イ'-t:15次長〆して所イf~ たのは、 1K?ミ"明治18) 立と 198!)

l 対抗22J?の2山であ勺た度ヨ0)参謀本部次長はム898(明if..3iiヤまヴ

の，'f.')lO年間におよび、 !II亡はその問、 iお04(1賢治2り年(1)汗{占二どく役。〉草令分野

におし 1て平与が， '士 11 剖をィ'~じ r.

~c， -(T.京猪 日ド '1昌平六九トFI上操人ー(:Jj 三 ~wtì ， 10 ，f?~-) 181"1 
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，II:_U土毛主謀次長時代、 11至 -'X~': γぎ -~q:品、のちブて汗 j 、 Lリ村 1'1与涜 ;1;梨県、

のち山将) 雨対安 J~~ U<:MI'夜、のちん将)、東条英救 fK1一子県、のh中将j そ

の 1也り少才|位 [~J 官ら|湾軍の没収を号点4 部に集め、アジア各地、 'i'~+~網を ~R け

己主ら γたわである υ そして、その 人が -j-:l:~'fd:)日郎(佐賀県、わち Cあ Jノ

た〕 その~d六において、!IL i は山越しナ)，~-T日将校.])先達といヮ t も迅では♀

い l主1主会Ii弓，

海昌宏"のち雪読本部第。部長) (;!:lgg7 {即:!;fì~O 年、}イ Y公使伊i.:lf¥、

1を命ぜ乙れた ;:1上は1891 明治ヲ4)午、 さのむ可(品、公中位、 w市長ニン
ベ"ア~騎慣断書命己、帝政口ンアの\1{伝情勢をよ~I~ せごいる却。

'j出;，:，:J，~1~~ (土1関口(明治2:i):4二、 ff':':)ゾ予定fS、芯 ~Jよぶ叫に人コて 1'1 トの司1'1:)

を務めごいる 宇都宮(~t- Jモリ司、 32決土l89~) (日jj古26)午、インドに前置

され、英屈の同i皮改FZおよむ出火ノン .y':'~~y}の f且J弘治祭を命じられている 半三

郎胃は日 l守秘争(!)tJJ*~:ニト:~-~1、';，r}CI1じて大玄i.-，弱認に:チぜられ l)リト山花串に

従コ七ソI

T者::l'8'IJEll:古没後、参二:1'本古代μおいて互びI1
'
の記1)11eな 1)189，S 円.r:ι台2包)

1、|本陸軍の対ゴノア作殺大純を i!己主して上申!、 )1:上iこ存認された←之、そ

の後、寸都内は1897(IIJ円ifJ:-j(J:.年目旬、 ili ての (;h~を受けて i制山?派遣き如、長

r; if:rヤ池J立の :~H，く収集，-従事しとυτ U)際、子相:討はF可汀総督・刻1中-1市民)

および1巧!)~ tr~-{寺・ IJ.泣之前日主品〉 〉会見して日浩J是認の立変'[:J-、治ヨ平F訴のじえ

変およびjl~，J~ 手 '1 グ)11本派砧を説[-:f''...-た。その結束、清凶(土利手'1を11本J 、主主り

E 本の式1]を平下限FL として m~~←J る:二百ったむL

)I:__U土良市{明恰:;:1イ1'-13 )j、 1;京軍ぷ')-'1学校 院中川コ学校への予惇校・ t¥%

城学校 4にJ苫巨留学生 LI主ーと入学希望?I')のfめの留学生:"iljを設i百じ、清国学

~-lJ完 1 、 IW頁)

η 「円一上、 111良一

三 宇部雪E日己1~、日仏h:
2;) :Ti;卜 4B1頁

，~文革市制1:宅三ミ雨宮中:，1近王ノm史論集~ ¥i比内吾氏、 1985.1]'.)251，8u 

Ei:t&学校(エlk8S(明治lK)年 1月、立代講習館「して、 j見ノ<.1:(勺口先0-:'f:J也i
設雪さチ"古d午、北城t了校こ成立、され注何 I Þ('了校、陛下くた咋 T:'~'さへの予沼

教育のだjんがι-¥:';'0とされたハ!日投::;:1890 :rlけ dì2.3':1 汗 2 円、宮内省から牛j~~ 阜

11'1 :二校地ふ下娘三t現在 新宿;メ，I~町にある私 lUム械学校の古下すである

二日社以)(l''!SJ2にi l只21
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H本陸軍情η 河代レ平安'::~(r 

'1 雪組委員長に制嘉久 i 参謀本にい~\ ;:;部長をf千令いた九この利子"1部i土1903

I{河;官3引年日月、以ぷ学校(::r.Ý，判~'，:;， ;/"1 、泊朝減t: (J) 19三〔λ~Jr.:-l ;年 2月、

実制約にr)E校と主るまで::，1，:l:)::十'[;I'::O)卒業F を注 (1刈した宇都芭(手、.l!)U日L明

治ι1')¥年[月初|i(本1の 11~じ」に ~J{JJ\学佼第Jl)!羽海回学生の川業式;.，.:.fiJ!;

JF:す jζ認めてし hるこ宇都宮か1Hz武子中;の;'!i'{:にWI"壬してv たことが翁われる"
J十郎芦の腹心乙なるす}f;Jiな、 歩長中長.t(2i/J九J はlS9ii(F，g;古29)年五月、

I11 :ーの 'f手叶nt- 市 u-:-有J台方日目(}リ 11 、生育、買 ~':'I 吾省 に、 刀、宇都口 u五

氏一人町、 35自主)は三時、中沼地占へ派7Eさ1てvミた口 .... T •• :告は尖にJii上内村トに

あっ九、同外伝説:1えなoノ 箕を;ロペごいたのじある 宇都宮i土後汗、 111(ーを悩

んで、 Iよねに命にられて諌山する持、 ι将;立;"， ..... )む、 Tこれ℃給構だ 長く JJ

来 l.~ ，，:ーさミめ、修 IT泊所 u土人を介して日IJ~'-9 る d 将軍のトめ; 命を賭して勾

力 Fのことを誓った j と述べているれヰニ:ぶ千守(三最も;1，上に私以し、ま J七、最も

川 hからL1.千された情説事会謀将校。、 人であ-:.，二以

!llt，完全品総λ は1開9 (I!，g;古32) 丘二~ ] 111判、#峨わすか 1~ド 1 治、 1J ，-1て池

J、 L 日 L:I~U 、火山長jじ nカ(校児昌弘、 5íi:;~:ì がその同を引き継I' ノア 1902 (明

治35)イr2. ) J、ヴソj，与し誌本部次長(LIIII及、印歳、l クポ】相¥';¥'JTに1'1い、 主主誌本
山総務行l'長から参誌YA、長;こ椅I故された同打院半世将l.I:iフ刻印j もkしその 1年

Hミ， -字去しλ、(119i¥会佼刊の事謀本郁夫，て J はル了材、内相、台湾ff督なこ

を歴包 Lた児二亙源太郎陸軍中将 (:1: 口料、日以)ヂ任命された}てれ:二 E~ 露珂

殺を fかIJ伎に目えた190:31明治36) {I'，10)J i3]! (/)二三であり、まさに異例。)

人')1'であ J 子二 葉:rc:審問の利害え副え、}i6¥立ての詩区を灯、倒した児之の次長;京)2:f

よそプ、J: IJ の Jïnli~争体承した 11 露戦平 tì:，ぜこにlJ.\.{;:;制治ドリキの大きな特色の-，ノ

cあり h 幸二jfノドおはよ111 9己主をぬ川し tJ露臨戦京勢を主主え、いくの

寸i":'0と，-

以 iごのょっ l二、 :1トーによっ、i基礎をい1められた参謀本郊の情報収集組織はそ

の役、福島奇経て、宇都日の fヘシ伴呪にそ:-y仰がれていくこ〈てになる

次に図， ，こ茶づき、佐賀系の情報将伎につν円一枚，t'1るl

佐賀漣C;!:bAi/dザ新託、 I国I主t，[;:;書l

j¥主主主力マ有)〆、 v え:

または「記長 1!l1"I といわれたように、

主た、仇賀蕊はJ、ーもち問 草:{γl古格領の長崎警譲:こあ

山内ト 2s;.;長 A

26it出前J己主、 lνl間口

二日社以)(1-24:>)249 l品1



研市ノ

たり、長崎に来tj;';しする fラ/タと済|川町商J白かム海外信iえを人l--c'ミる諸説に

おかれ、いと このぷ詩人が、鎚，;:!は最下'1ヲイ:1:.蒋:二先駆け ζ佐賀落の終凶 軍事

澄江}J o増 ~l主に作応したものと:与えら iL.る

祭れれ佐賀徒主・消防置止は開示) (γ、1果j心主、 Jn元で就任しに)下町止は、
島津斉彬のつ歳年 iの従兄弟(母，い であった。 1砕けも芹締|じl様、 3是正した法

政仁~$ ~行財政、救 rf 半事分的1を税i了する{

直rr:土、通〈制止:バロ pg ふ超えて]/九人材会 Et叶して幕末町混乱~I" 克服 L 、行

政、↓ス iず、 J↓ヂ技術などの分野で逸村を世fこi主!);l~ したに江守舶に同義勇 !.Iニ

海声悶fll使下Jj言 J、仏E予常氏(口本赤十.t:t;J、副島松p 外務担川、六本有1千 f文
部明人 il点却す l円 J叉哩〕、人間主情味、主J.":!-;!，，'I なこが明治新政イナの位協や

汗的手

直止[土人川寸bJi.と桐候って、十五書して匹、干の長郊清杭を収集・込陛 J て、 l可

汗葎摩ã;ôをもしのく\説先端 ~I)写ギ科?技術の拝人を夫現したし白'>-¥;; 志

津芹ィい初優っても劣らぬ本γ子主であ 'j、早速 J た段治家であったピ

社務者1平iJ18お(天保 ，1j午、佐賀i喜丹下級武士の主に'1まれ、藩校・公i立

1裂において守j手のそL、イi"~.:，5 を氏ってし、る下絵{三 18.33 (事ノ，}(Ci) {I 、 ;~O歳よ己らず

で i 口シア討つべし」の論説を玲 t. しごいる j その九年後、叫 HB:~主」や毛11 羊

Lて悶，cl訴訟をヰミ5:R1-，止 をの中でiT点 (:~3~~ぇ)は、北海道開始的必也、住を前、

北海道の涼ifi' 4I担問己義を説き、ロシアド対抗するillポ刀の後j~iij を強罰して
i 、ヲ

."'0.1、

内却が舟tji寺械にt主催与オしたように、 i..I蒸も又、三事 l 叶ヨilにその才能を見

山された 1

?l燥:土問7 良心31 平末、対ι，1;三 1 :乍、情報以立 J)/づめ、直止によ、で騒

然としたよ古都へ派J止さ札、 l戸 11 側?~:の情恨将校として治凶 L たお。

i:U菩l土ム杭i9 1明治 2)年j()月、明命(二ぷソ仁中央政府にJH料(伴子「械 のち

司 ?)~Ij~:~，~汽れ式 。その際、直lf(.手?藤 (-17 し、 jミ怖の大;γ1F: 法手E 守点、 1tL~}) 

よ同教目 t~ Hl l~喜尽の使用を許しといる， il主:刻字るFてよとの信加し!日引がi巷む

:;~バí~ ヴ￡るつ

中ii'¥丘、市iljii己HュrnJ~~制 l空局f却 111:)t十(ヨ一口ノパ~.t ~u棋王丹 j (j)ン|蕊

山十日芯?市 l'S1，-' ~R (1)幕末緋祈 (よ土i門堂、 2ωがt--) e'l-H 

ワパ J:i~本鶴子円i.l事えf 平と刀]治事件新占{朝 !I 希同社、 19?9if) l():~~ 

lSfi.l Il:i当日CC'24S;:?48



H本陸軍情η 河代レ平安'::~(r 

はIS71 :~月 t 乙ì40 )ザヨ )J'i [、才7犬同(II^:---~ 'Ì~)岩会具税( '16歳j に汁し、 ~_l:

イt 巨本がζ るパき l 対外活~J を述、くた岩見目を掩山 L，Tいるり 1_'藤iよ岩見主

的日及、阿去と1主主苧~ノ~-{i ずるグト河シして示、独、氏、弘、米の 5 か?司をあげ、

隣芋:;rþ~ につ \'Y\.~ ~，土、;のよ 7 に述べている :3 ，)

l 文部の勢や、人上~~，土愚に ttぷ îW:こ、 勺IJ支;.;:不振、盗賊Ui:)(二長，)、表

l責主取る、むし認 可未j~l と奇l[A ビ攻勢セ :~'-r守ょにこと辺、せり、知~~tll'すに守、

~， :-r~ 同のl主主，;"'~r尽のごえくな Fλ 」

iて1誌は、主体的な国内外政治亡して17攻日を列挙L"C~ 、るーさの中で、 I 計百

i:l-iilt1J; (二院する 3j~~ ~---i :手、以下のポり "('(10るn

7 僧IBを人百三L、 行'iiU:.I'IH':してぇlmへ派 J宣宇るこレ。
イ 前1Fiωほかに、専門の1育課 l作員数人を支部ヘ走遣し、話ll誠丘、情

主μ:;(stに抗手させるよ ζ
ウ 派遣)!'ïl~1 は 54二以内とすること l、

江~-~~はそり4 と l 支部は百紺rqi， (，i) 字的なり n 司、~-?とおは段〈、いやしくも

之を得れ:正、 !ll~h山 lむ1 (，勺形勢会 r1i 引寸るな:) J と述べ、喫緊の対外政策とし1対

中 1'] 刊述ヰイ主 ~=f ~，/. この:1品計[よ、和J虫干附也，-最も強い関心を掠っていんさ i

訣.F可湖;E;与格l よってi[~ 1) ト (:r~) 札、直ち k'て:J:: -1$さ 1 してい{，)，ね ~-I;\二、次

段においてi主くる「このように、鍋烏直11:.--I'T1協ω流れと烏l主背W.-jJj Y開法，，\(~

。);')えれが、 :こに J3V>ζ 完全にf:~'ìií~ しているのじあるコ

iJ点l土、 18門2 明治s)イ1:.; ! Jにロl法師、翌イ')i J I:!評議にI1ぜられたi.T
4告は可 ú 制l当 I崎、すでに述へ九福 !~:"J12止を古生よしで白むに寄付さ人司iJ、省

lこ同11させてし白石 江藤はその後、例島ク〕布去を入れて陪平りへの転職を許し

た。そこにはi_1務の弘治がはたら」当た主ν、ない J

向島はil影町のさf 時代、腹痛 C2:r:しん/'111:にィi併のl机与がjな石切号うけ、

台をと:)~-め終生、 k 践を命のじま 人乙~>.:民主きしている î回付加ot主}は

山県 8~会制 l 丙南{:i_:(-云」

叩刊ト(-;.::-貝c

百 1、67貝い

kを(t:j司;̂E会、三09-'1引 61-.F1c

:n亙::rií 古川:住吉ムド↑J_\~ Uに:位性、 197P~) ;~~~頁

二日社以)(1'241)247 l同1



研市ノ

1912¥大 î.7T~)年、 f8~謀次長から|勾市:剖，百に補1院されたこそのーサの邑官が、江

藤 i以九郎歩兵~:}佐〔品'Lll~r， 、:J4 //t 、の~:)E>(qi少将、衆議院議員i-(';めった{<

同 fか，;L~，土、江藤新平の却:;ーあにに新平川死役、その霊践を伝言斐しわ新平び)支

'~f} 宅問、/下の長男である ~"j 什 j告書;ムドル福同1i:止のつながじ l立、:折半亡きあしも

~"~l~ l' ，ていたのであるこ

ね(，:o(土 :g~寸 l}íj治 l01 年、目半人駄に近~~Z ~~， -Il~hミ公完封f:1す ;:\'1'\ に任命 2iι

需品{王、治問の平'J:.耳目1えして此，1ftV) .t(. 7i~自了門 h 手]務五千持ち、日一I'f自主

11flを諜 Iとして祝f売され、活司市内状況剤三古の下成に従事し/己記同は l明、

!I¥ ，日白けれ、~ i古 1"1.0:市 j銃長」なとし j大作ヰ参謀本部にう昔日l し、 ;1 ト参謀本~í:>>\

μ によって尚く J↑而えれた 3 孔14占 ~i情械の忠義について、?特十に E川力 ι丸Jλi久矧，~"吾到a珂司

干有雫J汽 ;光t行i性1主主i主:、け〉

報将4ι校J交、のう先l;，¥駆巨J伍;であつ;1:七二3 で L て悩同は、江;払折、l' の漬 1:1 ': をそけ継い J七 ~J;専恰

詞iヶcj'-.~>fの乙キスパ トであ~， 7乙

第バヰ{lおいて，;止する 4子抗i?J;，J;~は 186~ ょこ久元 年121i、制品評|・亀

川与iI八円長野と Lて佐賀の:;j{，";，-町Iに'1まれん 佐賀葎IJ斗川、 1i右 Qjfが口

11，1__，、夜大 J二軍(督を誌}た持殺にあコた c 問;Y;(7)ωイ|父上記官司、古川、 守二没

めるよう;、宇都μ は父の化悦‘父方，~以目

。)採さ先にあ九るエ都 d 京("~ ;，、〆}ご、そn!t二ぞシI*<!/:'"一家活紋伐の丁会部品

l 主 i(，J 学 L、;ー燃えながら、込j陥な少字引を J手、~('" 、0，

日落事lチ

1宇都宮[工、 1885 ~，~J:! ì{ì18 ，\ イrG JJに従軍一戸官手校を、 800 (司~d::~3; ':i' 1日))
l二時平大手，t立をぞ才i守:fl.r'il主でAム業 L!二L 寸ぷílí 同(仁jコ樹、 :-U i:~U よ lf灼:2 (iノ:9iu

イ11! J、芸技ぶ部治一局(外1+:軍事剥盆1 出fでや'rrTiぜられ1*'1弘治2Uイl-:iLU

{英国ノí:~í蚊引でI-~"u、陸人幹事、正隊λの矧問をお:く) 参読本市:情報担当)

こ主古務 dることになる。

'j 与i)'~ も福同安 il と H版、参謀本山勤務においと ;1: 卜y~六参29 次長;こ l志めら

れ、 どもに川 の側近よ Lてi'M犯し式、こどは すでにな¥たi巴)'1である 宇都

門左官苛{土恥~~;&上、尚苧ま '-C5:~:~ な関係が継続 Fゐことに去る} ;-'-，MI'Ji可は19(i主

引鈴木， fl;;'司書、 i粥頁O

N 亙 ;ij 、首._;;:-号宍、 :)~ì9頁日

3υ 豊eJf妾 l市干王将校(7))tJれ (iri烏'_(，:.11

1吋ヨ'"j朴J叫E百L::2 JI， ~i (jí' _~-L 

IS7J 

lJ聖什支社、 lQ9.3"i') 61_~o 

Il:i当日CC'24日):?4行



H本陸軍情η 河代レ平安'::~(r 

(材 H" ，t~) 平行 12;1 、参謀本部tfJ2 部長;二年 f''.，し当年 1!j、持軍/};将lこ栄ittし

た"'-j占li片lよ円年2H20円〔十ìY考 IJ、河本情fiz紫 lr~ ~二部τ玄僚cl名を旬、必 (41

jft地)してい令が、その1111江援が平の対 日目事{原六郎芋兄ノ人口 fンンt;'"，

j〆駐ィ主)の名が見 ~)h0 リ部両(之191~ì (人止フ〕年 3円フ11: 、 'j ':[;に

江藤大則的訪州をうけ、!イ!にJーノ ν 、て ~'9"去に[~~しい、るこ阿 f-ll ，i--j23 口

び)Iド記」に rJlt夜、関東出仔日iliê歩ノレ佐ン LÞ.!~;L~，九ns ~、也、 ι 昨 I;;Jf:::ít じて灼る」

lあるこ弁か什、?このよど i社訟は、問中都世郊への恥、11希望であ<1t- もの ct- ，~

打
いf
 

打れる一関東部日は、JN:'f下中将i比同女止で志った 3

宇都宮は1918"大'.í')斤 7 円、った:~U: U~4 I軍lifl長から朝鮮平司令官に袖隠さ

れた口半部1与はlri)牛メ1]、初当字への赴刊の途中 ノ7;:恒に，:ち古!人 l:らも銅像

注Jょうを只を務め丈渦昌也jEi のi同市!を持 l~ -C" 、る叫宇都呂 :;U921 大~l(l)作

日打、佐汽最終刊誌主主鼠同~人の村儀において終始、学調不上えをお:~"ci'W:剖jに

j ， 1 弄添リているこよ三 tf[:;~守 iz 又、江藤新 1'0)例祭にも出席している宇都吉には、

デI干?・ ;1;<-:1:"_ :，T始まる{tr7.'?{C) :it!::~x.的思忽が 1長々と(て i!:Lれていたよう仁思えるの

以上、|注摩。件資枠 ~li 身 t? を ')1心 l二兆軍Wj-':主将校ク〉ぷ請を 1筑間して主だか、

わが[:1参謀本市の院戟l:;'tt組織の$岐はtλl、J たとおり、 111 持六によ Jパ日硲

F されとと汽え王う )11'のずl将とる所灯、:よ、白らの出身地・法r苧U)人材U)み

ならず、他訴の出身守をも能力ょ義"c~i: rr~. たことである わがヨ君i京本部で

である

まさにベスト・ア〉ド‘マライゥスト 1)')人材が市汚う]'!*f'に投人されていた

のにあるげ なお、 ト述のJ、J1.f:'::関注し わがi寸アジマム義人官、の系請を情話;

;二分析されよ:芸誌な先行同党こしご、松浦1ギ 1;:.Ì'~ 7ジ7主主t;(→おける了荒川

!ム
h品、

，"，1こ}(i';、学論引」日生ツ、~-':M')~的記「日"ヒド_"1':_ノのみ動ト進j凶」

号、 2008/+.) う苧げらオしるυ

情報将校の制度化

次乏において述べる上うに、呑i宗本f:i;の情報収集継総は逐次、 ~fliL 初、?にさ

れにし、くが、ここむほrr弘吉同以長における人的燃え]に|目してイI外公使館イτ武

川、外;-，e]出t7'τ員、海外派遣Jノ%:， J:び l心 ~I~ ;:~J 佼・下 1 に;メう:、して、その市IJ~~ . ;'if; 

歌心、況存検討ずる一

:2 

1881 

(そ是非書E号、 2888年) 19良太;.J1:~t: 11日本人i土殺略。 i育問、こj車いのか「

二日社以)(l'24:J) 24三
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情i託収集羽織を「誌によず "(~;Jj 想ヲれば人前、~::..了. J-); び文雲(1)各 i青，'~機材

にFJJUすることが己民ふ 科学情報犯織が宗光速な段階と;よ ノ、[吋および文主

Yii日:楼阿か収集組織の両崎であうた M者の l'でt外公定自白H品軍武官の占め

る役吉!士、市民めてj、きかぺ/::， 陸軍.J-~':' は情報収持活動内みならず、主主ポ夕、父

国;こぶし、ても担fjなf動3をT:'，-tよて¥")7:

lRi4 明治7:'年九、佐J半省主会以!;:i主力詩的j土よ15ノT'佐 :2 '7 I~X) は '1注半(7)工呼

TI:ì 1~ ~t' 21: ，';'せん，1..-w;:玖l土、 :JA州 ιり述、Ijなω教師ヰ招鳴すゐこ kがる要なり，t_;t¥f 

も、えr;;:;oず有tb句人物を選抜してl耳、ナ'1:ニ派遣するの完に，Z-'&なるを):11らさる ;--I}

かよ寸 のとい λ意匠.-.1をL1J1~，陪lþ: g日 1 i参謀んj長、 36歳}へ提出 Lた。伝はそ

の巨見主の中、巨主主J~('i~!t' の派皇~~併殺 1: 日んだ平人告とオて、，<，J象 :10) 草川;f3

よぴ京-=;:i手作1ないを祝祭L []平;除草改 U のにめの資料"1集を註LLFI的にあげ

て1暑のー をして?十は、[{I、州諸回および1百回U，J';-る住'Jf'，Jlt 'þ;'紀晋クì，~μ存を強調

するここもに出らのドノツ ~-~~.l~M\i，j式守任命をト市したこ、れが降三正式宵i'J;えよ告

(/)~;吉元となったようでめるけ

キ上は1815¥明治 8i戸;.R:s()El、希望通i;F-'ソに派遣される。:IT]fコ1P 28 
i : ~ LU ~çr，.li必率引はキ十ω~li~-れこ|察し、二:人のふろな I:d.務，t'"e，仰を与えている

ア ず外何事 i0~rnょ，~i 干r :!.'~.:主的 Hi斜監督ぞ '~~J 、そ的分|虫 lよイ1Þ. U)公使f~員

f 同等ごあゐ

寸 |本 Ol [.jイ宇および欠'~t2ω計三手を王室んと、政訂しではな 1;) ;';;"、。

ウ 武官lよ日)，;['些Lドの先天として 公使;結況BlJ$: ;1:耳守し その行動はすべ

と公伐の礼可によ。ここ「

「 駐在国の íf.制、兵力組氏、軍事足~.=[J3 上ヴ球が計ト国(l.-- (，ヮヨ除1百一車専に

ついて品査仁、 Hii.llすること

方 JKY\'司13 は三ごj"ffiél と外泊干さとの通信汗料、(二委託 1 、一般幸:Z~' と 1寺)JHfl

七三に灰分して、 連番号順(，:恨告するこよ

カ特命;司一「る報苫は J 育報収集(，.:.-ìÞ'1疫を加し、細部~lií:W: 報告すること{

ギ 情ポ収集活動につ1川戸は功帯保全ν??斉し、何事についえも公慢のづJ

=と指五会受けること{

“i#..白目蘇;峰『公買う住友部11、(荷主E')，: (!阜古房 19f、y年) ~l4さ R

9 刊ト :i4()良c

l S~J .I l l:ì当日!)C'244;:?4~



H本陸軍情η 河代レ平安'::~(r 

111 児は|昌平武官の4fk、心情え、 I!li 務~誌、情出|え生JJ'!斗、 }R :;-)j;士、 ~f íiÌ'ì

対処、示佐官'fi~ -éÍ'::など 7 J且 )-4 から似る ~ru奇心、正予三b ，j、した J そ 1 て氏'1'¥発令叶)そ

の都l工、この版務 L待をj'':iして、 ;ii~'~'が公使館0) . T ~C ぁ。ことを山、 L< 銘

記さ γごい" このロ:尚difnが官後、在軍JJ¥'((の服務規範〉士 '-jた

すでに由、れたように、宇都宮は1901 (明治3/1) 汗111、公使館付武官として

長1"1に赴任!た口了部門l土1902 明治::iS:'年 in、ド究:n;日早に基づくA1す協凶
交渉において、 1:芯|埠平の代以〉しごの同日円ふiii濯なく発揮L/" () : I :);.:平'Jit品

聞のト&iLによコ 1英国か円の;;-~露戦略情報心〉人手とイン k81'riに伝げるロシア

梓平の動静+~Jr" が寄主主;こ与ごった己それが対議院戦記主の情勢下、参謀本部(})院

祁収集治効に押みチハ凶たここはlドj遣いのな v明々であハたしの占11未において、

宇祁8~の只出えによる[])'軍事的有が;;不帰Z互にょっと、対露日常に凶みず1.1{)点主

人のハッ Yボ ンになハたこ三だ i 斗 ~i布在か C ある「

ttいこ、ゲトI可抗イU~ と滑空Li~~ハ再者につ l 、工、 ?の結五平を整却する)要*']-}-'t】

i工、外，'l~: 古民の_::::: tr 務:土 l 到企 ':"'I~JJ (う法学校i号であり、 fえ主 (J)域 22i訂)~~且

士J京地域の情報Jlif;:、が i汁的ずあ J

大久保利i民内務l制:，13歳1は1871 I明d:，1 iη!j !J、以打)7 .y，支2!に

1古いJ皆字本作，;、 t土コ;ヰ耐の{叶修に当たらせに ν三るコ F れが、わが:_:;:;;J:，おi;-る外

|ぉ"il下民的経矢であろ与

表 2 1871 (明治4)年5丹、対清留学生

官111 【、 己 今1;~I::' n: J才以 以高三浦税|主純J

少if， 市込 JL 院 るリ が賀 ミ与 l，ï~'i';令

外父討 l目 m ，肯 i![止 f、旬l ド一T一 h円l 仔干ミミ令主2片付

たr;;~ 山子H 花肖 り弓 也出品 《古平4l'.I1'-ii 

中出 I}J .:i-:.利回 ;1 鹿児玉立 ずそDk;':;jC，iftA "出1苛少将

大「村 国 ai邑経 JJ Jfr. ¥t!込 ESI十申立n-c~1川二f削 ιる

1，-・ μ刊手A 亡了T 小牧凸考会 つ弓 見目立1 主イ中顧問符

ji ~社 出 l' 利目 ワ9 Jfl'.児島 高tJ、宿読HfI存9少将l

:-.;t::のうち、ノト ~tz!:-Iぬノ 6γ!は187/1l明市 7} ~I'. 2 H 、台、 i~)-iJn H--i:.cつ先法怖と
してJιヨ↑見祭、上位叫J也選疋、土人c::'.1証 作などの包;{';)を7えりi~亡、ミる}な

お、明烏 :zt青F};r~fl'?' 人 I+f;'肯T:山を偵察し、作汚片ll_: 司を人干し工イil了?の î!i:;こf":

二日社以)(1-243) 24.'>， l'!oJ 
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白日し ιい之、。

日軍事~，f~.i(よ UQ3 (I}L}治時}年斗月と 4 年 4 月の 2 同にヨり、外::EJ ，~t在日(詩

'~J:'2 見)を 1青阿へ派遣ンた ο 山:日 i，~~.Ì宣者 l土、美{-ö青冗|詩平 III:'J:J (担児島県、

おな}ほか将校E荘、 卜上Jl!汚名ぴ)円丁s:tであ/、た (1ミユ)

表 3 1873 (瞬治則年11月、第 1@]j害国駐在員

匹以 J¥ れ /1-'i4i il':身全 J日ii;t 補柚 ';1与紋}

q-I 尉 j 代計五 2:-; 胤児主主 jll行革右

中川
戸』 J}， 科似 .-l:-' ?空挺 寸湾:常連防三 lホf色l

少尉 長記米 ι 昨¥t:ι 金三世木山，'+"仕{中討)

少凶 日} 刊"
2，1 11: LI l所出荷在

ヨ、厚? ィ手掛邦子i 24 出児品 ttUi長 \/，V~\?) 

づVf.;:it.H 方仔'F ii， l碍で-:T)J~、 lil-J

ウl' 町日凶作 。" lぜKMLL 術光人隠:ミ，人{T;:)

平苫，↑村氏出 2'1 | 開児~占 法つ詐 L7~ (::11，子)1

V)，卜のうち 見は 7か円問にわたる満州派有を1いイl朝1-t， 不夫、 ~-/I付 出

fi~;T-ð-~主的地口」を故珪 v て『満州紀行r 全 2 巻t，:..参謀同に提出しト 一点、長

iMl ~主人 6年七;J;:'われ J て中巨vn当のJ電池~~lヰを続けたが、そ札らの調子

資料は伐されていな ν、。

第三!日(派遣:行は、大原虫貸231 立大Wl口知~~" ~8成J 日小将校4名、下士官

2 れの ~I- 7 {Iてホあ 1 た l去， ¥ 

表 4 1874 (明治7)年4月、告書 2回清国駐在員

干す戦 '" む
斗.::.[!で a:¥J}'.i 一政評倫戦 1f'i;';pJ，i:j

大「村大原 ~_jÆ 腎 28 間知 長，':;~;日今'[\ (1:1仏、l

j、防 可てソ広一子l、ιqャ つ，ネー つ5 11: 11 :7;-jVi-;-;:~J'P; (山首

; 1 ' r;;;~ 聖子 1奇 ~!.、 ま主 百己却な，

j，' t;:~ 相ょと交 1& 鹿児玉R 中隊長 l人尉l

'1' I出 古川円 rt 26 11: [.1 ::!f.L 丈|許:)

右ホP コ" μ、議'Ji..生 J己掃な:〆

プ汗if，II f' 7吉 ロ己:公な J 

]01] ll:i当日CC'242):?42



H本陸軍情柑将校と辛亥.1.命

この節 2回派遣グ)レ」ブは 3j困地に分かれ、主として南清において貝!?J子研修

および情報収集に従事した.M且 安藤抗は福州に、馬Pi'1原 十円j'~ 戸班は

)ム東に、野崎・七川Jifは鎮江に拠点をおいて1丹到したレとりわけ、大原は翌年

夏、上海から1主口に移り、湖北・四川各省においてJ也諸資料の収集に努力し、

大きな成果を残しているコ当時の外岡駐立民はJド7:研修をキとしながらも、公

的身分を砲、|若L、変名を使って情報任務にも従事したり

位陣相(降早大将、 53歳)は1900(明汗i33)年10片、それまむあった外同伺

学生制度を改止し、「外国島1;在員規則」をili!J乏したのその主決な条えは、次の

通りである。

第条駐在員は降軍総務長官に隷す

第 条 駅存員の任務、車i存機関投昼i布手当の令額写は総務ぷトイの与ふる

訓令を以て之を定む

第一条 町在員は司llii"-の実施に閑L諸事磨l在員取締の指蝉を受くるものとす

第十一条 平$卜有持なる事」耳及臨時前者を命せられたる事瓜は時々速に

「庁恨寸へし

第十三条 最i去に於る学業報告及終末詞存報告書は駐在員帰朝.IuJと同叫に

差山すへし

第十子主条 i駐在R取締は公使館iJ陸平武官を以亡之に充て総務長官に隷す

外国駐在民にはその後、陸・海大とやの青年将校が毎年l;fl， A則的にi岩抜され

るようになった。その任務は外凶周叫多得が節 義であったが、公使館付武官補

佐'umiJ民のなかuた当時、外困駐在日は井氏Vの指不を受け、情報収集活動に
従事していたものと与えられる付その意味において、外同!貯イl員も又、安謀本

主li情報収集組織の 員であったけ

次に、海外派遣者制度:にワいて検討するコ

iU蕗対lヰドが1871 (明治 4)年 3月、村合右大L互に士JLTr対外車」に関「る

意見書を提出したことは、すでに述べた通りである。岩倉は同年10H、特命全

権ん伎として欧米に差遣されたが、 lU露支は、留守政府の実力:r;であり、朝鮮

問題に強い|掲心を持っていた参院主西郷隆盛 (15歳)によって取り!げられた。

丙郷は1872(明治 5i年8月、池上四郎陸軍少佐(鹿妃尚l甲、 301友人氏巾熊

古降平大尉(両知県、 30歳)を外務省十等間イ|とし、外務権'1'5圭野J成'1'平をi由

北法以l(1'24J)241 [92] 
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ぷとして情悦収集のために河川ぃ派出した(支:))" 

「イ

べL、

人

町、

" μl 

tj 

外務ドとい緑

表5

氏

池 ドじ

.e¥ l千二 :if~ 

¥'，，) 1成

1872 (明治5)年s月、対満派遣者

:r: | 午前

郎;-tC

ー
さ l つげl

一一→
半

出身リ;1

;'tbT::民

うl

ょ、 前1ァ

方言 必"'1:<: 倫 職¥陪語、

fHj凶 :v~役ご琉列 部凶l

円>>1'具十l宅:'j'， 11'1だ

;i~幻七 1"

油上ら 3 名 iまト汚iかよ '~\.[j に入り、抽:jJH /J .!IJ!. Cノf京高ιにiiitしたc式市、王手城

山両~y，( 土 fl~、先に J峠閉したが、 iむ は、ちらに芝~:~ct内訳企手続け、巡れて帰

r<:しに d 也 ['Jコぷ T.}'芯減\'-~川判後、 r;品判 i祝祭彼h害 をjE?8Lているイ"い池

上i二 '1主命古 lの'Iコで、許Hの悶く Lて数午をがi@せ;工支部の Lfjji九併せλ

ニと 5更新を雰れ芦るな，) 孜刊が惇Ir:可月顎を処分するは今ヨミヒlyてぷ好機会 ζ

為寸、』じ怜た たび尖せば得得てからさるなり と結論つけている J なお、詳

J止の経歴を党i -Z) 資料!ユ見~允らな u 、

四)~~(;I-止、北村重和陸軍ノ}iIUぅJ:C!'別府fffr除草少佐をt:;j鮮に1};('，立 J て情千三

収!tiあたムせとしる (;¥21; :ベ

表 E 1872 (明治5)年草月、対鮮派遣者

戦陪紋1有b叫最d'i身早h 

，'， c: 
lヒ H ず許 相l 1'".') 1羽 日出子1;:'_

iす j¥ 同 I，~!込 凶-rt-:j叉役亡代克己みι/

l三巴約三0';i主主;L:_: (，ソ i午後、当将、科|司人の往来を制限 L てし hた ~)J位l 人i地を

結F干しこ何拐しだ。そ .-"CJlhJ名l土、明治相J年時における朝鮮偵察のう世間4朽と L

て尚く評{相当:JLt.が、北村i抱1j-_{})程歴は詳らかでない ~J鮮への海外派注者の

~]継については、村ーと勝/f:; r明言::1fl守T密約と兵法J也芯) r庄市零i京本百精 l相

鮮誌日行川首~ì大書:会、 1981 "ベ、 Ii鮮Jtn;、 1912)に限れた先行業結が残され口、

る。なお、五一部司 Eきで岳"ι した内郷は li~;，ピウヘイ日 ;:2:;役、私学校のとと抗ltl数f手当昔

klJ目各地へ派遣Lて、、ど〉吋これら侃法省は西市戦役後0)将l{対許l'l) 1(、帰

竹田佳会編、市地点、 23tt

10:11 II:i当日CC'24U;:?40



H本陸軍情η 河代レ平安'::~(r 

1" したf葉涼である

与らに烈年 δ 月、株 111 資~i~~~~~軍少佐司同県、女、f主人!ヒムー子J ~Ei海軍少佐(民

:!~島県、 Tl局長J 、 i北高浩一以 L佐賀県)等が丙清);耐(は遺宍れてし 1 る ι去りの

宣告7 1873 (明治則年3月、対南清派遣者

干す戦 fミ む 斗'::'i!で a)JJ'~i 一政評倫 l()(1若怯j

少佐 {全 l' 古記 :!，{-j ぬ ~t~iも と部大~ :i年以大将l

外父 H 成 lプ?青嵐 :~- ~~ #七ミ噴官官付

'1， í~ 阻む利凶 .-'" 血児戸L ，~，尚P冗L議民 \1為市~l，-"I:，; i 

i"_';C日拾J立南JιJ長造法、比五て--1海を経去〕て、晴!)C祝祭の式的台湾へlぃ!っ

て1暑の一

問視Eば i当 l半主主'i将 l震ノ11 昌弘、:~:.:戒 j は18'i4 (I~J lti ."ノ弁 b 刀、了-n~せとド誌に

よる;j::長漂.t( (， 56.1':::殺'~~事十 i 処理のために 1"'台車 1 令官と 1 て台J竜仁山よみし

と)それ L 先"ら、信ど~fL成持，少佐 l佐賀弘、 :ßi:，;Z:'、成冨治;]R ::~l 父官、也

賀県j らGYr 2 ;k?~~.)刀、海外派四手?として、 s i在)】

にt去っ主、情報収会1平和を帯びて急派されている〕

参謀本部 1よ1879 ~ I-Jk治1')'，イ1G JJ、;:-:j'.校12れ f表 8; ヰ法l寸前」との拠点!一派

遣し、情報収先活3ijJ(1)駐留'8'を fj与に市越させた}

ニグ)1十1 で、烏と長j~自;土刈清じた法 1])::1¥ 1 慌であり、プ，1日と相良 l土 j円.~く :-f:: 2刑1

である

Lブiのよっ主i'';Jj;外派迫省が主斗宇部十古沢収集組織的寺士郎と主つや。

参謀心部~.:::190日(明治:同年l¥J月お Ij、次の上うな「海外派遣事報告規

を)[ュめて日比務長準とした「

7. i fg. }i~:，_~;民社号令-.j:-J: C)れ夕、品者は凡て総長Jだにてほ告売所すへ J

イ 幸長二の fをねを確実ならしむるねめ3tiどの 7男知ヘ!ま;~グ〉例〔省略:呼じ

弘法紙をi五歩へ-当部に方守口土士干名古をして B{;;えそへj~;ê Ii Ç) 1.:込却4しむ

rフ (Inに数人派遣せ")'.うると:~ U:長日紋w'l:挙ド Itこのすi合"~(í患め'fil\

l 出 南品 l明治編年'J二林泉社、 1940lE) 367~ ， 

12外務有編 "11本外交年表・主位え主巴¥!Jll:古町、 1065年:1 54 G.，) 

二日社以)(1よ3:>)239 L'!4J 
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す \i~~ffi Iv特に各自にdbせニれえゐものはJf:'岐にあよヲーと雌も必其域的

t;ti計〈王将て逆寸主ーヲヘし

表 8 1879 (明治12)年s月、対清派遣者

派 川ト守lT ρ州叫~，，'吠丸 )~ 字f "1 町古 ;1'，身県 i日終杭椛{間?品、

?合住 』三 J、 I~t J 水 前 " S. '(C 陪包包i'，>j，級lliu'n リ、合l
人川、附 fT :~.'l 高争じ|共土l内古Yr"叫1(!，

ヲ込 口
l 歩。ノL、r;;~ ノj、 'Jl 日4 ;:;，1 茨城 l附|川、 l'将l

広中町 ~， 弘主主 :i咽d、 に刊ζゴ 一寸同& 台汚 j市連隊巳 l牛主
て:千

下少尉 1: 視~;\: -'.:e % 11: n it: f1!訂 M長(~午 l

品。 j-II~;; 民指う柄、 日2 匝I司q， 主ヨイ一部'1¥11_I/!':，;J 
-n:，会"~ 

バ仁 少，'11~~ 礼引 回 "干 川UJ街斗隊長 il:::r佐、

歩 l咋u 不H 土_1. ::st料 ::;:， 肱児玉二 I : i ~訴長点。
広州

リ、。長'I，);~ 作h ，~日己土 ，~3 i';:;淵 民IサiR ':Þ~'.r':1 

一仁 少尉 :c: f:~ ;古語 31〉 座YJJ2j ユ句者引 判長 γL位、
てj ~'J 
ホ少E 巨，11r-it 介 28 ]忠弘J品 校出大防:反 f少日ノ

Lf~ U -.l.' '11出 川辛口右 1的、 注 26 行者lJl司Jん可 1事与医了づ令ロ 1:-';〆;，;:，¥

1 DO，j 0山治37lイI• !J 現存、泊 l五における 1枠外派i世話(除 1 山身 j の配 ~;I}~

1兄勺ょ、 J、リ何3重りごあゐ

表事 1宮自4(明治37)年 1月、対J青派遣者

，1民法Jだ 日昔 初 ー「、 ん:;，:， ケ前も 出身ピユ c';'終掃机 f陪級J

』じ に尉 生~ 't.-"こl均 .)0 q~ ;0メ スイペ公世主jH~h レ羽)

~ じU 守九ハ 歩 。ノレ↑4 子7 口明 J吋 1:~ 1)1!.日ヰ 除1-'11J、 ノレ将l

川氏 ノ¥民 1:吉川尻 唱"司-、 1片的 U，IJ同J;:(;-ll持l

京大応 I'::.j 点一郎 Jハ IJ.~ ，~ ドノ r宅千ィ'1-(少(1，

方ヲさ 1、。ぺl.iti: トけ 干1; 走 11 可"明 阿東部昔f可f.J(シオ'-1-;

'm: ;'主J :CIJ 'J 肩Fbl£; :~:J 片 山由 陸宵士ド手代矢 (rl::f;'-;

白前 J叶 ι 木 I自主 H IL LJ l血な長 iプ二{J，:)

z日付f 品 ，1 ろと 3並 muユそ U:IJ団氏、中何)

"記司， 位、'1:五時 3勾 ぷ両 l出 削nJit~ ~ +， ::.Jj 

日井[省lll丈舎町ト究会 l日露戦"[1と井Ir'i~'-(~--r (f亘書志、 199.1汗 '1Gi良n

l0fiJ l l:ì当日CC'2渋~; :?訂3
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参 W;i三郎~，:;t 1902 年l'J!J8口、 1-__;;)';しナ l グ)

はか)、"し，'<:--']将校下 1，，\符」 44 ふ 7Cめて、外出からのy~ 見守~，';:1. :-て i)f;::J~ ~，れる

将軍1'-i校および、+官について税制Ll，:_。これと;C)芯将将校 :，---!官も又、「刈

有弔問 Jにかけゐ十台報収集任おに従干 しとの Fある日なお、注軍恰幸E将jえがcp

r:f，':;こ，:，I、 l:~ された自主初の lJ~ ~，土 1898 明治31) 庁、武l戸1弐箔J子萱(7)校百 (A:~官j で、

出i広哉、百・張よ刑の迂京別問に就任したよ原氏慶 l，h'i，j1: i ~~、 3::\ 1'説、 P8 ;vllで
ある。応蒋将校はその減、よ行亥ザ命rまでい L且議ノ白、 Lのら ;I:J 北省j のだ作、 í~~、

川 「応明将校十 I-，e，待J (Jぎ謀小部霊史草案判治35ム!

仁、時計(J上裁を杭て詐寸[せえれた心計な札ば刀L責任のifiノ¥なる推して知]

る\しんた兵i~-ω何れにあ乙を W-J わすとオ叫専ら其i'，l￥~:，背の責~，:.::H_ずるは

当郊の業ft と官接の問i?~ ~3: ヂT し当日の志[jgi: ニ )ZI "，5-， ~11 く行動せ 1___<<う人とする

にあο誌に心お長;ょ斗品力各員とこ宇くド末以員J) 人たることや，忘るへ

から「

~" :，i:.j梅干可各:I iヲ俸給を時iIするlzk〈欠員の拘プこ上 lむを??さるに11'1つ又

芸正、将 f杭にすへ亡fÇ~バを各宮内合舶の立:1 く川;: Jv之を何十品埠;:1-)訂除止

るは深く外交 hの防係会ば¥J}苦したるに:'/(る以;二百T11;祁密の精神かたはきる
や叫寸

)'， ~.手 l 悶 r る ~--JÞl:~土 IJJ 論弐工lli)'iJ同の行部J古くは時令発'1'-'Jj件:ごして必要

とR.L，'(:むるものは当部へ持[を点るηJら「iつ'，;tす札はUPo内村孔をよ:_l十J
すへし該:;}if3浪速のア続きははれ刊し見苦':'-R{ __ lj'丸lノj二に~::るへし

心判{í" 1土外斗iム!i.f止、問 FF可河端 JIJ 条に想定したる普)[;-11-件。〉外I. ~~~I~ 亡の

常務に関誌る重大の事項に:.J さてはf仁志也 it，とうる￡得 j 必ず t~~J"この式石や

きん;;，iを巧に於て Fへし

.'，11 数人的比4つ昌司 J主にあφ ときはibi!'ll摂早:主主其池花柄引請求て-'7総て日
秘扱参者(ì)千を壬ご花王注するを零す」乙た，:I:tr'-:'J散札参苔:，:;t:t{、.t~)にある将校下

L: 0) ，'jf~ ;f)~rの J&*主実行等 l二付託岩見を刊 しと毎年 月秀汗まじhヨョノ古す ξJ月l

く参謀総長J 、十世E すへし

:6" 凡て契引きいは同 J主lある古紙比き将校及旦iff:土地j;立官若くは)りd奇48

三拝三辺fγ1持戸11-，-るをl止すえた調印後は巽ケJ しを幸弘総討に呈，.¥μ

止、清荷 μL則 :;l~グ〉静的戦紋品く~，i伴*.;-ìの官吏等 Jl 'Z， 喫~':;に)!Äする;lリヨ;こ就て

iよノ付と刊 の手続を版むへし

7"寸約 i限は叫 jJ}f:降'ifI--jc何応斡司刊の1""とが 致セしずrるや要す
おi.c、?持者を Lて ~~--'t(1 ~，'べの情報を当ぷ却にfE朝日 1)-"-) むるおめ右十円辺{言官

を削波しずゐことめるへし1，'tJ持今:こ於では1:4>'1o _1 J.it:: !投九;Ji主:1 eJ 1両度

決算報1'5 -g へ~___11 J_可成任1，!，C)f，Y，iに収めた£ミ号制疋ヨふ泌iっすへ，

二日社以)(1よ:;1)237 L'!6J 
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ぷ 1;~ 1í'O-) 久帳、 占羽1，花乙 クペ勺lパしσ')弐「品1、江F蒔手半告j'O的〉ηl仔ヱ 工D、t訪市右抗i江4少省少古[σ内)抗川、 川;川!バ;クペlしのfつ〉成羽都;、

寅川告有、γUの)~貴当!協品 ネ宿品討F伊下省Uの)1布『

L て時儲l~将寺汽れ、 日オr市H交のピーク時にはGOOγtを超えていたJコ

比、耳ぜ将，t:乙・?上Hを合めど海外派遣朽の選芳毛主平、駐在手~、活動!件費な

ど細 lI~i，'こういては不明であるかし、将ムよ;→つ， ，ては±としt、|品+卒の;11

年将校が、 l、Luについては、バ象1:，]の請出}J 休心、主主l辻J、況などカ考lさき

れ、小定期にしむ友されていfもの》考えムオLL

以上のよう在 外国民上ノ午 fLtI"~::: ， r海外味、Eti諌山場J元三_:， ι恥将校 l'1，し、

将!なとの冷飢えが、参謀本ti;情報組織の悲桂文書としご海外旅法制:+主を土日市l

していたのである

2圃 参謀本部第2部の組織強化

日清戦前

ここごIJi と L て、明治 lt平か勺日 1吉戦?トに至ゐ期間の参~!本主におじゐ同

件情 l~j[y"集一札織の JL::;J主計緯を検口すする ~jr-ttて、すき謀本部にお J ，て地戸、業務を

担当)た陵抽i'~~:j菅おの EJIすにつしても触れる

1871 ，IClj治'1)イ1i !J、参謀本部の1'"身こなる尖両省除草参謀局が設泣3れ、

その包f;，y(エ「機:yfj';&~誌に参両し也図政誌を編輯 L.;立に罰百 jffi報守ゴコ予を字。.1

と定められ どれドよれば、毛主誠討に IUh実味/;-;-併設された。この WJ~実球は

'1町、日JI人;外(i)J~!，~，主調存および辿 l将司11裂を!り l 字する機関として発J{:たヘ後;へ

γる i!'Ï'地測*廿:~(!j肝チーとあ(，)，j'， 0 18'73 リi，~ 泊 G! イH 川、|たギ1"，?~~~討は休中古

第り局 r改称さ1Ll~ プ1ミ利平。弓、陸軍省の外局ム L て参烹局が設問され(区山、

LlJ I;;~ ↑ ~Iμ 、F毛布'i将、 2hJ歳/けがを其hJ長に烈f千Lた刊

'1;;い却、 H';"母書、 35問。

-1/;古賀慎 1[コ本|定平内日報機格とその河動 I¥J!.l代文毒事村。 1994/tf)19同乙

4 駈i!iJ.ü;:;苦悩編 '1ヨ坤制昔台iJ3(Ii;戸:"~:1 ¥.7王貞利、 1~122三三 l メ良一

作」μ品自リ。おお{ぺ1i~ 9) !，下!~ H'-~92~ U、p-: 1iイ1"2円、山lt i51ιq.，L 1872 

(明r:;' iE陸市中討j、1日78i明治I!!年参~t+':01;長、 lY?ミリ〈切治ワワ) 主総珂λ

ド戸、 18:}/: ¥明;/i::i) η 前i卒μJ乍守 ¥1:{'青$%-tr-I.lHi口、 18S8 (明治31)l;rt自11、
1904 (明治37)年参謀総長、 iSパ.，1珂lu40U)年公爵(烹、首J司吾、 l49J1)" 

19太iLιJJ犬 T斗本0)安弘不剖jJ ¥中川公誌判、 nlか)7'i:.:.i 2;:¥ロペ

107[ Il:i当日CC'23日):?3fi
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図2 1871 (明治4)年7月組織図
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1871 : ~月 t 乙ì l )ザG)J 、ぎ室副 "J 条例がでJ"~ されナハ :w-::た何応 5 条は、参謀hJ

i、の守活字J8.をえめ、第12条から第1，条に，:1外情報収集院だ亨頃をおい lこ清粍

機能ωヲ守主を|刈って~， ，る〔参，'1:民[よ保ZFfIに訟は L参謀同条例Us1 :J:ご} ずると

はl、え、Ji¥uが統括する註軍省外局トしての君主7記 i第 4条う主:11:色が打ち

出された')(;';.;I:i)。

この1i<iJ川、{1;長例によれば、主会以日:二街;)~"， およひ為 Giiq~ l_;_~IJ 

量)のこれたがtfT宣され丈一)市円以の{下務は、河内ロょが隣邦地誌の視装であ灯、

第6~宗ひっ由践的訓 Eを戦:単こされなー H条例第百条は「本邦15背広に於て後托人

山:最を企つることあれば此のぷを jム士官し皆 :;;:I'，'~ を J.H置しご 1'，1:'J 参謀 Iw; に設しお

の-1:;'，---従事せ ]Jyへしーと規J主し、 Jt!i"心主待。〉抗張が干に(ている

図3 1874 明治7)年E月改正組織図
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わか:'，10;参謀本部は欧l'品川と1，1悦、ドイソ五一謀本;;;:iを司フ)レと Lてiセられ、

やが、阪空の軍主Ijもえ、 Yランス式カらド fソ式;→変わッアhくのごある J そ

Lて、持軍省から参謀片を:JJì! 叫し、参三まぶ音~O;)~ {iを推進し王山刀、山県右

明ト梓ノ、部':;1であ(た}性は、日均市塙('1]終結の"!i，!年にあに:ω11昨日(明治11)年

7 )-j にドイ Y 公(加点付か c，帰引役、体~+ずJ参謀}上刊誌捉現に袖}設さ μ 、 LlJIJ;"，CI) 

H-1iTi: ~:.受けど半予改革に尚子、そこ、 う、 C' 1i~込;，;iJ.:.止明治11年内参UFtJたる

;足らす : I芋常司の参禁句丈一心に足 t，2'るなり J ，1.-Lて、す是認本郊のぷ主主

}こ中 ~， R~ な役引を呆/之;~10，. I十はん、 l 八日 I f引→、近í~j H，~兵、当をおしきL

を企つ、 I~~;'B寄竹t~å.ti:: 'i:;際重'"是なり告より'tt':-':jJ-~立小の機辺将々読し、妹(こ丙 14;

平正役のが岐にイム:"')、言i:-~J事務らつ不7亡/トチ諭するもの漸く多く、よ茎仁言i:-~)，、本台民主

笠説2なれり」日と菩さん官L、1只'18(明治11:. '!f_ 8 月の竹{I~ 宇i干口付刊南町守口守

に oける醇僚勤務の不統 を、 12手有?誌:ぷ尽の改編を会む半事c主主乃rtrj式的与さ
殺としこ指摘し、いもc 十|亡、 18'/8(阿dilfJ年12月bヨ、わが'1にを訳本

部が始めてi;TII生、 :t;:斗ノ叶日条怖が引にされた γ\1泣，~ )一

2円か全かJっ成る巷1荒木部育:1珂の中ご、第父朱〉第91'シ，"汁される 日'1来iJ

ヰ木、カムチャァ}ヵおよびンベ 1)";にi主1-，るλlロンパ古官、後長:立清[t:I:コぶ

rY草月鮮に関する芦幸lia-ttを、ぞれ '(--"t'l，)Ji定;た J いずれも隣接諸外I主H二関する

十古 rl;[:長非〈の人 F に 11 本|牛車が的い関むをJヰっていんここヰ.~Lている さらに

円 梓 tf!:;" ~ 847 (弘イヒ 1)年1111 ~~19~3 リ、と 2) 年~1 )J" :::: I V早出身 187U

I対許3JJ;ドイ y宍了、 187，1 ~I時間 7i 守参謀月FI十:;W[埋、 1898 間同市1)

平ドイ y公使館付、 l8S5(明治1，)午珪千戸少将.~士市再常務局長、 l8~~S (可治

31) .1 1 院軍った 3 ・ FJ~相、 1901 湖町 i31j (1邑相〔菜、前掲昔、 3円

'):; 1#.白局、前掲士、 出自民u

日刊ト :i7()良c

日 1ヌ78 (~iJit l1) 主沢月山口:21:0(1、町立竹橋駐屯の辺市砲~(:ノ<1:*の1ミマ約20U

名が内清戦投の論J))1 J" !;íの 2Y7~およ ft俸給滅容;竿 t 本4イ、;詩を燥なき円上、丘f主J

ノιtC，C) 部を};斗λι暴到1tさEた平泳1何事刊で、死傷話ム3名を出した。この辛
1牛による北川;ょf;-$4l~主 liE!ドJJ02名 禁|叫iPJ:-_l~)名などにト〕た(泣í+I省';問

品、中事史 1 原三主治、 19i見イ|、泌2自

日 18'18\叩1治111 中 2月 5 口太政官正信にC号「参訳本音t被世候~~此旨畑正常事」

γ法令ヤ古」羽;台1:丘、 176白人

l吋 1878 時IFi1土ノ年12，~-l 生口陸宮 's' 法号夕、 1 参謀本部条例被<;t条 ~ll lIlr

心待相主快:-r: (lFd令中再明治11年、

二日社以)(1よ3:;)23_'>， 

自 G:~き

:IOOJ 



図4 1878 明治11)年12月改正組織図
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吋'，12，;t:'C: ，;t 、ナヲ十長三cf千幕告~i;'-'Ëf京お」び'fr~古，r，-;.'I長グ)兼F とされてし、る

iお山 (I-~治i計年 3 月、参元本部条例のー出(1"1外吉岡作の筏ゴ日}が支10のよ

う;己主主主れ}'，:。

重量10 調査地域の改正

百子P
¥ 
1" t 

宇品 j、 jQ}J:J :巾':特

争十 Eミ トJ 満州ノヲムデ午、:、:丹 可;::}:(: 'Z~P!'; 当l

シ"， 1)γ "向リw

吟丙同
弔，rjJI;，ふ
市l二| :'Fi )，to :明而l'

そこ7古;山ら回外?情言報e工呆Cのj:主1主f:，六作、[は止ム、 ロン?と白シ rの民:攻1文Lし〆メ対え吋H象主と心主:〆匂むであろう

;+削亀川f

す心村k忘匝開戦2Sij与ド前の;巧暗内ピ、型、定数i封ヰ ':1政ロシア ζ比きわめ、:ゴノア陸

軍の動的犯搾;若手Lとのである 7ン川対 J-~ 双米タl訟の径海有略シ土も

;二、 l'l:ifjz ロンγ のったι 市 f 注略政司:t~之、1: '"ι 亨にとって長期的脅誌でめ}たn

ささR~~:~': m~の出IJt1 と:~;時に e E ，~，:除半0)対Jì&情報活動がl討がされた訓である j

1;戸弘~'支部条例(上当初、百イ|ご;に êl:， C，され、 まん、 1S8-1-{:-: (明治~7)イiから

訂;;(，討す年、憾正が枕 1)返されといる}

1888 (Y9j>':r~1) イ l' " J J 1?， 1 、主主説本にí~条例か廃 11 され、毛主車台引が制定され

干の市Jf果，jJ;:~~ノト γ|;Eその供品か多平と改称主れ、参平{乃下に泣平参謀本市た J

1託証ギ("，?説、本誌が併「fJもされることにな J汁(この左中は I;~i主車内統介子手始殺河

であり、そのようなおじ合住閣は、自の列おい先駆け片手組主誌であ )r~ そじで、

I司 E 吋けの駒内::r~25号により、 )かxとう 1;)成る陸軍参謀本部条例が改めて制定
2 ;/L J三(医!:5)'-) 

念1jl官市;(7)嗣lAに1'1、¥件起現1;量部条例が公イ1;され、台謀本部の外片であ J

t二制E局7)守Zztzノドおす属の1湾問に工事ねされた 地図は、池土市グ】議慌によ:il.-'て

必要小llJI;にじめる」参謀本部がtえもち]-))を'''1司したのは予想殺場、 コまり「二日
ffか間J C)T';']鮮やγムtヰの 1:111司グ)人手と作成であてンた口!かし、 本内1'[-;]な出苦こ

外向í~'日旭川の入「 や備がi主められ t:c ヲ ~ì 、[]清戦'JI以後である日7 問題l止、

に A之原、 tl'i渇書、 時四。

二日社以)(1よ:;.:.)231 :102J 
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H本陸軍情η 河代レ平安'::~(r 

ったさな危険を作った:if 1:_:相!の民地などで強行された流事氾嵐 f後淵)であり

てのとめに多数の1対主計を山しにのである出この日一地制等郊の編成lよその絞

基牛 8')に大さく変j己寸るこにはな刀ミつl，: (:'X[ o j 

参:司王 1"削十ての三五外情報活動!立、陸軍参訳本計1I内の第一号おより、海軍事設庁、

部内のの j よ， . .1ソ、 そ :~(>f'れ相当 L たーぞのほか、岡本会~O~ 各編纂ぷがドゲト地誌

イ乍設に従宇!た口しか J 二戸で[土佐海:半において清報 l 三iるが異なるなど末日

t龍lの五百 が見られ結句、この呑平d己申JJ立。か}ニfほどで院とされとこ〆に

なった口このl社内事 1再につ， ，て干fTは、ヱ相にれて之を M~ゐこさは、:g\{は合併

を以、;7]妙なりと認定十¥lと:t[も、 d夫際ぃt:、ては11.を衣奈するとさ:工、山内j
事務トに匹、ても、文京!なくして徒に芋:のふあるや知らんと述べ、主主Ttおよ

び軍政!のイ、統 片品雑さを括払Jしごいる この伊海軍統合幕佼機院は、この

あとも創設される」とな、、唯 これ18-{i) '-i'あコた口 1;(:コ亡、情報険|宅の中交

;;:r j{~Rすも牛まれることはなかコたー

1889、明治22)キ:;J J 7円、さき半 Ci:JIj:5:' r~必"'[、ルト主主ヂllU0')半廿段問として

参二l;rA":却が設置されμ その結果、海軍参諜+，:7:1;は海平 λ1，1:に認~"?ることに

なぺた{新?i';具本ぷ条f刊によれば、町織的しは?-3甲官剖 lの法司容弘本部が主

謀本 rl:5/'....~$ ~ Jしたに過だ奇いι そσ者';2 ).ミご j--I;_4:1jドノJ手t:くl主連ユじことz将 人や

相 1，1全'宇のき会弘f，i~Lくに tr 1_ べ主に庄主主し 1:1ff'躍の軍務~'--主主L会己主本部の事務チ色

JlR"tt ~む l として、き;京総去の地 1;<':: 権読が明確化された}し刀、 L、こ j し;よ J

て、河一宇洋j/I:O)軍令系統が怖心することになり、:;，~c再軍 lUl に大きなは執の火研

を戎 1ことになったのである U

1日93 明市26;f1C)].311、{"，?み本部:1:<-.:↑叫が己主 rf.さiL (i斗 7¥、戦時に直J芸

作日記いがMノる ji，y:が削除され、ぞれりの戦H主主主ぅiは、九」に出IJ討され/，戦同 k

本'，j条例に中Lみ込まzた刊}

l必円土

印私畠;、百品害、 444頁ハ

叫 l 陸常ノ主、前掲?号、日77頁

二日社以)(l'2:?D) 229 :1041 
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1893 (明治26)年10月改正組織図

合主

ιr 

釘

尚

一人

図7

三一
己 n l'ilヨ治 l寸

大引

寺内正故

以て

: i地本計五~~?

~l061 

4 守、う、もえ担;-;f-IJ¥ '1:' 

¥M¥¥L γ¥ P 知級 J-¥: 
λv 山身日

心、

平キ ヘ h社 渡辺依太郎

{青 広少佐 T山町~ -YCLI 丘町
iぷ

f山 ノサJ 1ヰ 落合:~l~~----::J'lG 

引 ，:2日 I-ii
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ぺ t右へI，J;; 奇じ τ郎|竺手
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研光ノ 1 

f百十民活動紺織に関連する平時士見定は、以卜のi喧りである。

な'54条 参謀総長は降軍参謀将校を統督し其教育を監督し降軍大学校、降

地測量出及在外公使館付陸軍武 Icを統括す

:X57条 参謀本部に[:fj 尚、泌 .f.0改編纂ぷを置き其各同課長をして主に

掲くる事務を分jl!IAセ頁に任せしも

市防 重UJH計而の調査

、l'戦而時|什隊編成の起案

民掛材料弾薬装具の審議

戦時諸条規の起索

運輸交通の調査計而

第局 作戦日|幽の調査

要寒(す世選定及兵器弾薬の審議

問隊イド置の詐議

外岡平事の詞'/t

外凶地j!j[の出J査段其地|主Iu)相集

編纂課 内外兵要Jfu誌及政誌の編纂

戦史の編纂

外国吉の翻訳

参謀本til)条例と同時に改たされた参謀本部第 ・第一内局服務規則によれ

ば、第局は つの部に分割され、前部"/)'凶外情恨の相当とされている。|門l

服務規則のcj(Jl:J甲州吉はそれに問し、次のような説明を加えているリ
1m行条例には又外岡軍事の，~J査のみを姻け外刊地埋の出査技之に要す

る地図の輯集を載せす娃も亦緊裂のポ」頁なるを以て之を明不す

編纂謀の事務'1'王i行条例には単にl勾地地誌とあるも本部に要する所のも

のは普通の地諸に非ょして兵裂の旨に限る放に兵裂の 字を加えて之を

明にす阿戦史編纂は地誌政誌と須要を拭にす故に月iIって之を掲<J 

この改正日主同されるのは、在外公使館付陸軍日e'ii6名が参訣総長jO属の情

恨機|掲として刷d己(白'54条)されたことである。そして、此阿公使館付降軍武

Hの配置に問し「欧州に於て東亜に最も開係多きは英凶にして事の大小を問は

す)j{cttiに'lfあるときは必す之にT渉するは*同なり然るに現今京市の形勢益々

[l(J7] 北法制)(1. 226) 226 



H本陸軍情η 河代レ平安'::~(r 

切日当寸るをはて~，~刊に公使館ノす武官を苛きバて í;J( 07)~1返れ情主主をたfi'~， 11するの必

安なる Lこと汗 円ぶ)二1なるi1i ;;J、なり J と L ミお J~111 i空がJ-~，?:れてし通る

か円投の18~H ;1明治2i) "I':;;-j 211] 、す-u 郎将軍穴!.~~i 川刀札J;{-\: 火f'公使館吋巨-

" "任命さ1していω〕凶みv、11英軍ポT品有父子手t活摂しとJι片 l立、ド川、戸
。〉此 1司公使館f寸戸主主T武官であった。口清明"当'1 、 E 本ド主宮がぞ千 j スを i投 t~iir(

l'、j見Lぐいj七ここは興味深い所ごめ匂}市才L以降 i.Iij;外住:-，午r;:t半品、1';(!; ;\~ì躍が

"(-0) 6 

どて閉され，L二ルじなゐ

弓の Li擦がf宇戦と情報J 分さh、第 背広か1左右をjllil

。るャこになった F とじある c 司外伝説収長と|五れだ7誌の tぜおの独すiz総i義

違~+-~ト、極めて特全さえれる訪であゐ

lJ.Fされる第 点!土、排参求手;郊条例i に巾d 丈現IEはないが、き読本部J:v;只

';Er.1去においに、海同毛主:具合引トJプb{第 、第 日'J局に出問ごれたことであるに

冊平参謀将校な間同に件 1'尚すっ配置する担JJとし亡 I市tH-+件11年!山主治力 :;'f( 

次円7土日内 ~J 、第

(/)送劫存i為すを';-:::するは識を決たす放に戦時協7J一致のご豆劫をおす仁{土予め、l'

f1-.)よれ苛にIdf[j:人乃情報を切かにL山平日:I甘侠つ干に就亡同*~辿話タノJ 与しめ

/u 1)、為め 11沿岸|山J事共 ~.:':: '1'" ~キより也事(!) ;:~j'.松を Qc 的軍務に?~与せしむること~~

安なりとす日 .11たるや従来欧州将1"1半:二於て次る!灯の方i1、にし〔政てJ3ご九しさ

ここに，1:c;る主り」と説Lif-jされてい命。これは、).'1:点1:T-rr(Liaisun日CCiccrノ杭l支
であって陸平測からも海平考試百二へ参読むが派遣さ札てL 七ものと [~;hiL;~)

以上の?，，，，~謀本叫にお，~る幣構改革lz 恥た人半、情1長、作戦、よ毛j"nij) iズうfがふ

I巧瞭であるにせ 4、参謀本l引先:)設以来lG年に L ご剥く平令機関と LてのtN::荷が

オ予備さ Z!.-るlご主つ
ナェ、
ふL)、

この!日じおける怠謀本部0)対清正「↑百渋川ι動につt

の円ノト佐主宰7撃:Ff、11;0)情報活動と平'f n，j~ 外 lーと訴J :':CU.斗市政治 1[)4j~ 、 2(川と主)

Iiぶ陸軍~.:::10か月隊、この軍令休出Jで11，苦戦争t合j人すふの一九ある

しJ
 

不
十
ニ

n

~S.-7郎 186/; (冗 iむ]'[;)乍 5H 、福島県 ~j.ーま fL.，誌も1 (町l位17i午);:-t~.1 i'刷、

市民王室、 18:)2明治?S)年主主謀本部第 局員、 189e: (明治ワ7) 年芙巨 ~:~'r~倍

付弐官、 1899"明、 'i32)-f }，~民 !佐、 19uult;;i;'f;'33)γ1吾川公イ虫館{寸武官、 1919

(にLl_.8 ::年長i半」、将、台湾:恥"令宅、古uiH~ミ、

)0只1二日社以)(l'2:?:J) 22三



参 謀 本 部

参謀本部次長

中将
川上 操六

（鹿児島県 、 歳）

第 部（作戦）

大佐
伊地知幸介

（鹿児島県、 歳）

陸 地 測 量 部

陸 軍 文 庫

副 官 部

海軍参謀官

在 外 公 使 館 付 武 官

区分
国別 階 級 氏 名 出身県

年令

韓 大 尉 渡辺銕太郎

清 歩・少佐 神尾 光臣 長野

独 歩・中佐 田村怡与造 山梨

仏 中 佐 伊地知季清

露 砲・中佐 内山小二郎 鳥取

英 砲・少佐 柴 五郎 福島

伊 工・中佐 落合豊三郎 島根

墺 砲・少佐 小原 伝 愛媛

第 部（動員）

大佐
土屋 光春
（愛知県、 歳）

第 部（情報）

大佐
福島 安正
（長野県、 歳）

第 部（輸送）

中佐
上原 勇作
（宮崎県、 歳）

編 纂 部

中佐
東条 英教
（岩手県、 歳）

参 謀 総 長

大将
彰仁 親王

（ 歳）

陸 軍 大 学 校

大佐
塚本 勝嘉
（岐阜県、 歳）



H本陸軍情柑将校と辛亥，1，命

この機構改革によって、参謀本部の定員が約35%も拡大され、 1007';を超え

る陣行に膨張したり季ZI本間;のt円員四111再は r/，.同戦役の経験に依るに太作戦

を画策し之をjH哩せんには大本'8'0)将校員を増加せさるへからすi(uして常に其

局に当り経験ある粁を光るは内に大本常員に於ける而巳ならすl両軍を編出Ij"j-る

にブJりては之を其幕僚投兵捕監部に加え日参謀本部もJ/J~~認す員を l漬け戦役間投

共前後の聯携を維持するの緊l比なる実際に倣して明かなり是れ参謀本仰の人員

を増加せざるへからさる所以なり1HL平の数たるw恨の円的に1'"るものにして
之を予定する能はすと昨とも今仮に之をー桐と f仰も作戦の五|幽たる頗る多岐

に渉 t)日常に紋密精確なる考案を要L平:むの進iJ:，と共に分担業務の要領に依内

さるへからす併らされは|以りあるの脳力l'JJif遺Ji'iの原凶とならさる稀な i)式公

使館1，J武官及外阿派遣将校の数を増L常に件同平'lfの↑古川を審に tるの必要は

既に一層の度を加へたり参謀本部の組織を改止し且其人員をi0.加せきるへから

さる所tJなり」とし亡、作戦計而のす議・指事、隷下部隊への参謀派遺および
困外情報収集り強化などを指摘しているわ

新条例の公布と同時に~lOか条から成る参諜本tlj名古官服務境則が巾J7Lきれた。

↑古'Hl収集業務に関連する条項は、次の通りである付

第16条 各部門事務は其事lii比併ttの関係あるを以て各部長此古E員 11に交
渉審議を遂け計両の一致を図るへし

第21条 都て部務に閑寸る事項にして1也よけ到来の諸恨各丈書比外凶軍事

調干干の古類は之をn¥1存点検L見事に応L直に処叩LH: itl!. ?ilj (.こ関する
省は副官舗を経て各ヰ売れの婦に移し他11の参与に資すへき者は本書

若く は謄本を弁F、市内に保存すへし

:X523条 移牒投意見の機務に|期L秘需に制する者は部長直に参謀総長に出

陳すへL

な'530条 外阿より到着。〕新聞雑誌等は直に通閲し民事外交其他緊要と認る

事項は ，H，、標題此は F、ん 国 を摘録し参諜総長に早 L~H、の命に従ひ翻訳

すへし

日清戦役の戦陣訓に基づくこの参謀本部の機構改吊が、わが阿軍令機関の基

準組総となり、この改正による参謀本í'~'I;の却制中心的機情はその後、基本的に

変わることがなかった。作戦系統と情報系統を切り離した任務分担は、辺代的

北法以)U. 22:;) 223 l
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研光ノ 1 

な画期的発想であった。しかし、この両機構の分離形態は長杭きすることなく、

同ぴl川1';.は融合されることになる{すごに、相員珂111再の中で指摘したが、海

外駐在武官および外同派遣将校をl曽員して、阿外情械の収集強化に}J点がおか

れているのは、明らかにU シアに照準を合わせたものであった}

1898 (明治31)年 1H20口、参謀総長に就伴した1111操六降軍'1'将 (50歳)

が刈露作戦準備のために、?i:'J広木仰の人事強化に恭子する。 10J年12月19H、

参謀本部条例改if議が裁WJきれ、翌年 l月14日に勅令第6号により:公布され

た(凶9lc

同条例第6条は「参謀本部の編成は号Ijに定むる所に拠る」と規定され、参謀

本吋;分任規則が制定された 3 それによれば、情報収集のやl当止耐が、次のよう

に不きれているハ

第 i部露丙和、朝鮮、渦肝|

第2部台湾、清回(満州を|徐く j

)11上参謀総長は、参謀本部各品分任規~IIO) 中で、参謀本部が凶防および軍事

1'1戦計丙の策定卜、参謀本部に認せられた最も上要な任務一つを挙げてUゆじ

その つは凶内外↑古浪資料の収集であり、今つは参謀将校の養成である。芹

い換えれば、情報および1'1戦機能の充実に他ならな¥， l ~これは、参謀総長向ら

が大本営兵対主町幕僚として従宵した11.1古戦役における実体験にす間lした帰結

であろうし、それと同町に川卜がこの同白において帝政ロシア陸平の動静に侃

線をおいていたことを窺わせるものである

もててJ 亡、川卜の情報および作戦機能屯悦構想が参謀本部の機構改$に強く以

映している。改編前のように、基本的には両機能を分離し、それぞれの系統が

担当業務に専従する方法が運出上、椋めて望ましい口しかし、その場合、|山J系

統の相句協)Jと信頼関係が絶対条件になるコこの連携が少しでも崩れた場行、

軍事行動にワえる彬響は計り知れないものがある 111上は結局、担当止前だけ

を[7J)"L、作戦と情'W部門を統什させる)Ji去を採択したー HIIt，、わl部が段重
安止商である露両止、朝鮮、満州を、第2部が台治および満州を除く i青凶を担

当することにさせたのである。 )111は、各極情十院を作戦計画"ti案に直結反映

させることを念頭においていたものと考えられる 111上による参謀本仰の情報

機構は、日露開戦まで始ど変わることなく維持されたc

]
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1899 (明治32)年 1月改正組織図
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[1';;;;開戦必主の惇勢 l 、き芸品平副5~;!:1 899 ~明 f-ì32) ザ日 H 、司，tj J'1山平 0) :_i::.::1~: 

川ト参謀総μを欠:.' ('--11成人その句を/.，:111~た JT~0:11 (li~ ~己 j元阜、日 j~ÄU がFl~え

がいた「大山参謀f記長:二.1~)()2 明治33) j-~.-::+三、泌が円付稲築を員会 l去111 を

設省し、委良三に下呂品安止呑~r/}~ 1'; 15第ヌ部長(よ"(野県、陸軍少将、同歳)を包

ハ?ふ
1:，'レにー

表11 1902 (明治35)年12月、海舛情報編纂委員会

:..: t待 六 グf 伝柿 日身'~，. 号終'F職(陪料)

委員長
l事与i入刊日 '''itJ三l ?ニ円五正 「ρ i、 1守 関東部下手 j、将、
ペレ " 
fri:;宅開長
ち本 l首長 松ノl 千年;z胤 4::; 下三イ 地 不号当今吉-{P;、人将l
君。六件

去見 l号令部民)

タタザ土 1，1: ;t!j 末 τ42 附 1I 能川J見¥中村、

同 ':、 1 友之 渋3 ;¥ ~ht 日行同二、 (rj-;;芹l

竹品 R.c欠目10 ~l~J^;! 、

;J;:; . ~}、庁Z 勾 虎次郎 つY勺~) till 1当 同人出足 、中将 l

引J 大引 民; 梨容riJ令口 1' ::~í'.J 

ιL.::it '8' 1'f ~#J E :;1 1: てドヨ戸考書了卜:f:;、将j

也大引 引点 j、次日10 要弘司令y-;、 l'村1

広人:JJ 押野1: 是前 ワQ 言， t、 連防又(少将

この巷~:r~%:~~~'-i: trr 々の命令μζ ;:JI石i委日会のfEi百七円l土、事二jf本部士写 1(;1; ，t_第

2 g-r~に主たがる i庄工芸・!日l接的なサ耳目渋wえ集機能のイえ にあ η たものと見るこ

とが品と令 副委員反 lこえ:，);1絵札参~~:ノ:，: ，~~ I~第 l 抗日|と(片 tJ&~'司、歩兵).';{!c 、

を町し、選J疋されf参謀将校内衿{モとして院大ム1引が間違内外科iH資料の込

用を担当した これり委ftn仁:コで、牧野!:けは住人を !iiぐいないわ Lかし、抗

野は持宗教存rJlかん降ートを経て、参謀本訴に，'H{:役、 之suこr<， I':'口， γ;ニリ;
学し、 υシγJF[fi5'歩兵山崎cf寸奇体験しーいる と円旬、 11;r可きっtグ〉口シアュ色て

あっ#と尼われる一その胞のまJ三も又、 iUjグトt的務(叩i;:j の経E有を合すゐ人当十x

月十えであ/:: 参司:小川iにへる;3沖海外情報lf;;:干のすべごが、同委員会のフイ

);.ターを州してJ吉松化されたにi貴い令， ， 

Il:i当日CC'22U;:?20



H本陸軍情η 河代レ平安'::~(r 

I;.;J135只会の委員長に任'14:';-されたわ'"局安謀玄到:;:'n2 g::i長(j:1902{制ifi2川干 1

月、r;ントンに 23ける汗英:~ti'J!J:Ei ，( t支持会議(円英軍事協出lイ土捗こLLI市後、

山nょlJl府の仰祭';yI~j 乙られ、現地で砕析して帰 F日が大1:1J;jに l歪れ王。 ，::-c-::!，:町、

倍付は帰明後も時受主活を;:J":U会なくされたが、英国しの情報父挽の立、担刊かわ

Wiし了参謀次長に引委員会しつ反すを治〈間きがけたものこ民われるυl舟外1古HHi商

事長員会J とし寸、この組i誌がけ広間以前 芸技小川におけるメナ露情報収集組織

の ':'W機司であコトドj 青色小土が高いーそ1ιは、 :I~~動 1) .津平E軍司i同 (Dtp~lnn;\' Il( 

of .¥lobilizatiol1 ~ncl .¥Eli十江ry111了ellム昨日C2)の組織(凶:O} )こ;じり}三も知 !I~ L、

Pl/"jO)租I機に対μ1:"さぜたものと考えられるから寸Jあるい

図10 英国動員・陸軍諜報局組織図 (1901~1904)

成前棋

士1佐

E ヰルタム

外IT'I.インド叫l

I::~ 宇

，<-;-i， !}f!: :IH胤"吋¥，.f t'r只liSS(川 J-jyilisiι
ρj引 Mつqμrnr叫ん ili:"w'μο1"/1'((i1:，_l山{;:1

所在2也 、.¥:inし)-::，，1汀 ]r;IlSi' i 出t.þ.1l口 ~;ql ， ar(' 、町l見却を除く

兵務 局長ゴ向車最古πl令町、 ;d: ，::;:; 
数字 1，円二山小人、 G日は十土官ヰ〈属l、
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IJ08 (本j~{ì/ll)千戸 12 片 18C のf8~謀本自V!f:;{'!lーの I ~Z宅;こJ:: q、 ~i g:~ 2 ~-~嗣がとられ、

日露戦役の校訓をくみ clf-c芸設よii:j第 2;】1:制官判長fjj-)ifi掌の犯!:U，iWJとL 、第2

部に有)4ミト::[+:1)せが何十1(¥，い治~ ，，* ¥j+1l何タ';-ii:要地誌 地ド(1)ii"i没置汽れたはい叶ll:、

以上のように、わが巨を設庁、部ぴ)二虻生か~~) ;何回(明治4ì 年 r~ 月~~; i I、1告じ

宮の参謀本部自';;2部長就任までの宰謀本部'1'[g-':'-!Zl:A能組織の交還を見亡きたが、
この1ft!における芸S/千九1:さわ 2i''í":~.l、[ょ、表 12 の:Ìffi i-)己ある (年宗主は札1+11すj内

それでは、安二主主計E第九市，y;:告謀本部 ν、jにおい C1:露戦後、いの工うな力司

係にあったのかについて、主くして rH-~12 に占!とっき位置つけ1 伝きたい

宇都宮刑2山長l土;古Fi;llr-j;jll材活!と後のlu月18C (水)、参謀本ti;前 1ti;第三

課;、(作戦引i当;， ， I;:;'J 判IJ1~:.ノ、;軍事ι中{~: (Tr J:I~字、 42 ，~-æ 千平7人 :'Jらの起き容に

よる「対立EE花見J !後主 をiムえと 宇都宮のt古河剥J丹Lに対する:J:t五行動方

告を可てし亡いる n 作戦課1;)土、 12芋lおける部隊違点の実務支任告であ')、f11

山する写字f~、ヘ言i のす~ij"El 当である J その作戦ぷ長に士すし、第三部長カ対主

基本り針l ついてお示を与えていること (j)~Q)1まは主主~ )-

さらい乍者il:i'u'(i翌月201; (月人出tt光治J第 i部長(完封i県、日1::&，)、問中義

甲七年同士士山111:具、 17歳1との一高会主I.":'is'"、亡、宇都常的 ゐ;支部在、 ~_J

にIò:づ~ I;~.#の対J肯大方針筑~;L，$:.-J~ 4+し としる J そして、その;旦茶会|注4i);.L~i 、

主主斗総長え通じてヲヨ;巨へ(申するこlをiでH者v ている しう L、この政問への

艇きかけは、最終的い不発に終わっ'(..-Iィ iゐが、宇都!._¥りょがが内有の対:古h針

決定通事三に与えた影響も少なくなかコたものとさえられる。

rj -:KI;'~ (よ 1912 り、lJ正 J 年。月 28 日(十人参謀本市:;::~ ~郊のì'm_11 および清

|米関係()):t:三þ:;::j 校らお数タ11~dむに怖さ、産l:it泣jきのあと、コピヌピヤホ ル

におい C}1会をヱ催Lた その時ぴ)主!t~ な』 11も告は、表 lCf) ，ii!1 :') ~Cあ

::)、JJ.I のほか、;:r;;2部IJl怜:!::;校 欠府:(:i-)の l'には坂宙科八郎幹1民大佐

11111干、 42成、のち仁叶約、 717可:1);2一歩兵伴仏 【片崎県、 4:，収、ヰ将)、市JT'~

Hl;厨!モ大佐{島根県、口氏、 '(':1守;らの組が地られる この行ち抗議 111'1'、

松山、杉-，-、;;:111、阪川、指ご;---(~:; 7人の草僚は、 1" すれも陸んヱ席M 菜7Trあ

り、武蕊 ((nι救有総監)と杉 (0)t主参謀総長)は絞γ、T[柿 1-:に引せりれ
このように、第 2fll;には司本科打率的混:，1が集められてしり七のていあふ{ている

日有賀前拘士、 48同 J

日豆、苛鰐古、 281、297、初l各自l

I l:ì当日!)C'21S;:?~8
J
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1908 (明治41)年12月改正組織図
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歴代第2部長

ド 階級 fC行 イ1'-:1:;， "!~:r1Jr\- 言t終ヮ守I去 l許認l

1:-(日 :W); ， ~ìll \_ê::l~ J-j ~ l出;， (~J lit l円Jol二lillj l、ヲ一ー t'I'，;: -;;:1干 :~:-) 万全国主 少ム

lh';:" 明，'':'1戸"0こ円 ~ ~)';5 (司市~ (~1 ;1 (l弓J号 チてn ~ι:;+~ ，9 克己凸 軍 )1:\:~，ぇ吉 lすて'1'5'，

I!'，S三 :I~; 出 Ix i '弔lC "-件守， 0)Jゐ ;SJ-~U! 己 人J主 児ょ、応大JU 寸 参謀弘文 入手子

18，3三:llij，Tilさ，":o;-j-j -l3日(J，':'J-I、h::{111c!ciij !--)i 小 J_'-" ミ; f-" 悩 "i:r ) ，~ I士:大::-:j'-l

|円1(:，'印J市2戸、'''iJi、↓--: ~日 l(_~JLf;~í' j-;r汀1可 L; 人If jリ河 川H:: イ 1;1 H;'Hセ手:':死 j

1 ，S:l~ ~- ~i号;.é，!7.! ，-: ，)ι円 <l%6(口月(台2引;1(JS月 大化 'S'じち ~0 匂ミF 同H:，大行J

1::')(、111;;'古川丹u;;H-仲7，:nt:;(IJ年0:出

iち91'': rr，i ，';ei3:J; f， 1:下月 -lSG0 (::J-l治 HIC'Hi たイゾ 凶十イ 1，'1"? j'':' せυ 4:( 主片~':0 :;11 :;，ょτて;中川:

11'.%'叩;，口3:Z:，守"，)iJ-)-川町j'，"Jj治l引，I_'frv1; 人と 子呂長 者 lニ ヨ .[':j l同車祁""、人、i手札

_Wll' :~~;'?ìJ r! ，-: "..j月 -~ )('(jγl月ナ;，-Jl1イI，，~ p 六万 弘二准1 久治 ， - 竹間 :::¥;本]ι1¥;て、中将、

|日"耳目If:';i{:; 'il ~ "'-I :; J J -: J ' '1 ，.人三日J-+"1)弓J'; ノl¥ii工 <::1:肯よ!"-' 1主貨 平サ;お京'"，人1寸J

表12

1912 (大正元)年 2月、第 2部部員

小1哉 P皆殺 r¥:; y 年配 W， J;才~~ 針持前職(階紋1

，'1~ ，-~ ~'!: ムr¥T二 品。大佐 1¥ 峠 r; 一人 H 守主 胃 聞東平司令日"削l

第5課長 t'ci ノ({i， 、j::r~ HJ)，自民 ，12 情 f干 削nJit~ ~ +1 :: ，Jj 

t;{; 同 1、令市ti: 卜戸 l' IC: 王立 13 匝見l完 J-.，.J_争参濡巴 l大:':f

Fラ 』じ少(す 予 fふ干ヰ担 34 -~ 旬 l 克 I白"，'司令 f~( I }，-rf 
イシ Jt_ ノ，，:t;r 行，[

" 
:，2 市再 陸軍よ，... (-;~:.~!:I ，1 

ク 歩 y、厚、 抗出初ー :-;1 f 事: y弓〉ス時Ui:，-，¥';'f(少:11-:

fiD 1I 広に性 叫:1; j~ :iiil 鹿児弓 川J団長中将l

ノヲ ホ六{ゐ l 出長少: -1-3 白川 に中本tt →二fんj

表13

情報通信と外郭協力組織

情報通信網の整備

参~~:λ':;:'，'1; における情報収1k-機訟の強化いえく二どの r きない最も lすま合問題

j，l干段につ"'亡前巴に円以れ亡fっ主たL

3. 

ll:i当日CC'21日):?行

つ、↑百ヤH云正

J
 -

U) 
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情i悦泣蛍宇の↑使吏ヰ辺Jさ活否にλ汁ナし し、刈古かミに川l】山"、 かてワコ;:j柿砕千前耐作がfにf伝吉i

[ つるか、こjれl(はよ/ウt廿を向不わJ汁す、↑情育報収土集長i什i己E勤の)成品 ηiS子J市P握単る景ノベ正の安f件斗じある l

そσの)(λ、め、 l明1軒円ι2沿台f政土バι市Jぺ:は巳手r、同i内什 E 河忠際?屯{伝日田絞i網同σの〕ヲ充E士実Pに積位白的Jであ 1えたヤ 新政

再はj早川;:R)} ;:'S 7 ，:年lヨF号、 '7'iI;信(1.1';::刷J• l'オ J~長博正;が'If系主体》なり、

東Jj¥--，横浜 l-~J<7)宣伝己線、を開通さ 4一途次、 勺i山民日*:'i;011!町~hを t:'<!'，'.たい l'i:J， 

(，IUiiよ二斗ーィ、十円i日々 ♂常心) j~ '?::占f，市IttJJ)千三倍;司料、の完成lょ、 187;;I明治 8) 年

話cカ， ;;;'5 

二ぴj

1Hであっ丈一

力J政府は位五、国際電信回線ι↑唱してコンマ クのだ信之社とヅ~Z~~~ i..-ぷ問、

憤摂への海;~l:ケーゾル保持慌を;、1') したれ:1-1;霞-f.';会計 J土地 11 (:YJH.i4)午 6見、

仁泌~-1<:1守|件1: 一千三 f戸町線存問主ち吐、 :-<1'1奇から r?:J、未 û:王|との交信が可誌になっ

l: '次いで、同作10月、長山百戸 フヲジイ病も原止さ川、極似の電仁」→主主し工、

海~ド崎)ウラジ，←~シベ;)ヤ計的でヨ ;::;パと結

E清戦争当持、 1出4 (l~i;:-Ú2i; チデ Q 打 1;) 日山、1 壌陥落を?云x るむう

根から仮設定信路之が111してλ本営に何百寸ベヲ 0)\-，~ :fJ G作|ドJ1:' "f~' :__心

fl-.\'{むは吉重~)式ではないので、いくつかの手動中継、海底う ヴル禾l日のとめの

[~h-ft:n号交関などじで|訂版勺たようである

ベ英守~l:El ~正 1902 (11円前日}年、海底う プfν[11，宇五、ノ}， rf ク(北;延長lU方

7，000-+ ¥りや完成主三 1..61' 時あλかも、円:/:-.:ンにおいて 1:"，Hf盟にとムづ

け英陸海平1tIぇ寺土、議け英.l;__ .ポ協耐ム父::jH が珂催されでし 1た 日本陸平

の代表(土、主主謀本山;/i2 部長。も，~烏'.~:.II-.:;子宮γn とよJと凶?と 1町討す武官・宇都宮

太郎E主主~}/担r:"\. あぺ 1 品ー~Hij:平共通の平ナ品約百は、下吉L:のような可i年ほう

フルル_Cへのアクセス fHに阿す。条項4さめているわ。

t了:こJji<7) (----.) 寄1h国共同恋号

比ユ目 l 喝しても前J~! l1j徐若手中 h ャ属す

Id 鎌刀ギJ~t ~明治の市出通信 1

札、可 1、ιiお頁い

日刊上、史良れ

r-.1.902戸 ιト:1;;口ウインチニLスタ」館に於'(":~~日海|主主干代表者間にお1かれ

たる戦叶協卜l行為仁問寸る会議の詞16~ ('FF英IrlIJl:JI軍事関係三割」、 !VJi主針。十究

所戦史部冊目)， 

文芸主社、 ::O()白日) HLR" 

只
--二日社以)(l'21:J)21三
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れ二出の(ヒ: 主{戸交~'h'，r])↑自

会議;よ戦時二三P~~-lrlIII:E1Jじ l司、 T'二従う十島合) は日本lr;:の1l干fdよ総ての英

河電線("uでて先[+:'~I -Ht Z~ 同条件同 !J?去を以ど以吸はるへきもの~: 'T 

。第 JTI (!)ノU 海底疋荷

ほほ高立の ;τ慌 i土器かしこ汁同より，~~))鮮.]) 立にを干芸品十づるに足るのみ

伎に五;↓JA'I'Ç:i/sに!r'とて 1! に仙の必公なるをえケ町に 73%~止する;五;るへき電fft

なt-i-品せ九れんこし 苛望め 1:1

以上のようこと長引に関する合意字厄は、 19炉九"山」

i院売'，i'f府千←?におlけ了ノふム H持T可可ド 平事4宍円lh局白記;↑代に2表提」省量に 之る半事1協高t命古予h博憤i首t7会、;決企がCのノ二三=二ごご」ιt言談芸日抱虫グの〉

つにな J ている乙そして、 そのレ人"丈が、 |注の同年 7月7[}の[])，院海軍代

表話会議 1ロ〆ド>i の成弔であったハそ(1)ド干まれ土、古u止の拙稿 F情報戦争こ

し亡の口容税争 J におい亡EJ涼した

二のよう仁、わが'1芸品l本部が汁出開設会日苅して、長:半事f:.l，，;りi邑↑言ネ

ドT/____ ;;支持をJ¥i(J) ，，) :プ/ご二 dli、日ノド湾海~:こ Jてて λ きな 11;(!手であ η、A-，，: 

干再f/j なメヒト露五(-持作戦え|出(，1)山~河科に与えた;-;'\~~ ~>少なくなかったも山と 4 え

九れる A

|清戦争うら10イi伐のl露戦争までのICI;、通信)J'ff~-~ J~ げるべきな技術革新

があ i-，、百↑コ何が飛躍的;，-tX!~1ぶされた， Jf-~判的: --~設設された点京一位 li 保問

士iJU斑市~~-l:Jl線~， 1 ， 5.)0~ ロ)り問 l泊 l 土、 1005 (明治38〆イi不のことで、
~-，. 

二千つ

じ1 日ソに海存続に賢に合ったヘ

まノ二、 |点民土卜L守的 F'Þ単消 -+:t~通信 i土 11清戦争;おいて通信迎隊的基礎が日

められ、ロシア軍の肘罵{ム令 i 対し、主 I'~普い~:~り;込レ〕さ札丈一電{ご・電話による

の、↑三法 精:;!i直結でロシ 7'");平を i回円た一日本i主主甲は日民枝豆二七 'I'h減税のみ

なムす、返信長えにお ν ても優ト"に JっCしたのじある J

なお、先述の東京~長自民間.~宗寺町11t事業のtrt= .l~者は、佐賀何l島 j告のわ九五にサ

(>if~、英司へ密flfLt主学、の仁 l 部省 J でJ:;:;州、 18~7 安政 4 J 午、わが国

詰初C)定1っ絞の試作、実段、こ戊三りしたのは、ほかを lコぬ除原の烏干斉怖であ〉

印ま転手1、8:Hg吉、 tiO頁
r，，，悩見、 H'，持昔、 110B

l.:.19; I l:ì当日!)C'214;:?.:.~
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た:とを{寸品子る二

わが，;:!参謀亭おの組総出1ftについ frlよ、すご:二議 2/f:lにおいて l 込 l た J テ

こでは、参訊4 音3~:' おじるV十定資料{オ~-;:::j百五日)の処理、 とりわけ泣i受信の流

れ t つして補足しておきたいI

参謀主部(7)各日海外町、JELJiは日正イえ紅、 すべて 0';'古恨資料を多謀稔長宛;こ十五

山し、諸外iJ斗f3.拾に数人がD~t~，;された場合には 最 k級イiが情報資料を}fX:1)ま

，t~ r/)て新告 Tゐよ'.に況:t:~，れといふ L 目í-:' 古「{毎夕派 i古音報告規定J: その際、

長4~~'~ì'=-1土花札回公使館 1，了、H を針「竹 L ，デと伎悼と外筏混とめ通信山泌を f1.!.出

L"C 打霞されたよう cある U

京外 fと千~:-ßnlヨ i~'I---\ に討すメ，~;~寸、副;の~!i: -n'"、情士-fl'，:-~<，t\ チはじめ、外l' 耳l 了了員

および海外派遣者への情報収集活不l立、すべて外務省経世あるいは;tl:l*liによっ

て処辺され、他力、安謀本部にλ，~ -)る海外各地かりの泌半分の高い情報資判も

また、:1-1;レようにI京;';.Jr交われ亡し寸二ー

芯品，;，.;却は1880(1叫J守131+1.1]，耐え]に1[-(言説を訪問した(社主主有送乙持

7:) 0") ()その G守っしこ玄j，課の機能は削ぃ市ス課構成〉にね議されf叩了必ず

あるハ i露戦徒、書誌本部前 3副:f'fi 7 d車〔両信1が誌苛され il刈11 U 

t:11 2 ~主主]が確立さわた ーの京整備は、参謀ムJ郊の都品まで汗続ヲるごとに在る t

この前 3 部第ウ諜が、 1i i0.~木古ß ~_~おける通信業務会所手じとものと与えられる

LかL、 ト、てのヨ外情報資料 11ぎ同認を終司〕てそ押さ1したか、どうかの沼市

につい〈[エイ、衿jである。

(2) 日清貿易研究所と健軍教導図

丘代111'が回話(国防) !一、 lヰ~~~の課題 r て土窪様 回~t6) c-ヲ保全J和17三

線 'J目指完!&.t宅けE知的時i戸、Lこ111lir "たことは、寸(主にi月下べてきた雌りであるじ l問

題干街」に討さる参謀本部の情報収集活動の 11(1';が、その諒題f((-決にあったこ

とはオつまでもな'"， そLて、予言謀本部ヰベコ車のそ当抗出動lこ対ずるJ-<問機|喝のl品

力もノく、f:':h9しえない rmをもっといたn ニこで取り上;ずる ;:ii古貿易研究所之、
~éO つであ二」

戸出 J員境研究 ;fl 長 II'YI.Î 子~(i)前身 j と除笠救ヰltl\下 1:' とグ)

同;は、詫i:~な人 8'J ノながりが氾られる。:u;-~;:究所の l没 σ を 1'1'進 L た自九人当悦

.0村野口渇岳、 203到。

二日社以)(1-213)21-'>， :eo! 
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将校らが、 J牛車投写1"']沿っ同'J主であるかlコである J 引って、持肖敦湯川につい

とも許せて検tすを加える

先「、 ];:青安h1I可f九戸t'yO);r支ii経枠と八抗争EE約して衿埋す令。

子でい込べてきたjill:;、}II土は有為の青年将校を参謀ぶ却に11'11:上(派遣事J長}

させ、 '1';]出収集任務を与λて支部各地へ泳法 v た〕 きの::I (7) 人に、口済宣a.):

r叶究所の凱始J7乙なる子主足怖がいた
rし 1--6:土《幻~-) (安 ~'.lx: ¥-) )午(-)fニf、愛知叫にμ まれ、その段、 本石あ¥:)"-ci-:京

した口 1t尾(土手、午矧〈東京理111))、-~jJ{~古川の古 fとをしていたようじ去るが片、

E下地についとはふ明cあるU 止iとはlSl8(:;rj;"むι)汗足、持平教有問{こ入ったい

それ王での数年刷、諮問l 警察署主主剖~ . 'fま芹誠美 (Jj'Ji>巴斗明、のも群馬県知事)

三ちに寄芹~Lごいる 7'-) JTIしL6はその問、菅井かレコ主主」干の絞fリ1;;多大の茶阿をうけ

て成長し 7::， ~'):~ii弘法消印 I:U_\ 身内!"(}，杭yγ~>i'f15 として、ぶIFJ.弓; ì)j~、門 員であう

た J 政k2，;;:;:1880 (明治13) 年、除草一行守校に入守 L12 ヨ ~1 明治l;j) ムニ 12打'十

守役、士会共弟13j}TII埠(熊本 J 仁向:幌、 1885 (1叫台1í3:'ギじさ主j~，本部{寸となり、

JIIト!こよ"亡その翌午に浩同ヘ派遣され，，、浅口を俣拠地エレて情報伴務に従

事した{

その除、荒;4i 会陰かム支えた人物カ J~ 用日守番じJあった.， FF'阿は18:-):-)、更が4) 

イi、1前j山県津山に Y まれ1866(慶応 21'1、 1海l 浪tとしと その役、岸田は

海運楽、が問祉なムを経て1877 (明治 10) 年、以1.0:J..~i"í':: :'-~薬舗楽吉亡 を珂

I;!I 1" ~;;~. -i"1、上海に支出を防没した戸 14t尾(，?8歳jは、片山 (53蕊Jのい品々 によっ

てi生Iυ l 楽の支析を :;;1 ，止して i:l~勃去、 ]11'，と L たのである υ 浅 [1iょ糾子正

を1明るよ!約上UOO，::¥-l_! 、1l当の三7 といわれた交通の lピセであ:，、藍，(':'~な怯 -+:t~

担巳出「あ J 

広尾は4"+'-r友に帰;::;]!_-、 E 支提~ ij民主占掠r可)椛;r，;のため、 !海に口清質討

研究:;[1のBij設を;1 仁Jこι半した I11こは1r11?iJf究)iflの設、iTH厄し、資金問ごの
l高Jn:(惜しまなか J介 役i.~. !w]研:百戸Tが訂正主緋に庄同しト際、 :1:1は日宅ペァ豆

1~~，~;ì ， 1942存) 106民心

4見(l二久良書]豆、 UlU合r'.:

-ft言rtti 郎 '1訟:半丈守 FI 卜峠六 Ut~

r 杭々 、前?坊主:、 六民 J

7九井 u主 l百人花見桔

74 f:re高、古i!;;t"j阜、 i同頁日

7υ 吏:手F丈{ねりr')f，rv二「東耳li:ri:Xニ-~_'J_~c，霞 l;Ji;、

II:i当日CC'212):?.:.2

10町、1988イ

J
 
I
 

ヲ】
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+i: ;こして得た'1. 00日目を J~L J:tに与えている

?荒主宅;はよ汁子灼1ιJ下巳J後査のi川打円j年 5月iωο汗 3か年じσ/小古|恒五Hωlしωf印派J

!川ユ従足f川?円?レ Cいる 3)ケJ"千子ヂ~\ 才おコぷぶそνり)十悦民士告-奇;はらζ:、当卜時下Cの);清青円1情有都イを?詳半細匝;に{う分f 

布桁:CL iたT七:、祢めて賞 1忙な十古一報ずで科であり、 ~ï: の中でヌ();J年伎の子叉~令を十見し

ていゐ一

§らにλ、後述するむ'~i~ にぶつぐ1802 (Fj土治~S) lj:.;3月に出版された円高

rc通尚itI邑 L全 1巷〕は政治、怒川、安通なー多岐にロ品、川?の 1:'同大i'
科事凡 j というべき Lのであっju71需品の「復白玉三 jおよび根芋 の「市百

足商紘段 1 が、子のf誌の誓謀本部し j対法 j主勢見積りにき1.'，*;，れ，~よい影瞥を I-j え

たことは伴かある その 12;1味によ"~'"-，て、 Hi占告JE志村|究断が~主主代今日における

桁報収集機関の 消を担ってし 1トと戸える三

-n~o~ は 18U(J (明日ヲ3) î;: :1 円、百円から慕焦七t子三i二、峨員ヲ0口元~;:1r を1][率 L

C f--.i h正に波 1) 、 ~\;':-g，. vノ昨干与な克悦1.汀，JHZOC に研司Ni'の l対校ヌにこえぺJ けた

市足の枚古事主役|生からヤ同I内に支えた1rt-Au) J~ íf;t 省が根津ーであった{.~"根

川は18ω UT;~三 jじj 戸、山ぎJ貼，1;11 十j の名~~1，，:，1+まれ、 1877(明治lOj 牛仲平

紋導1':11こ人 1'):~;;イl 、長町ず官業した「そし C ，山軍一上官子校へiiJ~'，ヂし、 1883 ¥明

1れ{lj 主に 1二寸絞、広;ミ'J真fJ也元日 ;1;まに自己民さわた~ ，;主(叫しJ:l88;J-: 1円it-:-l8，l年、

肘:'1中1、学校へ進み、ドイソから討付された〆ノうル投'H'(うL、fいと戦術論でこ

とご l く激ヲでして必校Lたことになっ'(..-1， " .;).かし、摂i~l!. はその件、、参~:t本

部1'1¥什となり、実主的な:1;古己:易刈究町長として、 |π!刈1E針。〉民営を判4したv

;I!卜は又、 1890リlF;iu:2:-l)年父月色今一人の青年将校ノ:':11秋什七、兵台、1討を[u1

研究所設、7業務の支援のたfi)(，~_ J:. i主へ送コι下充足、摂津、小山は共に許申救
出凶かい陸上;二進んよど[二l志 Fあ J丈、第;， )~"C:耳nr ける「金7"，も止、 5注軍

殺害lil トi-'~ .~t である 主，~Ç) l古く守支1れ日・アシア認誌が、 F毛布投導、;を q王寺:こ

しと、JiIトによハと t1泌されたと召xょう…彼等も)(、JiI土が氏 i)巡らした情

di慌の 量売担っていえものである

JI: 上は?活問主主を :1\1 苧 i 二戸えた i 約~~ I明治つ6} 午 4 月、，~，~，~l- .支部方rmのと見
却1呪?ナqこI中l合した l去HJ.

';1他市、前諸君、 iωrr0

". .".11' I主化{叶究!げ で守利宮、 113閉口

~8 :-r1:上 108"8

二日社以)(1-21.:.)211 :e2J 





H本陸軍情η 河代レ平安'::~(r 

III~当初 日済江沿色村「究所に阿達Lご 東/コ縫大手会話 11 17.-1号、 1992干j

が挙げられ 荒尾・校}主の活動情組救職員の靖氏、:r1，研究JvI/，;~，;~生の去就な

いを詳羽にうj-j}f-さ礼子》虫垂;な先行業績として伐されている、

ru尾、根津、 j、1: i ~立山 i 、 1ij上ぴ)量初をそけた同年代内情報考書f主将校であっ

た〕品~ì"fJ'土計くして亡くなったため {37歳)、手当日宮この交bt~ 1:土市か<，たが、

デ協同と tH津、 'J、いとの主見交法、児午まC'~主 ν ている J ト:lli土1921(A.JL10j 

乍(-j;ニf、宇都'[fの雪諜従長J車*':11に主欲そ見サ」Jが、宇都邑は、ての友引J;ー感謝

しながら、「運封がましさ事はぷが体問に之、!歩lすゐここ故、自く;:，1"， 11-， :)只ゐ

べ主を円， ~'と何月ι 日 (JJ の l 口 Z~， 1 いtF ð ゲ~J 、いるつ宇都宮のタじは、

それからメかr]放のことであった

次iこ|彦平教J草:=il ι ろE ぷ経科と同教!J~田川 lJ の十I]報将校を要約しと倹討 t ゐぃ

佐平校導l'llii1871 明治リ午lつ刀刀， ~") 1只凶『明治3つ '+11汀までの|町、 E七

五E下で官令長成?る教1有機珂であ η た 18ω(Il可治三 )f庁、炉、J41河b誌に-ILAf云

判所が設世され、ーと l て111い、凶111両;ii，から選抜メれた省を生徒と l て汗式

t~- i)、の教育が桁めら"え\ 方、 i出iS(l}]治 JC) 牛、京都l設置さ札亡いたF

J手庁lが大阪におされて兵j乎P草 uζ乙の粧 1中ー育字校l となると、仏式伝)FIJW~> 大

駄に移中J、した、J 吃ーのよて学奈川、jにE10;1町1古川年、教専|単がこtF立され、法4L

教尋問の1止伶tなる

介、仮 l-(学 J\iはマモ年、 ~l京 (<'i;:::::円>'1、竹橋)(.移されてお¥千葉共:;;111す台 l現
代的 TiIlliti)に杭誌が置かれた司東京移転に作、¥.?z導隊;エ1871 1 )イ1

1:2月、教王手r?i乙改称主れたペその後 20数年間に約 2万人以トの羊雫生を込

I}出!.， j~:のである出

お74 (町~;立 7 J年11月日 |i?寸け陸軍吉 l主 命第五!~;号「救誌出ぎとやr:並時一CiJ

こよれば、教導r:TIぺ í!~ は、 rw[ 有科 CI) /:従は :~J:f前北ぴ?百六円氏卒11人r:nがお
の折、iJ'にiJ'，J波及ひγ→民中日主:平出身志願グ)，-;7Jl: 二 L:IJ、方ょl に I_~-c ~J\:.~主的〉に将に
わずるう首売1'-1てよに充ペー{条河:~~ :.:条}

γ

ある ζうh 、軍隊lヘjかムの採用や

第義〉し、 再三jうié~けを JGJこおいていた そして、同条例第 5条は、

ト
!ムゴI召手 l降三王将校の車交肯主|会史日殺害房、 1991年) T9~FL 
阪丞J:;;力f;';'IF近代汁本軍隊救t'J-''t制|究 青木戸 l占、 1\夕日4 i.jド ~~2_~
x-，ムμi、tl'i渇書、 79-.8(，
1)4 -'，:':f名、令;も明治7年、 9;~l頁

二日社以)(1'20:>)引い7

芸(7)

:e4J 
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其'7'1，品発注;にしと漆 lコァ~):，り 11^. 0')者はとを毘J買し見にート官"{t之に転人せしめ

将校の主主術'~.'救託す J とし工、民草:>1校へ(j)任 If il トふ予〉亡し亡いた

「持~$):特同慨司 1 附，j:^!; ，よれば、特j-~ の」不用人民(川町長~-23歳l が、次rヲ

ょうい定められてしゅ(第 1条

花長 10::;名

民 78字

・1jよ兵 1，3357: 

・b)兵 24名

.皇自主:。 :)Uy， 

ミ:l名• I中l~r\ ム三L
U ロi 1.69Gお

なお、教J芹Iづ?のととも十設 六駅以i;r，(:;:、 ;/.，:bOi;Hiりであるつ

投導下つのイ時;~-、年 Sh(j:、 1881 明治14)年 3!11οr 'tけ除半有法乙第;)~j-:，，-よ

れば、込騎;ミi二か月、抱[lZ.18か月介!Eめら1してい/示。そのi去、 18山 l明ιti23)

Y-:3 1，1:-:5: I付け)jJ令7i'17号 l陸軍ぷ導FJI条例一によれば、行元~HtJ:山修業イl ぃ:J

i止、〉えのよ -'J 二石在二、:されてlミる

)j、 l-~- : 16か月

。!崎兵 18か!J 

. j;'~U~ : 20か月

兵 2りか

長田 W.:1おか月

、c子:jf;l洲町l 均三三12月"

j~xj 明治g】年 4 月 jjp付け段平宵i圭 [-:-1 第 jj むに l :)、教と Jjから町一:iiii

Lり了校にた入ずる優遇措豆がJきtr11-~れ式。その結果、停電敦 1車問は、純粋な r

上主成機関ど Lて↑h.1百つけら九、上':;'学佼cn予備校i抑::.tii-が丈オ;J ることに

なる υ ;f!~.i芹I'Wlt止とい〆て限再公成績を収めることで、ート官デ校へ転人する l戸が

問ポヲれ、救五1吋出身百七 /12からの志願J? と!サ L 同九験者，]:~t C 1宇和 l〆なけ;;:，

bまならな〈なっ丈のであノコイ}

g.， ~;、 3 、 H;'雨昔、 8.1 t!，

II:i当日CC'2(¥S;:?町3
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生徒数・志願状況

1.(1.;: 

1')[' 

1 ，('8l 

1.1] 8 

1.ICG 

2淀川

1，:;'::'( 

J.WC 

合併ぢ

宗
一
山
一
則
山
川
一
日
一

ω
二
一
山
一
川
川
川
…

表15

年 日 生fんた只 | 生徒ヘ民

187ヌ':::l:J沼山 7:i7

1ト，，-，明計引 :~，) I 

1[.三7':¥司Ui7} I l.r.i9つ;:;い5

I ;}:，"Zl町台 g) I 476 

I876 (:tJ治9'1 I ょ口じ

lぷ汀(明治I~J ) Iω  
日7白川h;:1ll:1 I 1. 2~ (l ~，:;ユ i

l山 i 町台1:~) I ，:!: 0 : ，3;:;8 

凶f'C 川口i出 1 ， 2~O 81:¥ 

1出 I(明i::il，1) I 凶↑ s当3
1;~ふ三円 l治l刊 的 721

1どむ(明治的 | 上山4 96-1-

1前4汁l百17) I 2，227 S:i;j 

lbろ(明円I{I I 2 ， 2~7 2. "U 

V-;"tj ヲFU19} 2 227 79:; 

I g.')'? (町山0) 1 仁 川 ， .~，/，.) 

15 マ ':::l:J:'百三い 叩口 l 弓弓'-;1

lI'-!lq 附::::::::) I 1，5:)2 Tjl 

lS'lC:川:~;'-(31}ωlì :1:{; 

I S'J I 町台2-1-) I 1，山6 i:l9'i 

l89:~ (:tJ::古2戸伯(j 99J 

l60，-)明治26) I 1，u:J6 : ，:IUI 

l;~(i'; 刈 ;;:;:(37)ω(ì ~ ，:J7C 

IS'J;:;明治28) I 1，山(:; リ33

I89i) ，川口"，) 1ω(i コ;i'
d'J有 法政芳イ三 ui¥H大半説教育-t(i-ij-究青本善活 1山4:4三;J 1-1.H 

t 同}

3おC

:iJ32 

戸1δ

:i)() 

[ ，:;9'; 

心願者

1主主ヰ2紋長nlは 18日 9 問;\:]'32ノ年 l l}-j 、 1司令沼.39号に~，って尽 11 さ:~L7:二~中叩1

4、院にわたる犯紘の藍fすと )1 に、現役~_l:'I-C 1::各辿隊におい ζ茶成 椛允づる

という 1'1 官制11;(~L:土手が、投革問 1;'，こ止のたさな理由の つであるの教導同経日

内陸軍よ 1" 学校仏人品jJtの!投与さが、教ヨ与出J::原告毛IU1ì i訟はと t-::mH干の寅n~'f;l-F

を招き、続 的 一官長成ミ平行機|児を紋おじ1る必要注が乏しくなった。 教事川

主維和する人flg.物IF]削減が、教'-l主111'克 Ilo)o長{山梨限となったようで品ξ"

ここ V点、際司1:1;土草Fでにおける]I [+: ，，[i教育につ v、て触れ「おきたい

列車会之β~~B学校がIf制) !明治1:3)

;ニょっ、"生す i中iJ江主rz'，1
守'?月、松本氏問、特ノ¥;::!f;ら乃l千:J'かけ

された。ニ(/)興計会はその段、 11'%1日ザ協会と:~!z:判、 L

~1~61 二日社以)(l.'!ol)2iワ
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て1898(羽 i'lì31) 年、市:~Ji;丈会(?)町立す三共に、その組織に吸収されて J ¥ z.，t'h， 

|司会支部語学校には本科(口間部)と!J:J科があ l八日j科:よ、日(I手投与IJIτ!

宮の(めにぷ宣され、夕刻J(1)時間滑にほ業が行われ(.同校当月:J)号Ijfド|は;1')

名〈あったれにその中に、まえフ持出生徒が角まtしごいとか、 L うカか、lは;i;;κ、悶で;主あ+も〉る}

E た、 ヂ殺z，嵐草閉n司wη)d:校土7手科科fド問件'1午1に:は三 l川1'1阿司口J1[叩Uの〉干t討sJ!はま人
ヨ欲詰が込F彪t半救之ヰ;ι子;1凶J封jに1おiμしい2て;兄手られむことは、 h似3飢{的て興昧深ν苫 弓t4i救出jj山」す

の'?くの仙割i将校が :li:青・ 11烹「仇はそ j直て、 '1'岡大:1俸においれ，fiJl匡Ll:こ

ととた関係ではな治ったように 2われるからである口

すでに沼 i反抗 2;1::こ';:il.、、触れたようい、むが1"1長初心外向島主イ1民 ('1'["1 

日斗同修ノ i土1討71(明治 ~1 ) -4cユ IJ、k久1止によって山|王科学合命ぜられている

それは ]治作肘条約締結の九か月後であ~-' f_' 外務省はそのえか月口'J、決EF

お」びi千諸手析を設置〕て、中国語救守ドロ手した口洋諸手併の対象詰午は英

科 1L~{'; 、羽(認が 1:'.1\で lゴンγ話、朝鮮1Fもかまれ、いたもようで品る J

最下主、仁、 I;l:半救導下町w身の主な情叩将校について検 lすする I表lti)

1<16の引く、時写教浮回出身の情報将校1，，::ユ、異色のj主吋が含ま札亡いる。

その三~QtI は、凹 '1 執 でめろう~ Iilr[ I~土 188!1 ::~}-j dìI7) イl 、除草段導 i'; に入り、

住士 i、::18 rtn . 院大(ぉ )Jj: ，子持て 6，青戦争{二党以した そrコI言、口シアJ4
学時代[..-~ (よ νな1，_-人{言し、 1Ri' 11紅に円ンアのい人手設〆て|岳会ヘ礼拝に行く

など、徹底した口~> 7研究(没頭したけ まん、地ie述|当:草71労L-f、日ン ii'主

率的じた]接調監に震を民、、だr

君主諜/!':t;I~ ，:よ 190;-; "明治初、年生月、市r?i等参謀長会議か開催した υ そ丹市ト、

十三 )I[敏 1乱怠 ~~':4 訴前:部討が、出羽 .iH-;lj 西イ出町t:iそ投支湾鉄道))1え足 イトf二つ

ナ¥， 1司較告は、 J9(n :明治犯}年日月半にロン 7 培、 h侃胡校、事;~1ペ~I;第 1ff

lこ配同された凶'iぷ 広民少1to--.，起業によるものと与えられる Lど:I (i帰朝i十五
百の前竜ご、 ;Jくのぷうに青玉残しているから Pあξ}制{

「小宮しけ'I'Jijj手、 H 今、南部:~r~:r可司:f~旅行して同情干 J布経由、 2ふう行 h;)(1 

11士一むこ帰梼宇べき命令を受領し、 日月初日東京?こ帰告しと(中''i)， 

方言行の斗的は欧京 Jil派遣4るf'M;i:}J約七:Jt'r'-と鉄涜ム半の進J歩干互を説

阿川内恒0/、『近代:刊、のE字ゴヨ語教古占(1岳滋吉原、 1901if) 6:~頁U

s':" :-ri:上、 60白戸

出均台i古 111:i:!'11誌 f云百じ Lト) (1刷、書湾、 1981干)181同

Il:i当日CC'2(日):?併1
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警干し日本日に於て、 ドだ右1J ~:i- つれさる水路<7)別、討をも"旬査して、対ft~

作戦日 ll~i に供立むとヲるにあり」

表16 陵軍教導図t担身の主主情報将校

?と 以ト ムー !トI身県 Ifi日対主 fえ告ら枕;jxi::{'T:i，'i:) 

川相景 1~ :日{ll_~告示.;; ， 冗'，r，両 之君日 三佐f.lL'込 fH~ト，)、防j

十 H ゆ :向日 受引 荷主1 ヰ;;rk-;:-~凶 ，と('，

木村 i上位 ，可-ヲ'~，"苅r 乙くり f 再 ι号じ 人掠;?"(白住}

波太山 ~00~ rei:.:liえさ/ '~賎 ちぞ;;1じ 川下;J:~_将 J

神尾うt 臣 ~ S:-J;， IJ_，--'n::主"'" 長 11~. UiB 住i-r:<;，fC釘(L.: ，';'~F; 

;CJ 川潔 l、 匂S~)l安以U、 島 4民 告.• l兵ノに1;0，;-;;I 'i/'I'~ノ

')li 町 Tト土H : 3:J9(';l-jli S 注 入山 ム剖; U' 汁、I賞与lf滑"1-;;C'Jr(、府)

恨'1: SM"ノJ，;rr:n :11 事 安;;1; 中n立4 来可官同主公 lプて込L

t'-.: !1F 実世 1同;'1万延)l.' バ山 口、、 1:1氾i'-' 日“一サlヌ一 l凶一'<'，J';一、J 

小 1 ，秋 ~'þ iヨ:-<')¥. :{九2~ 犬」牛，~ド一 J汁r付占 ::':;;1; ll!' i止iC~djH;f:r .J " た!とl

E イド ィピ :864' I~l'吉)L: ì u r-; ロシア γ， C--+ij ~ }J(J 

常時 !") 二日出 '1 '-j;;/:![:~' 戸大 刈 1吋昨日付 l 柿~::< (::l::¥')-i 

荒テ下 ゐ了ぷl町 桁 ')1，広c'I::，' ;二議，宅 l.主E r-:~ ;1-'fHz従'r;-í防長}

主チ新?に;'; ~SCiS(k量 t~'iLノ 宇←{f，叶 主汎J ホ隊長大，I-J~ ! 

下町 世 市民l毘(S7L:) を t足 」ι訓i ~:者木1寸 ¥へイすj

武藤いよえ 河川何Jit;，-rr:，~' 佐I''! Ii 二¥7， ì主|ム主~1:'1 まえ古 t1~ Ii:/r {，冗剖J'

(1 川義~， i:lWI明治Z; 愛婿 )(-1.:1; 月十一大Fド {フI'::i'i'!

下ヰ :-};J ι 曲 -::871小:JJi亡 歪;[円 主f:[j 比庄一二 (ノiρ手)

J与さ咋芳丸山 i:l~ 6' 明日日) Lj I杉 I元1均、ゆJ好 尚ア円 :;.:，{;:山量府(高等円/

111':'はくな:-; (-f;、lFi，1) 乍、両市51El青 σ〉佼会うらみて \~í 笠(;1文 !f~会総裁に就1TLて

政浮へも、身した日 i →~は 10"'7昭和ク}午 3 月、右視ν、j 国!こイげ)':Jご|有閑を組

持、 LCí'"G1t稔理大þ を f~め犬 I ロシア i凶 I (1)倍付参謀将校かlコ首相を務め

た問中!土問軍投導サローヲ，(í'中、 -pt~ 呉彩?争放うている

1土し1て 武藤fRE三(:.~ニ1111)忠則立あ (yr::)れる が、艇は、|品平敦津市山」ィ者で P

だ に ιU':'府h 苦]-<-lーられ、住軍3ス!と乃 〆〉、救n也、応をt'2Jめている iンJii
JtQIJ は1古'2'/ (:li11':.I 2) /r;-ニ 4円、出qIJ'.ii: 人j若山F卒中フて「六 (陣軍大将i ;ニftr}ノ'fL

二日社以)(l''!O:J)2i日 )"只1
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ているご内川は:;~年大f官民任伶も、 : jig:;;iぺj宜主ぷ μij<:-官に(ユぜ:-)fL jf;;:品交に

おい、，;:!際干1.:告から':::;¥:土;'TiuT;'子受けた J

伸J-Li己FU::187': 明治 7) 1j一、|ぷif:ttJ草て下;こ入1')、将軍|宮了校を経出十1-，
に陸軍k将に栄;r.:L 、男爵v与Iナられている 料足は(工ιl'後、中五fEの習仔k

枕み、参謀本部に hげる l 支出没」と L\ 重用されたい q~存卜JI 庁'I-::} のi古?1i:!W伐

の中に歩兵半1!?から|生半;~*干にのぼりつめたれは相[fl主 人しある

「口ンア通」の荻野末古hつしては、前原第1↓-thおしても触れ?が、 lおおi

(Stl~Ú14) ーでに注 7宗主引い }l~) j.堂、参謀本部へ;lj;.上し、ロシ?¥派1Eされ一

仁し 3る 三し4(:YJit.訂存') L H、日E容でえ争いお i平参謀とし亡や.:_*1，たい萩~r-f'

iよ笠年1() 1]、1'1/1品安Ir.ヤ?を長員 (治j"'1半吉す持吃1怠手;斗為斗L吋:平阜少4将.，})()のノlijJi，付;行7員と!仁Jて、

i休本計吟t::タ条Y己二y約つ 徹〆元z引)の郁結;に:寄ワし Jたル人一三L 手帯主野:は止巳福島の測!主エとLて、 認欲Lドノ/ない「口
シ

、よ二 F で、只 }i刊 )'mt:í.将校・泊!t.j~ f: j を Jt{ i;卜げるハ泊也，j~:;:18'13 (1町di6) チド
2 J ~、長二主投碍同r 人リ、佐平~:rf~j こチニ校会主;f: :tT して百i勾戦争に{~半 J 心 酒匂

以 18i!J 明治1'))年8月、 参C1:1ぺ15t:'rH-f.上L翌戸、 !清青同;に、7汗h円j遺萱さjれLて川品じ主J討コよ

〈σF川1満前州σ引》兵 l山ωj

し 広|件帥ヰ柑i一十ト ドνA走、 \(t，(.十太 jω令伴早恥j 円の伴よ主正をイ吊訂ノAにしマ J持+ち~;¥II' -:〆た 参苛誌:ノ不ρ:山ιμiは主、
担栓i硲喪:に:イ一の問併午読{作/午「業t，:..ι 行~，¥、 l凶世宇記己没、平|ドF 、 1、山中~J廷がeHl¥!ト直接支配L、

新巡、 出も服属させ、高匂it三〆も射った lとv う?;74が才TらiL-(ら1し七が、

のちにノ h1) 7スな明文の改主主、として.llii'合流されてし 1るつ

Lソトのように、除~教専問;よ、年くの有花な情報将戸支え主出 L-C V>るが、教

導同は、情官公野川IH門釆子安!北す今投育械院では勿論なかっ式。教i昼間諸共

J"I生徒手5:別表(主主主事注乙第日号j から見「も、救::，=t出!本、 1上'u主叫の九め

の純計七 11li 司王手何千校であ<，た ~fi.7;.科専門ぷ口.])ほかにI)j?年 'fj宇おJび向

J)(.X:-/;滑などが訟にされ J寺:二補神・変凶救 rtなどの徳 I--:~*I--I ;おえま才ていな1.-'，)

Lかし、各;三五十/1:.1;正河には泣い教有期間どは行え、 それそれの内務f 話、野外

戦闘訓練なドを過と亡、政友〉しての )]1凶な.iJ~';背感、国高市、そして救導出生従

問主韮阻 Iよ開 i引法仰の五?日(百j:!;l，文隔、 1U7:>;--) ;-;-;耳、お買 人珂

土Jc停 I(.1、 lBSllI.明治i:)午頃にiEの長安 IJ)!吉林品、来安r1"寸にお、ミて交見
己れた。￥さ6.3m、:ln!l:，:)目的角柱状グ)11' e) IJ4lliに1，80つ'-j-'.ij'i要文で郊lまれて

l.:.29; Il:i当日!)c.， 2(:4) :?(l~ 
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。){云f少がはぐくまれたも 07)と主えニれるυ

校三主:，，:出身情報将佼 (tu時多目的の(lEj翠が、教4UJとと徒に勺えた影響もまた

少なくな丸、 Iこえ|湾軍 1吉了な〈円転入の道が|羽:プさ1したとしても、教!t手司

生従前に中回入T士への目、い珂し、が高めら，h/::::，'-=:，i主!、とぐいハそして、米Jt1果令内

11fdべコ 'I'hf~れが動機と ν て何沼し、降"'校専，!:'I 従.])多(を '1'1 司大陸におげる儒

幸1，釘tちにjJ同づ[-jたものと忠われむ〉

それ〆同時に、 i 河への応蒋将校 にふわJ車用子続%cぷ U'統制lは 五五止の!

11をがて佐平人民/ρF.:T;]し、主主:ι総λ がその運用を統括するというものであっ
たu 消 1J民治 2設におし、亡触れた I--r;嶋将校・下士心得，参謀本部歴史吊長J

明治;口斗斗に上れば、叶yJEは引がらつ各員こ詳しく[::，1京l日員らつ一人たる:こ

を忘ゐへか;~-r J 止規定L、手とえ i上官であっ亡も、香謀不おの l::l t:: Lど
の U 党かy~~<求めらi:.."C¥-'ゐι七草救寸黒川!斗骨の将校ト!肖の多くう¥この「回

京要見 J というスフータス(こ l六七[j<)J 七十方jU;今、守を亙ねて、 '1'七1大伴;二日司!

の坊伊沢めていったものと"lJえられるr

4園 辛亥革命と参謀本部第2部の対応

辛亥革命勃発の背量

I!JII紀巾葉:ーをflまるド討しく土列強の特格的な中匡主主tbが、 、()()10余年に且υ 亡rjl

L正に TI~jh した 1詰 J汗lよ引を机 l主かん動揺させ、 l ↓i 仁illo) ル'dtÁ0党隔を i乙-J-:i.!!出と

なった(礼二日4U(天保II、年のliwJ片戦争， lW:i()¥志んく:i)年から15年におよぶ

んl'J、けの乱、 1860 万延元、"のク仏jU吉戦争、 1881 ， 1明泊 17~ '(;の官、支戦

争、 l的':(~nì台つ7) 年の li J舌戦争字、さらい日間 交政!1)年の乏:埋条約、 l所、 1

'+-07)北京条約などによる般東)JlIT~，おける 'n 政つシアク〕存政在主，(

l'蚕食が、浩司グ)休}J-f主退lごす('1ょt，去かけと

'1'刊に対下ω資芯;ミご克ダリ治J)侵:lkH;1:清戦_""{r校、 まずま下激Lく虻大ずる。

符 tこ、 I1本の内紛を奇貨と宇るタ匝のんtH見な1畏上分割、利権侵害の勤きが顕

治になる。円シアク)旅Fle'大連、 フラノスのJj品川;0，ドイソの謬州汚、ノギ;)

スの成海i♀l:;-~ との .êtl. fii がてれとある 91 ニれら亭'1'っは、汁?を?とH:f111J本県内と仁

仇j 及川|↑日也~ I : ;同政{有史 t農応出信、ム9iHイ刊 1京

日持 t担貴1:吉 I現代中国革命の起源根市斗、 1974ゴ

二日社以)(1-2(3) 2C>， 

1頁

:1301 
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て鉄、立 屯hの救出、鉱，1，. ~j坊の~，j ラ去を泊こで勢 J; 測れ j主張を沖九、!寸シア

は満蒙岨キ .:I~. ノランスiよ広点・広内、 ドfソは，1，車千両 { ~r:'~!ス lょ l<i Lf~;.~ 

岸 自に支配権r伸:二 'cj二ったのごある山

内欣竹田:の侵略l市平']権弘行 L主~..t ふ中組民すその;ぇ了s ~，土、次第に fLj;~1ヒーィ、話

1l~n皮 fj-\、壬， If!lめたぐ ぞの集'1'的表山ペコヘ 1900(羽i'fd3jレ引'j.Gi1n.itfJ何事

件 cある}この辺勤プ，)，'各地l二拡大す匂や、 五朝;二成作;た浩」をス u-ftシに

抱けて判明勢力の司外，I1iV逐 ~H件主し土、しかし、外苅の ~m力な式カ~械か招き、

活相jは深刻JなおJ己に有阿ラゐに 1 った H、英、本、仏、獄、伊、宗門 7か百

iz イl告白 l町民を批般づるための警空託行勃やら円(こ出 tてし、ニグ)-~.f斗を市ìI;!.(~，j

2J その結果、列 ζ1:止、 c!p. .:な賠領令と:阜隊 O_)~ じ氏 hi;_~i マト ι山し~I \，~ ~.;.~，めさせ、い

わゆるけじ注 ~;I:f-1t J を終結さヤトのである三

1907 (明白~O) 午かふ明午に 7;ふけた革命気運の高測は、 立終日 Lていたが、

1910 UlH ~Ú4.3')庁 2 Hと1911、flJji'h44)年 4円;こ ¥すぶり続けて v'.'二，'[，-{;:;-:to/

蛇がτ ぴ起:川、徐む:(，，-"I':-[:.l.;Jμe:c:広が:，会見せゐにでる 1911 (糾tt:i4-4-)牛1[J

(メくに え昌l起こ Jに Y 命運動は、忽 ι全伺手守地にHぴ火し、 I古車B;~()()月1011

"iりllTを町覆させる子最新となった。 I古:t:iJ)導火線となったのは、一再廷による欽

Jf::l:JI有;r}{敢に反対Lて起土台れた阿川省tcs)民動τあ.，た比七

清和Il政府 1よ、iYi:1暴動の式/J叫圧を決定し、武法問屯的‘ギロ与をi0J:I'Iゴ?に沢法

L/::" その治果、炉、品のチミ留市j:>訴は、怖かな 1ミ力を浅 r こと l な勺た~か

も、弐r「?銭J，-，-'iの新J率引をすでに味1.:に引主人れてし，t，革命以は1911 (明的l:i

年1()月11.'ヨ:火j、浅じめn:.-ア相l界川?おける10-r;";ì'}~f1の北東~~:奇貨とし亡、
弐日域内lご抜棋を制 ν た これか、 F守政命発端的治持ごめゐ刊¥

参謀ノパfl~第百部が、この三i"，えゴt.命の勃若いet' L 、し、ョミなふ TI~ ，:， b、態努を(: :)、

どの J う士十百 '~JIZ支2 付Jを展悶 L たのう、参謀本部泌 Z 部長の.l~;青基本 JJ安 1 ，こ

川完 1、2頁い

Sl :-riJ上、 21Qc 

リ 'u';.1 、 20~n二
川 f1; ト 114頁

i日 Il;_.L、225目。渋1には月|号、長、 11、治、 mおぶぴ:1本の羽界があ1'1、領

事が虚在してい?に

回泣JI、ff:!掲当、つ2民 1

UL II:i当日CC'2(:2):?02



H本陸軍情η 河代レ平安'::~(r 

基づいて、以、に玖討を1JUえたし、。

(2) 参謀本部第2部長の対清方針

参ft イメ ~-1~1-す ，j' fJ~l 秀j;-t ~t. ~î~ 中佐 イ:):1 U用、 4ワ}淀川土芋友革命勃発3E-.Y¥湖

!ム花、1=;'.. ~反よ{刊の望号認を j そけて武Fllこせ:月号将校とし、イ1 イニしてし h たこ 、1凶はt去

年、']吋十?と~--J::.I寺 J)校慌にマルミて、次のように述快!て L ミる l判。恨めて興味深

いlノィ谷であ之

「其夜我芯誕A 却にH'Cして、事前引ず干10なりざるを市山したc 状る;こ

山で1']1可舟式ο18()9(明治::) "i-12月、イ111i品|まれ 本はじiZJ尺品八五老J)

つ、総七「イ!の人身 J りは前!?仁立の水名古古生均の娘， J'n に日告l?授をi:~~]，

。188フ i.b/i~y ‘ 13JJ 日」平yJ)ノ手わ:人学c

， 18的 (fYJiI.i2:-j) 王三 位半士官学校三千煮、 f干寸U

. 18~) 4- ¥ i叫f古2i).:'.;- ~ 箔戦争従半、命共中付昇進に

‘1893 (f:[Jι!.ll)席停平大学校入子

.u判〔明治33) 苧 Jこ:立Ti変従l下I
ー19G1(明il、3，1!ι 陸軍大j'校卒業こ

， 1制'-l(IYJH;，ソfiノ年 ;青 l:i;Jk、 W~;:守校 t保九}宜主、長 11 ぶ接請L

・1削 f明治)'7) 恭兵少怖に昇τ邑

・19侭 l明治!1J) ~ ;J;、F-市(ι:ケfj主ー
。I(付9 f，明出iいJ立 法百L〉月号将校 (J¥日肱夜、張之i月3日、:白人

・19ム1 (め~ifo"l ，t'i存 羊亥苧む時、品ffJ宗主;長υ

. 19~2 (叫{古4己主 歩兵ん1:!l 仁昇進 (4:-l成 l 、 f公共2~hι浮上元(1:1: t.(1 ') 
・1(1:3しに了日2) イ 治目立三耽将校 f武山、安7T日夜I'!'i)') 

. 19_:4 U、正日3) 平 子 !:iijí笠編入 U~\~~) 、 f土友入社 (4 i)f}z)， 

ぺD3i (出キ:W~) L 対~h 京在、 Rd 党表 (G8~;.)

， 19辻 CliHD2Gノ戸 タニ天、82歳

i割支:;ち'//1片iーへ記橋事会「戸主主文同顧録 卜巻、よ村本救 iL 叶犬、 1941~ド、

):，(1 の?X'.~から兎ごも、、!r:州立当時註軍日 Fi-'j き )-c cワ注ノ¥!日わえ邪@
であり依イl、光去された、}J"[Sク)I 汁支)J策私兄はi也に狽をみなし，_:~f.~ にある n

なぜ宇部=が。内を挙百円本己目。コ要年it:こっけなか勺たのか、期刊の伐る1ジlとめ

るr なオ二、寺西も;1"、第 GJ~で取りこける怯布、|作員 I 今、てfth ノ、;~~Jに最長ま

←ワカ込カゐ分J 勺ごし、る-

O~) 刻ぷ必労J守 L，正編纂f:、日付弓 t号、削に頁

二日社以)(l''!OJ2Cl :1321 
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参謀本部では寝n に水。)王寺~.-'1えに接して、これはFfらく、1凶が公立いたの

ごあろうねに尽っていたらしく E半円 f;i，:ょ/1、i1 帝革命イヒ 1人とヲ

る局、 W2 '~i- 発するに、本部では主r 令、狂気心 J沙tYJ と t~~~ !~.ι 其 l何

i力:1 凶にで打、イメt:ISでも :t~ "f Þ.;ffi!~l を召集し、九足関ずるりf を紗:色、 Lて

初めて担<7)'(ぷ→が半1":であることを認めた次山であ JったJ

J十郎芦の 'h記」にほ 寺~(/)B つような事斗小部内心狼 j~ぶリは どこに

も見主トらなし、。しか'-，、二[捺11;:R"荒 4 江不良以卜のきれ EZが、忙しく郊l付 ~t'飛

'J凹ってv、f二」とは児j主1"じりないところで志る〔十与r;pは1911 (明治44) 午10

月山口(金)の 口記 (こ、次りょっ:こ書主記し{いるο

:-~;~--ITj ぷr，の託、騎兵i上隊も詩に抗:阜に投 t、共作製定町:乙も.jI;手に帰

し、長t:i/Jト丈をえのヰi あり)治活は:;$~.大"， 1告邑に、 r~~町市二、市J、

~;n :を率tλ in~ ，n，(，í) 均車を，;，j^ ~t-)べさを昨 l

するιとに(，j♂、出'1'平務14長と|瓜仁:td-'.:

l'命 rT円合Aク)収合a;ムL

二の記j~から、先 1.-述べたJ高利lz!的 {i')j .J，.，し、が:~Hナ L7 られる コま'}、情活は

同午ム0月12:1 (料、 fiei品， E7平人アマ:才'Jc--、イ4J?駐屯の第つ、第G自1)国にパ邑

京{.';'平ク)制 FEIJ'I討を i計二ている{また千七三宵刀、、従軍 l守 ~ql義一事務同士ミ (:;4去

半生、炉、 ìl;rny，、 47~:&) 乙協議に人っといる tt十ががかる なお、土門司"骨じよ

H1I"()JJ 12: 1 (木)、」とがi;iif 庁本恒少j':;r:，，)叶J電Lλ ものである そして、千

部'H'(エこのil、寺訳本市;:.おいて忠太子最 l': .1百臣官笈の}、習を報告してlィ iる{

千都雪L土1+'1'10).;15:: (川、 11限11にもかかわらず、参み本山に1'1¥勤して

いるu そLて この夜、[郡片の側む中の側近、iI戸川医三品、:式中佐{叶じ~::1i， 、

Ij 21~1t)むよぴ小山秋作予備役歩兵大9r: (祈潟県、相歳)こ自己でタj立をjf;に!. 

て鼎談し一円、ど〉11)b-J与-;'/;.(i土可11?~t~ ~乏~濯には ~i-'Al f! i 1 'r :S-J' ~~ H-_~") 起き1、

'Xす支五 ;-~L 見 J を起きし、パ三をnて今回対待行動の基準と砧さんと役するなり

と「円罰 l に吉主留めマいる lヨ

この「メす女別弘吐」が、'1壬女手合Jに対する宇都:S参謀不部品日部長の亙~本的

1 J動万引である日従}て、少しJ三〈なるがか正を、以下に記載r/0-. 

1'1人 f勿論耶法

'" l 三ナ二部古 C~::: 1 、483.'ffc 
0" Ir--，j仁1

l~;n; 

対支部私見 U'i II'Y1' 1 ;1 IE C 

II:i当日CC'2(沿):?(l()



H本陸軍情柑将校と辛亥，1，命

告、に、十世界全面積百1110)八|五は既に其塗断に帰L、モ口ツコ、 トリポ

リーの山地亦た将に折れて"H，掌到に入らんとしっ、あることは現に再人

似副IJO)事実にして、白人耳石非府J加、内人布米千IJiJu、希くは門人j豪州等な

る彼竿の珂想、は最早耳iんど現実に近かく、 U人世界なる彼等最終の期恕

さへ亦た将に実際問題。〕純阿に入らんとするの今日、支部はf正常阿/1'.;作

の為め、]]人]']強の政策上、 ~:ì"I'li之を J1L取することを得ば勿論上呆なり}

然れどもタl庁司対的の今日、此'jf，の 気直に支行し得叫らざることは残念

ながら之を目 lの実快と認めざる可らず。然り我れ直に之を取ること能

はずとすれば、他にも之を取らしむ吋らず。是れ吾人の懐抱せる所謂主

那jje十論にして、支那の為めに支那を保併せんとするにはあらざるなり 3

主;那を保全ずるには其様式 二にして足られ l陥ぼ現境域的怯にて之を

保併する其ーなりの 分一分Tiくは数分して之を保存fる亦た各其一法

なi)。帝同の見地より論ずれば、現形の僚に亡のx那保全は同上人口和
や過んにして、速さ将米に於ては或はJ羽て我て子孫0)曹、を為すこと熱きや

の虞無きにしもあら F。主主許かの剖iす同に分割して之を保存せんことは

耐凶としてはJLも望ましき所なり。

此肢の内刊しは今少しく兵前Hに発達せば、少くとも満i其一族の一国家に

うfリせしめ得るの望無きにあらず。 Kは胸l玩深く此ん圭|を硲し、以て今

|ロiの時局に対fるを'"要と!仁即ち国際の儀礼卜及我対清政策卜、衣珂

には当然現清朝lを援けて其顛覆を支へ、裡面に於ては時十訟を見可|らひ他

めてli::}，宮に奴徒を援助し以て訴々JJ:強大を孜さしめ、適当の時期に及ん

で門中調停 凶に分、/せしめ、附して山来得れば其双hと特殊の関係l例

えばーは保護凶士了〈は]イ、類似、ーは|可取と fる等にして、比間報酬的に

満州問題等を我に有利に解決せLむべきは勿品なり)を結び、似て時同

門中ムの時期を付つ可きなり。

打は此度。〉時吋順当に進行したる場イ干の筋書なれとも、タリ阿の~，t々たる

と支部人の知見鼎識なる形勢は今後如何株に変恥すべきや素より予現Ij-j-

wJらず。 1えは前i主の保全主:1tに拠1)JiIJ阿の爪分を抑制し、 t:lて位}J欧米

勢力の対岸移植を妨害すべしと量産ども、大勢終に分割の己を得ざるにで

るや，f~れゆた伏して袖Ti芳慨すべきにあらざるなり一乃 4少くも平昔研

究せる南北の諸地方を役得せざる可らず」

宇都宮は、この「対支那私見」を翌日口(月)、参謀本部におい亡参謀本部

北法以)U -19:>) 199 [134] 
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同イl将校 武凶、水制I剛丈引に各1;曲ずつ浄書させ、宇都宮自はが書ν 、た ~IF と

(ヰせて一部作成Lた 1 そし工、その内の一泊三E:it~第 4tT.ょと1公);.11恨支万江主
長 (JtJJ::.少位、愛知県 n歳)に;j::L、もう l出企 J需品台訊次長 (:~-ht 什'[ L-(何

ヲを求めていふ 13 さらに l 主:;'，~' ~，~: Ir;J次長h 守JLて川ヨu総 l布よと己、民巷33t

詑長、白本F毛布大「、 そ0)泊。11釘係省、 LU~1. J!~ E::: ;こ説明を依頼しにいるいつま

り、 J了占ß'~' は II らの「刈支部私見」 宏、:，'1;;~-_::J (7'.: r-fi.J支ガ11):1本JJ主十」とすること

芥希望してい介のであノJ そのIIの'11克、福島参謀;矢尻町同意走行亡いノ"

そのほう¥中主:iP!玉、次の人々にも 対支部私見 Jを示して、説明していゐ ι

?-i官収量勺務戸量採JロrJJぺ. :，-，l:4-'-1Of117H (火1

1'1阜:);{(;-:II i将ー涜14附団長(宇都宮j

安合資会乞

(上)-町、γ10月21[] 

男爵岩崎久弘、J
 

. !'rijifl0日281--1

七む干:点巾!司文会l日I. :1-1;年11月0;;口

: 11:;じささ仏本部第一部↓、、百三Tj;o1早布半務lコ，JJ.，、

子部下言はこのよう i、山 (---1，ク) I 刈支那*""1耳 fむを手三;j!ずるため~，:，::1ミ}J[到の

要人説得に動いごいたよつである

宇都'glよH'IIO!J20:1 的 1::，i戸」に l【告I+ICノ|帯同 1よ益々効糾ν来 i')

多忙な 1)J と沼く認めているけ 7#1;\:\ は同，~24! け心、特別11拐を以て武品

と長沙 L 派 l目する丸Jι 、木村;:trj六\G~に討ーたの J ろな Jli大を与えている

l 機会を見 C~Riム (ir平に子生之をFノり:ること '::1， 1___ 抱ま L 何人の資格;こ

て終結変1/1Y山、て'I'，}Eづること 京世f却を r:→ノ、る、1.1め守派する布、百

(JJ，'I . :ul1.S11!120H 

甲佐:':~it:: t-此β、 Pみの ~II不をワふ

このキのわJすl地域への特別J;:;長選が、'[ぷ j に川れているー←在日宮の品初 CI)-~ナ i ，Ö

じある

なお、 I民昌へi民社されれ丸山主砲民大引はささ1:培、 lfl~旦において禁τ1l、お主 7だ

百興すJきでを支援Lごいた、"1対止、兵中イとの担i軍1':こ人り、 わが~~C ，~留叉義勇

軍 ffゾ4む名) をX1:-、三乏し ι渓同会守備にihjtししいるい

rn I円仁、 484CL

IfljJ、187H，)

(1"釘 f<>:t労者L~~抗議会、日ÎitQ 古、 S05頁A

Il:i当日!)C， l0S; 1:>8 
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宇都宮(，;、辛亥基'1rJ'にi羽する↑百減収集および点ポ;上作れため 多くしつ i海外

派遣計」や紛争地lt'(へ送り込んど(京17-1， 2 i 1(1'-; 参~~""市第三 l市ζ 、

の刊J応諾勢がそこ去日芯れてL、る

1911 (明治44) 年10月 ~12月、対;害派遣者

市イJ丹1: 階級 氏 ?コ よ己与配 ノ*"返iU止法士 最終陥恥 P目黒

;uJJ 1-'1-1:'ニl 守山 山/す ~- 1:1 ';，:-1，、部 云，ギ -'!-; 
1: '，:'~ ← 1 芸公戸j令 r-'，

作"青 -'y 将

'"1 I むー人らめ; ι 情ハ藤lS' 足1， 

:O}-j3¥"t::日l ノム . rh/主 井 ;'i之'" '1 じ 'J S h~，川
i主将丘
5レ 将

寸! "云 e太平 メI( 之よ訂正 I-.i毎

月 "f1-:'ご l 歩合少性 t 史、 12: 高知 :3:1 北京
芸 ノト 子守
ノ]

戸U"， 広.1=:，，1午 7了戸11 長 同 {I~r 4'2 
f日l 向 111 長
ド;;青 中

戸目 ! 広.1=:，，:，ギ ベぇ可制|八i市 引車11 1l II:.-i育
参マセ J 

ょ;y ビ:日l 江 .!yt!， 久ノ、龍太却 女域 12 行l京
民団 Jミ
ノノづ、 i: 

'H 弓:)H~' l泊ーすて町 蒲 li-'< 北77

: n:市口':1' 申告.}，);: fi.:{ 日 :Il表部 Jヒ古

"!j ，，: C主l むーノt，<:主 J ノヘ 司政ロ 十芹I+j

:11 1、行
騎・ ι!-';，~. 受 ジJ 丸太山市

北工、
J;: .少D， 8lモ却

表17-1

このよ λl きさ謀本部:~') 2部は半命針発位校から、ヰ}百;J11務(EEJ:E:--;sι 山 a]

情報土 lι ヨミ)を付 7 した「海外派遣ス J を亡Þ~ -2í- J色\

急派 L ているつ宇都宮容謀本部:~)三百;去の '1't， {-rUX長にかけた嵐官とち子j) が銭外l

日lぞ1η守口ts;r: ~onつ aτlü:-!

戸わる!げで，J0る

1965千下、 日今日}、

~1361 

ム号、
f
-
l
d
 

行
丸事相山内出口安 {ι 去「辛亥手 ~-!l月釘、資干

二日社以)(1'191) lD7 
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表17-2 1912 (明治45) 年 1 月 ~2 月、対清派遣者

長/，-門口 |浩級 J.(， '，; よ己ーす県 i'，品 ;'，f:à~~';\~ 汁ょがイ南限 階級

I n l;i r::)円l 4長φ ノi-.:!; ぢ;ナ↑ 1占均 守1:]):1:1 :)4 月Z均
青よゴJ 持lイI
t ノ仁 佐

wJ I むー人伝 瓜t t~J~: 

I J--J 7，日行':， 立よ・大{!C ，~: ;:[ ノペ 活 耐ザ己'/2.;戸 '1!i 象台
山リ 団 J山

l1' 

:'，1卜 ドイリ 命 "} ¥0， I'~ 毎号ア 括本 フ乃 :-:-:-r{'j- n卓収壬十九ρι仏、 j守

ζ 汀ド[州 赤毛 f.;，f行 守 [;-1 乏Ij屯 保|川l 1付 4』kl. | iす務慌Ij，~ f"i:: 
少 .')':1 

騎ゃ少 jギ '，;'; Iノイ失能 距 jf'.，~も 3お 円 t引ま史 小村
司ト

't，少i，!i 日 掠
日 h

2吋lC-'lj:':，'1
't，少i，!i 内 u貞手〈

差すλ
ム 。つレ Jキ 再手

， ~L; Li :\l lt、。アて()， 品 :，1 うと jl-1! 陥V川，"町，'-' 1~， lel 1 
山h Itl ρ 

，ri 

工H1-1-1 i:7Y:' 虫色ノ'}/O， V々 ヲHヲ "高知 4~J ]I'，!六
，ー~ ム 1') 
b jす

!};，. )記昨 CIl :1 時
斗l上

;t~. j(Jr 松 1j" ;';lj 山 内-1:15:1:1
I"j上

言日込:r:上 9ノω }<ii!:." 
斗，jI 島奇ーノL伝 木村民人 |斗 l

ノム・ノミ伝 J 々と ;'~i;
I司!

出・大正 情メ!心之tli: 愛知
~苛1 ，:

帥 1;1J ・'1村

L3{i 1));:年外派三世 ξから芸誌本部に刈 L 、 ~:'{j) ような怯-'Fi+~_;Ti がなされなかを、

主，t_1 '-C I d足Jおよr)"北京注在 庁総巴芯 lミ少佐 (hl:1 県、~，+歳、のち中将 j

(l) 武只暴動に到する党書に基つい、要約件出づるじ

記長謀長、佐i土氏長及勤務発-:!:i時、j"JJtg 1えの1古川を悦察中であった{ lf藤iニ1911

{対I台1¥-1) ";--10斗4: I (ノ7}::) 'ri-寺、 ;f\~ ，~土イ上の守同労lB喝さじた '1'也;石訪ね、決尚

一法口~開封一必修ち7町内 I奇況を宍i見して、 i日i月1::1二 ("1いに帰京し七京

/"斉i蕊[主情点後、武r~ • -;~，.凶佐からの動乱に|羽-;-.0 ;~'i . .:;-1{ (10 Hょiヨ1900

党}に殻!、食品のt't子手(児三里 C)中h令書九FEししいる 汗蕊は動乱l台後か

ら同 1r-l~h13r:; (:;J? i までの約 2 か片岡 i 劫，1:司連活出 110;垂テ参謀水音~~，+:

~'-';出口安 {ι 去「辛亥手 ~-!l月釘、資干 ( ""~in主主;;t.~'予 2 号、 19G5千下、 68.8) 、

II:i当日CC'l0日)1:>行
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屯している。なお、イ1.:1実 11 吉凶 ':1佐、ノl~ 1海本!と宇佐ら任地佐伯官か::)0)屯ほ

はすべ三、さ北京土子山却を経1"して:益課%"J、へ打主主ナして，'た 1か 、-'(.<夕、

革命 l 際 v 亡、清河各地へ急以された ìiìJj;外派 t古昔はttLff~ 、参謀総長(~'~ 2部長

気付}へ報告(打.'¥した}

それらの Rf_~Tt互恨 (1 [;;0己Ji0， 部[立、表;8のとぷりである

表18 1911 (明治44) 年10月 ~12月、報告電報

元信月l' 間;j;J.; 氏 "' ド『ぷ¥1(. 年柿 電工πI)'J W 

υ!Iつ，1b.八l ノム . ，y~，主 汗 M院 i司 イー;:: ;H 長ピノ 竹斗内法山

: u JJ :::; 1. :，71(1 4シ ク ~L; :.C、状況

ム"月:"C-'lj:'I]'1 J九 ん ~l'， Q.の状況

'(1月:j11-: :)'，，1 イン ノ今 i~と fマ 手山市!ìLII~

，，!I 2 b木l 。 " tr'J 1 

~ J J :J r-;ノ寸 多少す 木 1'1 響i すで l白 ぉ 育京 j:誕百|出

ょ吋 7l:i:'"..，;1 」、.ノ'y!十 昨止長 作1 u ;:: :H もし叶の;IJ;ι日

')J IUH社l ぞ〉 〆， !J_;京3去、!

ょ-::ij:-;SCノ。 / ケ 寝間陥落

;)j弓，，1:示l み ン : Ihjよ

~:::月三じ:，1 ノ， ， 有以出う沿

: 2)1 ;-)トヨl 示。'l>U， 久夫むノtm~ ヲ.tlt '12 lhjヒ

"-.' ij .+ r:月l むー中古 J川河元'I八三1; 羽l歌11 RO)f明 J希切

どH9 H:"::'，I J干-1'-1:1 hi ニ 百九F 42 弘士の到，，'

~2 け l() じ :11 ノノ 戦l九り冷移

次に、づぶHば とのよっ(ごし(清報士Vf資金」を確メf;:しにの Cあろうか

lアJ味l'ごし、点であるい F れ，t-~l [nC が詳桐になーえている

'j主1;同ば1911 (羽沼Z!.c!. 年1:'月三お|二(よ、メl 前1: 11，~、オ~-:8:九の同に -tt合
資会村ー岩崎夕、前何十長(リJ詩、 lG歳}酬を訪ねごし、る1川。そして、宇都宮はそf

百以!fT，止まれ 1 芸民間 3べ巨当土n

千ドベン J ルdくーア大守卒l 土80.3(明¥r-:

ょ出宍1:1奇久品、 lRflS 暗雲1. :~;7~) 年IIJ刀、

tjl;始J4・弥太郎グ〉長山。 1891 明治2，-1)
出}年一安令資会引Efif{干1.1ぇ) lB9o (1明治20;年男爵(小泉欽 p首『判円

二日社以)(l'19:J) lD三 ，J:i只1
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ipl;こ対し、突然、与j岳をお訪ねLたのは、ご世主主Lた、、てとがあっ丈からで寸つ

私iよマ、資金の主荷?に限つ Lおりま寸 J Pjf号lょ、その今肢と亨清次第 lこ…、 .i3聞

き届けくどさいますーか c:: ~H ~、-);勺っと 岩九IJ，二少しの町、首をかしげて宇都凸

を見つめていt:古¥々加笑みとcがい「在、を見込んでのお品ねでありま J ょうパお

ザ|主主けv たしまうごしかL、企額によりまタけれど」と谷えた。宇都宮

位、 'Jt 百を f地き士、 l土 L:こ .r~ryr þÿ~ l~ と思への と Iドた」に l出めて1.-';，る l

都宮は、、可 iの 11 目じー~，_ ，~， t，に油口てし 1斗

然らば、事怜をi↓l--.Lft人が、先ず此専(土絶対:ニ符加 1=1J'1:'kゐゃを同ひ、

児以守すべ主呑聞き ft;.1づばとを 読あり y文しと、彼 b対立』じ私見1を

心、仁、主はす、のf{7'\Í~にはあらず、』と時 fÄ7 に lj~\ て』七千J、見の尖rT仁;止、先7

1吋可L(7コ片岡を町五発反が円下尤も穴切なり).e]!ち今の怯;ては.;命軍は

成功f1l:か J士らず、之を絞 ，rしめ、之を組総せしむ令今l了、中し、人物の党

単 f-~: しくは作同号、小合r~~{ワ為的品すべ与二と多々なれども、~-t宇たる

~iJJ. H (主知らず、日 l、の場合，:;J家がl古 fE院 1;f~._~べさ事柄仁あムず J 荒 jL余

がどちだ i:lt参そ-!:;~:li!Î-H なり， 1山れ刊ふ、lITして弘への!:T')要Aふろ白、はい

余lヨく、 f ノJ円市哉致度なリ「

彼迄刊獣考せ也刀 e 依然として1:(、、手先:-:"1えしま!た

タこれより!( ~--多ノJ.，~C)芯主主ありて役、 irt:E1く、 |τl 守、主主 L 関係するの;時期

}己主寸iY;，Zi註tらふ、も刊なるべC" ;)'11 <、苔な治会にJ;'fll比L 1出:1く、
で
ι'1' 

i什談判 lよ i主に三十 l]~ 間\:::~止持 l) 、 èl11 ち十万 1'1 の夕、令を引?に -:iol[被なる

/)';0) 0' (.ご隠さ、殆んど¥'(~j~ U) I!}J ~ .~_ ~)>t: -Y LJν なる1I;Ec戸T0はさす'1)にMc引、

j¥日1;心r)T{l~なれ 彼れは金 Q 受授の仲介7iよしでJ¥<::;-次郎( 主主色、資壬

十f:iAJJfr部長、日七I11小[，古]水沼町八 七、屯μí~詐号五 七}を将'r1.、

す、 l士会の ft;~p -;~'と'..-C):守J:II丘二、松)1干7恨の)1'1)人を'tJゆる干と 余は

阿山体ノ¥なるノLギt売用ゆるこか売告げ、

し帰片すJ

ロペ重ねて詑対松格~': ~Î~ '~，てf+

γ 
J 

宇都宮[主主Jj3rt 山内岩崎(こ対 L ご、自らの「汁支那私 ~.J を社、 L、参謀本部約

三luluのえで山、文Jc前夜、対l十J洋などの情報十作資令としと ~()万川と L う太令付位

人物台一夫』伺Fitli河社、lSウ(1午、汀ο頁)
~09 半都荒 i 之上、 .188百「

l円J II:i当日!)C， l04) lD~ 
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同したのでめる J そして 宇都宮は岩崎うらの返済去思の時訟;こ対して、古

全とよlッて訴ししミ」と{立派して L る;， '1

宇都日は岩崎を訪判Lどl迎間ヱ交の11じ 4[~ 1¥_]-)、殺 L、(/)井;--i;ilh-<:::-:J$:_I元

中J主}松)Iイ木民詐よら少佐の]Ihj'0を、円崎の.1~Îヘ決わナた てのれの!l~己 J に、

次のように認めている。

「 ff:が妻名(了宇佐 J、 l二ご、 Y 峠(，~ ~，J- ては之イトItl ゆる約束なI'j J

γ してIWtlJLご山JJなるこ1I遺骨持I叶ム 金 )J円;:-+'}j門のぺ九第 |ロl
引きHlし)をそ取らしめ、夕刻jLw]片付 万円を持写す H人にうち七

， ，ごす主し訟手に使用せLむo 1'1八には本吉1;よりの三千 1'1も汲せ"欣:千

三l一方1'1な:') r私見ーむ一誌、次l引紙の却さ，lliノj、千:rt'立し民点ふ半戸寸

"'し，j/)/:_: :) J 

るとね、宇都千守は，iH のけ平行、 i;!~日既成外相III を市ね、上述した「海外派遣

1叶.1(})配置えと任務の概要を↑子主亡し、る 内"'外祉は í'~_b，' 吊合字'})4f:i古{誌の 1(1月 16

日 r1 J )、林草市外有のあとら惜しで札汀三、':j:-:右[)7~~;;t外務有合同鉄政策1"，)

j三1 を rt~ヨ L て外務雀}の合、百疎通;二Eを用いしてu

そニで、"主資ノ子 J 上1柄。)10万円) (!)-f'七時折、況 i1μむについて、その慨略

(支出年月ヨ 金鋭、支出先、1:1迄j を、 J3下{二7J、す 支HJ)u

"金銭の出情iこ関L、宇都宮 t";- 言ilj，~長六_:， -{':;. ~~] !;:;: ， ，-!-権ヘ」の変:6;iじ用い、

111万 1 1 1 に r-_:と資金」と 44付けていゐ「すお日叶f;~ 2)-， ~4自民 J ，

J'j 1ム」た美枝 18l;5 擾応π}イl')月~- 1936 (1昭市111守3凡 打 t~/!qQ.r]まれ。

I1対明泊町J) 年以 kfj~ 外救右政策局長、中臣、ノふ圏、ロシア持J.~f史、れ相

などを ，:th:: 。伯爵 (~!;8.会「東時先覚お」 l一片品'1云， 1送、 i京芸:J)号、弓966'1、399

員}。

ムムウ tr知鉄 141やおi() (Ft8治;))と1211， TI川県生まれ 1894 ~明治27; 年素人

牛 1898 明治31)午!、'ヴ公使節j.J、外務省参事官会経て、 1908 月七市11

年札お向止人司三局長 ':，:')ii-;[;:ゲ肖年決3表ュ、 1~?:=-I頁)

二日社以)(1-193) lD_'>， :140J 
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表19 1ヨ11 (明治44)年11月以降、「芝資金」の使用状況

を出ノT刀じ 三主 い山 ノ 金調(円j 庁 工ゑ

'!i" 明，'b'，1心不
jlJ:ゴ，:::C::'::ーよ、ロイ r了、('{;() 先.，アイ生

;UJ'じ1

月日 1:'，. 合了剖J.(f河J 践的歩兵人計 C:.O]U 九，'1'-派Ai

γ 水型 '~I此 l、他出) 1.¥0口o ラ

'; !J2::r:牛1 宅むを IF!i1: 1りλ、 4ン

.月26b":H" f-::'主主 にバλJ F今

: LJ 'l.7ドr月l I血 ， ]{¥‘(!I:() 孫立'--:--F

弓 lノ.IJ: L: ':J三 {ァJo 利下 2間以(.、中尉 叫()(: 立.;fヲ川口言

分片也 l'汁日 村川l ~(山 活問制限J

~2 月 l~ì[，:/;之l 犬伝 6r《L lCJ‘CI;(i へつ育~it:

寸ー凶 };1':¥、 示共I;:{l， I.{)，() 

~:::)-j LSC'::I:' 4ムlム ~~少Y一 7、 ，/'.f，:ドf占r l.cnc 目政伸lりl

野1:: 地投 合ぐ主大足| 1，じりじ

~'2月 2 ，:[，:r; ， fL _~'i 乙女下泊三 J(:，;t :lC;1) 相1工寸、聴

:D 明d~ι，;):平
!ltF 伝広 :)0(; メi毛主一仁イセ

二月 ~J C i士J

よ汀 l三1"，，' l、LiJ f'ヘ刊 >1可歩S~ 人γ 1.'¥)1; 正;-;-:'苛 l円

2 Jj ~2 1:i ')，~'， 全チ新士山 JL民 1.50C 十怯膏育費

.) n り c:~ Vオて 千部 I，CUU 丈云γ 帯ドアl十ι

1月uじl引J fry.事 f阜i'l-̂間以¥1;-中日 /し¥1; メ';;青川、'E~~

::J IJ ，[ド'1: I:i，t;;，浪主 5.CUU i，~-!f1; HI助

，fj li.円j己 5fi 予之ぷ、y往 日cc:n メLtJF』ZilLγE 

3 月:，_'_~H"lo， 11回平 l '，'Ui; 必到す]--;-υ

HIのよう J、之資424のJ生用l二、 Tべて字firro'の向山減量J土るものであ J

'j-' ~Ií'þd; i 土 191;_~ 年(明治ザ 年 5月 9I二(火)、汁康上司の泊千古参誌次長に

岩崎この|児も~~，を任。!)'た翠 E ， 1，1民降'ギアてf;iにも詐織を干ii::して事伶示請を求め

ている

1012 什明治'15) イ-1.1.片 ~51 → J月} の [] nL に、 Jえのような認定治守主されて

いゐ口

l批"0:、 -]dド1'h孟jノ際 余の相談に，:，]'"こ金十}Jp] 日司貨せしは約五)j

Il:i当日!)C， l02) 1:>2 
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円、を出企(，空会五}J円はづ11中{さずしと岩崎にあり、其法と為仕しなりj

し呉れとみ男fffl.{'-~ 情イ九品、に、 J、iI.と無¥ぷLぷを表する九め、 J;，ヰ (f;S[;:， 

何人を +''1~i として 1M島 i司東部 sill:~，~;í-?~争指き、十人大f，i:、同犬人 令援

もl司)吊、ご免受を陸ふし呉iL ~~，之 J

岩崎0)名前が I[ T:'J かっ泊えるのは日HI大-If3) 平日目29[; U~;) 、岩

崎が芸Li本部 (，~'T ぷ宵を訪ねたとミ↓~J，:;年 Cある{ 丁邸'~-!は土 iト"'J吋J こ午』ド三 5 月 1巳汁イ(!月ず

J厄当1刊|日l古坑'}7 H附柿問;長;:(い;宇主泊?詩当i当n恥試 U~侍全平!川将:にこ H j進邑) さ1札ι、以日，:iが昔日京本市石訪問L/:.翌

七;こ烹京をあとに L ている 3 斗こ1JÞ~守 1:53主主) と軒陥久比 四な) との交友;は、

その後も続ν、仁川たものと思われるー自らの「対立京本持想 J 究ミH.のために、

-，{-;自th?よる I のJi"山が子部"I(~，とって、 {11J ものにも込え臨しミ貴重な1高

力であっ丈一二レは確かである。

宇都千弓は 25謀本出第 2 部i、こ Lτ、辛亥輩命のおご~7トノ住めて i't-\悦的に大J;，ひ

したハヂして、ニグ〉勃11liを巧みにぷ!閉し亡、巨らの描く :-li'::-;;l____.[:i=:j家Jアc7:t詩想一

実現のため仁十字々 な三三'f'えを諸じて 3たf しか 、子山?;':\~"~ --1::る革命主主への促入

れは、宇都以の思惑を去り1)，る結果を招しげ干のであゐハコ叫の小台平は、三日前

iill之官Jを転覆させるほとの武力も羽織防な政治j、Jも村九台わセ一日、な刀ったよょに

一方、止命領lfl?手に守る清朝し士、一lじ ;'l -4-í:~'司の r r:悶哀1:1己JI.1:起}IIするごとによッ

ご局面のすl聞を叫っ!::，) ~hl 

る

1011 ;Y9i':':i!Jパ) 1'!'-ii)]?81 

胞がりが否認残されて vゐ J

t火)(l) 11 "己 J に、革命軍に刈ずると子出吉ω品

l昨 11;1:主|場内長必の十5王る 昂ギの肋iJ ~-:U-トき戸田'._1 に組セワ /止""

てだ持[二人法化合生すへく、主f;~への口舌 i 討の民族にしてつに相J主ヘ

て 1'5，本の長時に当ら k!::f;， こは実 lこ計拾のl忠あり υ 十:主 rレものは益々 ~tt だ

JJt:':))，あるのみの感を i1';;，'j，H持に支部(T;征服じっιだ;;1::からさずるを，日
ふっ(井Lこれは民"正/j;:/:..何んまの!惑を起し?みなるべ~，

本位凱干すが、ヂt"えて主会内y主源地.;-¥込 (ii品、決路、 i主口)
ルヴ、平和平:7)技jJj:手、 ìj;:;J~~!J なものになったのであるー

を日i十干るに及

|司年 12 月 4R 月~ (j )戸市，J によれば、民参訣総長!J:'j 却肖に対 l〆 以:i~γ

の-H;'青jJ走;を)).'j~'-tfl; にじえ、政坪d か f ギリスとの阿で者勢以軒、 l 作(イ1.，'五 jd 二十守I1 、

山社 ì:1 、 ~íJ1"k}妻、つつ丸山

二日社以)(l'19JlDl :1421 
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lこ者 f したごとを説聞いたハ子 ;t~:手、 1青 1'1 をす管百宇政体として統 し、 ilむ

を得ない場合、革命主主!こ式jJ押圧を加えると v ろものであてンた J ;tl込片ιワ lノに

立基本惜~f;; ~土、す--C(:'J虫，、えよっに、品計派を支持 L、あ。いは青PC ，z!レJ を

E柔しご市 lじに一つの巨宕くを bk~ さ什るこ r に;h } i七、しかし、政存方針の，j[

百ーにより、千郡吉梢イ止の~JEは、 riilJJJ〆、"1誌になコたのである'"ご

わがi，~JC) _Ú~:~ -n _L'， i~:J による泊 i司令続訂針に対し、 イドiノスi土、泊朝切の実権

存握り1.-j三世:，;jl有伐lik:j 、;古判廃止壬-:t:: 1~ (~ :_~て lノィ伐:午命j の {'-7-とか主同 L

/三九結局、イギ)ス引 作カトム功~ lS1つ(明日45)立つ月1ワトIU:) 、 ~ê 絞

帝が止ま(;¥'Lた。.'.に。大i打帝 f.:fI); ま7i~{，jF は亡し Clji市民1"，が成守 L、京 lぜ凱

による独政体制lが耐げ〆た(そわ~，~、;亥主主命おける

}共iこ 宇有IP'日の「対立!1:~本構想」のィ十-'J;f;.x を立"んすゐものであっ (c し /1ぺ、

点目よ凱の紺及強化に);，j-tる革命抗の尽なが、第。革命':， ~ 91:3 <(人止 2 午7月八

市37命 (191!j<っそ 4>年12H) につな;l:;、つ亡い ¥Fとに去る 11" 

子山f了しt、191'2 (1叫J守4Gi42 JJ13f-i (リ心的 l 日記」的中ご、次のよう γ

述漠しー←、、る

， i奇liJ.GfI:'I'j'J、同 l

j見羅氏三11年(

i譲(立の上戸争議去にξられしたる局、公明に設す。'-*'羽

(1七十年、ぴネl桜、則的抑くにして減亡す u ↑日J等の惨

事Z二珠「一人誌十員c)-f の起てf十棲\_~_)0;]ずるもの}，;f，さ前八年 H伎の催、 dコ

f矢以 l'~謂ふべ日局jlU一五るま子我政l付;ーは 貫の右主|炉く、札交

は宍敗に失敗を E童相、本以ι も H~'~I写 ;';1改め実をヂぐる方自はずしてε 七大ノ卜

J告の好機を 1主主るは、リ~¥:= ~写生の込憾なり υ-!jí"] 〆 R-.~:rQ}:よ法にと終夜flした

るにあらず。成JJ〔必々紛向ぽんとするの:立も-JJJ:':さに之島らざれJ土、イノJめて

は今後に'bでてま1)京のおめ前日tを情肢ものなり j

すでじ述べ丈ように、宇都宮多謀本部む'~ ;2部長は辛亥.!f'-，;(:に際L、qr[:f，'>7)j玄l

北対 ，'1 状出在的上、 .1'1家分 )t~常J の ji;. il1':二，tj支は3定的基イ方針乙おいたl

L うまでもなく、参F革本部治日部長 u ての手令Wi.~.x'~ すゐ人的 E 物町会派が、

l宇都ι[;;3 1 、/l3-.8。

5古J号・ 111津南「近代:1イ、における車アジ?r.~jfJLJ 芹)1: 0/， j合官、対)O!年 187

同「

l 北川(Ij;ー ~E，，;，:1生半とべ住政長，) 1*京大手:出版会、 19l8年】日1只」

ムム ム屋・ III~、市同点、 185n ，

II:i当日CC'l0心)lDO
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二0)刀引の延長線|にあコた。宇都宮は、 19C1(制Hi3，t!平行か Lコi;/f?::<ι川
に .i3 い、 l甘さ i~-t r\ をめめた，ご Lこ r-，;バド殺を Jrt t、下在日トぐのお]，芝楕十匹、の 聞に

大民千台河げ:;1~+JL口がす主it二芯れているよろにはえる〔そ (i)反討で、令部口(ニ[~1: i 

提J実によ j てぬ米列強i!)尋掠に対抗すゐトいう 7ジア主義l円I{;l炉、を#い、ごし

た「こと:部言;ま終始、 その花反する両胞のがj~.t'lと l可 o (iって u吠二ょうである〕

5圃 情報工作員「金子新太郎」の対清派遣

ここぎ取り~.:.fる「金「新太郎n的役>民大切 iは、宇都宮参謀平部第 2ti; 
μの明人1&，量によコ亡中|ヰヘ恒，fsl;'-J;:(二派遣ちれた;T-l:併1古市 l作員」の 人で

あっ--ふの{千fさの性格かられ重VJσγ土'ï~ì~ は I;~:!.;P， i、切らかlならないのが市引

しかし、去にも主hべた」う:二、:/;日子 1 IC]封「るj羽深l立干!が例外的に政

されており、それは、主わめて科]'(令委昨で品る J 子 F む、公 1:]iミれた J宇都

ある

ト;/¥!)eH百己』 uit迫)かです1\，主ねマ以~ l'記述し、むすび(φかえたvλ

参謀本部第2部長の秘密工作

宇都トイ(よHJll¥!円J立44:1年II月4a (ーァ人 lノト111'1人引や本市に尚三、 i'::!'r.l'青執
心不なる政情lu歩兵大同士千葉利、郎的人物争責し、よく七;['1:1'古叛平に技ぜしむ

る:決 L、し~，:]7 ----ilelの明奨と Lてj、「γ7朝<j(人に来古の取百十を依頼 g，i: '11 

にが1めているーこれが、宇都宮と l合 f，との最初グ)芯存である。この己J主か

ら、 l 金子」がノト 111和、引~~:誌ね、式出動ヱi に討する円己円強い;共立乞波清詰望

イト在、え、 日山からマ都宮;二Vfì'会~'あっ λ ものと思われる「

それでは、当ザ「主了 J が小を訪ねrのであ7-;"')か ここ一九J止、 小1110)略

rJifと i!:，子」とのitsbi二を筒半にttておきたいo IHUは18G2(丈久 2i 私())-j 1 

日、長，蒋 IJJ、J! IJ~;~~1主仰の 町と I，C/eZ後長問に生ま才しj七小11::J1('8:1i明

治1(;) 1J、FfT匹ぢ主将司に入 ()翌九、 pft匹?庄一校に進了、 l出7 羽市ヰ0) イ17

月に主1:して小企 )i; ，~~.第 1 ，1):[隊 Jこ赴任した 小 111ば訪問 明治〈つ)年、川のfil

l 操/\参謀次長に f 大陸 Jfr展μí~J J を七三I中IL、1:1'の信頼を?日七I"J庁8!J、参謀

本部品司会合じらわ、いる，ト:: : ~ニ l白ちに r. ihj:-^'~;)f(遣戸抗、 r-Rì:占貿易研究JプIJ

ド加藤潟ナ『悦兵 :1] と i~dt Bイ」 υ)ii:fJ、Xf，[i、199G年ノ 8:-;司、 11)':封) 189~ 

(明治28)年 31ョ(?)í~~共令改止に ζ4 予備役 4年パか1] 総{荷役5年こな。
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のiiSf:す実務 (1890 即位3〉年吉 川、 海Jに携わる三とになる"小山内，-~~ 

支思想」ふ定約すれは、飽くまとも文方b人のためにfELく寸べさをは、 l 、その

{昔、共の 1，王位抗争実日Lてし、くシいろものであっλ

方、「金了 J 1土i尽9:.¥ (明治矧;年 5 月、 fíi~n編入(よ 1';'自任 7止 7さそ釘}

と[S]時じ 1血に社主;、ノJ'111のあとを追うよ日→ I[i'清青質与劫j{何可ノ

J芯ら c 会寸二」はその没、中凶誌の ~21.~手会かねて支~[;各地 1，l<?T. ;fi法; や極付

ている、「金了」三小山はTちh 新潟込fH，'-}-C-あり、ま犬、共に陪写教淳司への

|寸汚人隊 (r沿h 18夜、小 lll~l!京〆であったこ三も、 人を強く結び山コけ

いたものと尽われるc

l 必|令チ訓).~ l~ f， [ム J1191- よれ ~J-，令チ」は :911 (明治c:.L) 年初冬、ト111

をその宗宅l訪ね iご陀支を票応されている三この自在、 4:しく、同j.f$の担:fi1 ~こ

越新報占 1::0の記呂・加11::--:!~ が行、を ~ij r.-Dc:tであっ J七一卜J社目的(人士ゴ1I1¥¥J日i

E去した様「が浮かぶ 子の日~， jjじま--L~立、-ilミ了 J が卜f，1，仁、小 1:: を訪問じた去

を汲んで、先γ小:::~JI; 千送ω する崎、 I 'て「 から lこの授のトボを宅対の|町、

他省じしておいて役 ζ 依頼されて、、る)その後、力1ft'!は小山から「金子

U)沼市をMリ、ひそかに，i>f.J の武巡を祈っていたこ書え践してν、る戸以上

の とからも l金寸ニ」が寸引;日と接可去する1911(1汁治44)年llr;SE (E:' ':-:'J 

:~:J に小山を訪ねてい止ことは明ら刀である

やみ1~1甘 dJî:ま宇るが、ここで「金子 j しり生い立ち〉略歴ぃ官射しておきたい，II、}

. 18出:忠!心花、年4月4E 

ι:1111*科 j

長業金子事IP:: l~!I~グ'"'iJ!¥一九回子f として、

析が県出j:}~1j日野田寸 ~Jは伯崎市 l に :1 ま1.!.-

y 

r~J " 

'，IU;，主将l杭 ;立1<"了可にt.:t./昇れ f去に ; Ilj}J中1た羽il五L とO';古今、現存グ〉
祈j'¥5[].m ~に至って、、る。 1~子淵史料」にある「志+-'2::子新ぶ点11(:'、:ょ、 1 ~)l 2 

l人止ノし}年.;:.:.6 I口1:分けでづ」とJ主苅司u 記載され九三事を、「金T，:' 1司
付の新浮彦八i心が、:016 (大11-.~l i '1';二三主ヅ ν たもグ〕勺ある{なお、 μ己主的筆

者i立、 I会(.と I~;H の汁i身である阿部日l~'tU]日到幸三 cある{村川武 E¥;談!c， 

~~.l Y;-淵凶 「中[;1の1女革命4援助した日チおぶ涼J (r-ft Ì，~~史料」)1

当三首E会、 前掲吾、 238頁)

~dι均労;守以記稲与をfJ、日1 千号♀、 658頁}

ll:i当日!)C， lSS; lE宅
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・1古1 (1円;t;'44)三三 9だ

刈n吉川o十I，，'うじれ>10てー
|斗 Cli:ReJHf.，

小山杭作予慌役最共}~flr と訪問. 19: 1 (明治判ノ ;;'-111i 

、で、二の1完(i)'ti' r;:[ (.二ι:弓したナ剖，宮とめ{0jk;Jt:1iにつながる。字訓吉L士、
1911 (明治44)年II月三 E (日、ぴ) I 日記」に l 守軒、金子者!友~I;-;t、合、之に

余の私氾の大もどを了、雨j乙(7)"m;I'll <'-( ~H : -y市んに lオにても -~l:tJ にども建 υ す

るの巴併を告げ、 1刊の金千ト l を勺え 1ま:~-，;、子 J む\ Iwj人は汁!の)1.1.1みワ弐昌:7)

キのヰjl'二十定ずる主にて出発す j と書き桟1♂ 1いる この::1円 余グ〉私見、 l例

の金 "i'J'とは、寸/ゃに計三におい C述べた l.tJ'支部主{，見」おぶび「之資金」

。〉ことーァあ~!-

「令子，立、前JI'乃llR4 11 上) :小 品ら'j告i<'M'を訪ねるよ与に述絡を

勾けた窓口ヨ、口昭口にもかかわらす V初、宇都宮をヨヰに訪消しい、る I川〆ペ〈

子Jの切ミ羽1訪主 Jつ〉た気J払キがT荒Eい知才引iゐfωJ 
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-， --'f-.--
，"辛芝乙。
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ザ H ~-j c (，口こ主要の1 11f J は、宇都宮を始めT訪ね丈 1911 :明 f-i.'g)

為、次0)上うな手紙を吉急送ッごいる l刊
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動が外;f6信へjjii}Lω こ少を??成していt:に主主v、な 1.'¥，_， /;- つは、「会下 JがごjI崎、

2句300円余りの六三をl折liしていたことである。この:)>jOi2∞口円は、宇部宮が

I 余千」の山 3tl二陀して千T乏した r:t~-空会」の 出己あ人う c会寸二」がこzι

んのた笠や、什のよう l保管しとしポーのか;土、解コていない) 事の長が同年

:1 人日 f:~C受け取ったj$.;I Iヲ去ので三r:じj手(r市 f.:{/)変:(r)の手紙11口26H 
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中 !~:K同 jし年仁月一十八 11

:tq-I)':: SIi 

|μ]年9月1GB ¥月 i(F; I日言 l」に l 古典のキ常化l正1月己、 iLf，~J ~こて有効と決 J 、

来る .1 !bi:!主主儀壱 J、ぐる?今、阪歩兵た別会千軒J.(~~ポ人工"活'(~あ 1') 1， 

;紅き、学悦金より芝住八郎(レ;崎久;誌のさ之名)の名儀:て呑典こLて:l:111; j 

を主主る j とμ己され、宇都雪。)l'Ic民主によ勺て年訟のず干-::'lが潰依へ主まられてし、J3n
i拘;同はすr犠に参列 L ごいないっ公的なすJ話むの正月間は、内容がノ、!UなだI，}¥:::

時かられたものと J3えられる。

づ十栴品1何!;~は土 191は~ (J(¥』正じ。 年1弓j打71けI(金;八、 卜問-"盆量主終手ト叶吋で約ワ う←ミ月間に

fる弔

北有H収ki刊印l日:J持号子tυrr尚トh'司1沼J)，出を山府帆1. (白O~ : 00わ日 l しむ北、 1お]にflj布、 :!Ni'刊紙:組1¥.、

';台本民大佐[凶1始s.， /1将校1苛多数のHJ1迎え売長け、イムl今"1守合司令官の官

公"'-投~IT した I ~"-' ( I j色村肖は刊円の'r!長、宇主芋命ι乃成政出・決V0を訪れごいる}

l宇都宮E記2 、136貝L

? 十ん淵、有明言詣λ 、 7~ 口つ

が外務包;情'j!部、 11リj司書、 3，15只

:39 ~-，占1;丙 l'記 ιに、万JI頁{

二日社以)(1-1円。)l7'l :lS4j 



研光ノ 1 

その時の心境が「ロロ己」に、 JJ[器を込めて綴られているー

「革命戦の新戦場たるi主防の黒111に可、り、戦死者予備歩兵大尉金子新太

郎の墓地たるべき地占を阿山|に選定し、ブランデーを供へて心詐りの

追弔のι首:を支し、付近の干Ihを.H、遺族に送る為めに持ち帰る{

全了rcを'IW，，:、
刻もチも忘れて此に埋もるる

f4カむし、は知lる人-f'知lる 」

宇都千守は、この短いレクイエムの中に、 Uらの情報 l作推進のために一身を

投げ打って呉郷の地に散~した 将校への柑似の想いを込めといる。そし亡、

宇都千守は丁度 1年前、宇都千守を訪ねた「令チ」の古・ぷの哀感主主う風情を思い

浮かべといたに違いない己

宇都千守は千伐の養育むに1，500円、作儀グ)1ヰ典に10WJを送っているが、何よ

りも大きな配[曹は、「金了」のタじを公務吸い()立校巴給)にするべく努力して

いることであるの先にも触れた I~示」の|円知 r，1じ越新報 0)記占加賀ギ が、

「志士金子新太郎七、」の中で「金干の最徒は誠に付出の極みであるマしかし、

ある程度の田畑に加え、イ|金数百の所得もあり、妻て「の11，'首に心配はない」と

言己L亡し、る{

この lイ|余数百」は、相当な合街である 宇都宮を筆頭に船島参弘次長、小

111秋刊子市ii1i.'生部長大佐、制成ではあるが'K砧久古間同総領事などの並々ならぬ

I::i;千」の遣技への思いやりが窺知される所である。

宇都'Hは19B(大正 2)年 3 月 29 日(~ぺ)、野中保教事民大尉の行毎派遣に

際し、'[rij人に故金千大同の砕を建つる為(j莫協の黒山上に先般余が選定せし

戸、に)、 111下代筆の余がF、時分に作りし歌(親も子も忘れて此処に出もるる討

が心は知る人ぞ知る)と準備 ~;Ill より一百円を托し、千I~月木村大尉(恒夫)

に同けしむ」と「日記」に認め、これが「金子」に関する j占]j'K'の最後の記述

になっている 2

最後に、 占1;同の執dいした「金子」の追悼碑が1914(よ止4)年4月、 1都

宮が選定した筏|場黒山の地に、さらに又、 1917(大正 6)年には、「企了」の

郷里の願T立与(新潟県野岡村) 1こ福同安よじ陸軍大将の題詩で追悼仰が、それぞ

れ建すされたことを付ぷする。漢陽における除幕式には当時の内川J切りi実11駐

屯門j令'1¥(愛媛県、 46歳入守丙秀氏予備役歩兵大佐(君主元洪湖北腎草・平市

顧問)、瀬川総領'lfらがダrj席した]10 且仲間の裏面には、宇都宮による「金了」

[lririJ 北法制J(1'178)178



H本陸軍情η 河代レ平安'::~(r 

への謀議;武が京IJム止まオしてIIるご

「十万円沼[司」の ~l:-r~ が最近、定際のお球場めとを訪ねたが、 l 金子」の氾悼

和引ぷ見つ詰ミりなか、わ jいうこ〉ご品。1十人

1:) 刻ぇ l古労音{r~-~d詰券会絹、日"1 j白書、 (-;S9~

"相円古l問.::;;;C7 エド成J9:' t;::.lO月IfH寸臼¥SFL

二日社以)(1-1円1)1';-7 ~lS61 


